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新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 市長公室 担当課： 危機管理課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
排水栓、消火栓を使用した
スタンドパイプ等消火資機
材貸与

R3.4～R5.3
資機材の貸与（更新）条件として、
年１回以上の消防職員による訓練
指導を受けることが必要。

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、資機材の貸与（更新）条件である消
防職員による訓練指導が困難となっ
たため。

「排水栓を使用した初期消火訓練の動
画」DVD視聴で、貸与（更新）条件とみ
なす。

3 防災フェアふなばし
R3.1
Ｒ4.1
R5.1

船橋市自治会連合協議会との主
催事業として、防災講演会及び防
災関係団体によるブースの出展
を実施。

令和２年２月２１日付け保健所保健総
務課にて、「市主催（共催）のイベント
を中止・延期する基本的な考え方につ
いて」の方針が示されたため。

・令和２年度中止
・令和３年度、４年度はブースの出展を
行わず防災講演会のみを実施。（参加
者数を制限し、席を間引いて実施）

2 船橋市総合防災訓練
R3.11
R4.11

訓練参加者は制限せず実施。

令和２年２月２１日付け保健所保健総
務課にて、「市主催（共催）のイベント
を中止・延期する基本的な考え方につ
いて」の方針が示されたため。

訓練参加者の制限（縮小）しての実施。

5 地域防災リーダー養成講座 R2.4～R3.3

自主防災組織の結成促進や活動
の活性化につなげ、地域防災力向
上を目的に市役所本庁舎を会場
として地域防災リーダー養成講座
を実施。

令和２年２月２１日付け保健所保健総
務課にて、「市主催（共催）のイベント
を中止・延期する基本的な考え方につ
いて」の方針が示されたため。

・令和２年度中止

4 防災スタンプラリー

R2.3
R3.3
R4.3
R5.3

三井不動産株式会社と連携し、ら
らぽーとＴＯＫＹＯ－ＢＡＹを会場
にした防災体験等を実施。

令和２年２月２１日付け保健所保健総
務課にて、「市主催（共催）のイベント
を中止・延期する基本的な考え方につ
いて」の方針が示されたため。

中止
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No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

7 自主防災組織補助金 R3.4～R5.3

防災資機材を購入し、訓練等を実
施して申請をした、自主防災組織
に対して、補助金の交付を行って
いる。

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、補助金の交付要件である訓練実施
が困難となったため。

・補助金の交付要件を訓練実施から防
災活動の実施に広げ、自主防災組織カ
ルテや、独自の防災マニュアルの作成
等を訓練の代替とした。

6 防災指導 R2.4～R5.3

町会・自治会、マンション管理組合
等に対し、市職員が出向き、地震
体験車や煙の中の避難体験がで
きる煙中ハウスを使用した防災指
導を実施。

令和２年２月２１日付け保健所保健総
務課にて、「市主催（共催）のイベント
を中止・延期する基本的な考え方につ
いて」の方針が示されたため。

・令和２年４月～１０月まで中止
・令和２年１１月～令和5年3月までは当
課で作成したガイドラインに基づき、地
震体験車のみ一度に体験できる乗車人
数を4名から2名に縮小したうえで実
施。※煙中体験は中止

9 防災会議
R2.10
R3.10

災害対策基本法の規定に基づき、
地域内の防災関係機関により会
議体を構成し、地域防災計画の作
成や市の防災行政に係る審議等
を行う。

例年、対面で会議を開催してきたが、
新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、対面での会議を取りやめた。

令和2年10月及び令和3年10月開催
回は書面での開催となった。令和4年3
月開催回より対面での会議を再開し
た。

8
帰宅困難者等対策
推進協議会

R2.4～R4.3

船橋駅、西船橋駅周辺の事業者、
関係機関・団体及び船橋市などで
構成する協議会を設立し、帰宅困
難者等の混乱防止策や徒歩帰宅
者への支援等について、官民が協
働・連携して検討を行っている。

例年、対面で協議会を開催し、意見交
換等を行ってきたが、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、対面での会
議を取りやめた。

令和２～３年度は書面での開催となっ
た。令和４年度より対面での会議を再
開した。
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部名： 市長公室 担当課： 広報課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

2 市民便利帳発行業務 R2.9～R3.3

市の手続きや施設案内などの行
政情報に加え、市の魅力を集めた
地域情報や防災情報など、暮らし
に役立つ冊子の制作を行ってい
る。

新型コロナウイルスの影響により、共
同発行事業者の株式会社サイネックス
の営業活動ができなかったため、当初
発行を予定していた令和2年9月か
ら、令和3年4月に発行時期を遅らせ
た。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 CATV番組制作業務 R2.5～R2.7

市の政策やイベント等、地域に密
着した情報を、ジェイコムで番組
を月2回制作し、毎日放映してい
る。

緊急事態宣言発令されている中で、
委託業者の外部での撮影・取材がで
きなくなってしまい、番組制作が困難
となったため、令和2年5月1日から7
月14日までの番組放映を中止した。

4 市ホームページバナー広告 R2.4～

市ホームページに平成18年6月か
らバナー広告を掲載し、歳入を確
保している。バナー広告の掲載運
営は業者委託しており、広告主か
ら徴収していた。

新型コロナウイルスの影響により、令
和2年度の入札が不調となってしまっ
たため、令和2年度以降、市でバナー
広告の掲載運営を行っている。

3 市ホームページの運用 R2.5～R5.1

市ホームページのトップページに、
各課の情報を「お知らせ」「募集」
「イベント・講座」のカテゴリーに分
けて情報を掲載していた。

市民にとって重要な情報である新型
コロナウイルス関連情報を見やすくす
るため、既存の３つのカテゴリーを「新
型コロナウイルス関連情報」「募集」「そ
の他のお知らせ」に変更し、運用した。

5 プレスイベント R2.4～R3.3

船橋の魅力を市内外に広くPRす
るため、毎年プレスイベントを実
施し、メディアへ取材の機会を設
けている。

新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、令和2年度のプレスイベントを中
止した。
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No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

6
ホームページ作成システム
操作研修

R2.4～R3.3
庁内の職員および学校教員向け
に、ホームページ作成システム操
作研修を毎年行っている。

新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、令和2年度に予定していたホーム
ページ作成システム操作研修を中止し
た。

8 広報主任研修 R2.4～

各所属におけるメディア対応を含
めた広報事務の適正な執行およ
び市内外への情報発信の強化の
ため、広報主任を対象に毎年「広
報主任研修」を実施している。

新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、令和2年度に予定していた広報主
任研修を中止した。令和3年度から
は、規模を縮小し実施。また、新たに
広報主任になった職員を対象にし、文
書主任、個人情報管理主任の研修と
合同で行っている。

7 若手職員向け広報研修 R2.4～R3.3

「職員一人ひとりが広報マン」とな
るよう、庁内全体に情報発信に関
する知識やスキルを浸透させるた
め、「若手職員向け広報研修」を定
期的に実施している。

新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、令和2年度に予定していた若手職
員向け広報研修を中止した。なお、令
和3年度と令和4年度第2回目の研修
は対面式ではなく、事前に撮影した動
画を使用し、研修を実施した。
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部名： 市長公室 担当課： 市民の声を聞く課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
市民法律相談
市民生活相談

R2.4.11～
６．３０

R３.1.12～
３．３１

市民の日常生活の中で起きてい
る様々な問題について市民相談
員による相談と弁護士による法律
相談を対面で行っている。

緊急事態宣言により、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止の観点から、対面相
談を中止した。

対面相談を中止し、電話相談とした。

3 こども未来会議室
Ｒ3.8.2～3、

8.5～6

船橋市の現状を子供たちに伝え、
まちづくりを意識してもらうとと
もに、将来を見据えた意見交換を
行い、子供たちの視点を活かした
市政運営につなげていくため、市
内２８中学校の２年生を対象とし
て、夏休み期間に４日間開催して
いる。

新型コロナウイルス感染症対策ガイド
ラインに基づき、人数制限及び開催会
場の変更をする。

2 こども未来会議室
R２.7.30～

３１、
R2.８．５～６

船橋市の現状を子供たちに伝え、
まちづくりを意識してもらうとと
もに、将来を見据えた意見交換を
行い、子供たちの視点を活かした
市政運営につなげていくため、市
内２８中学校の２年生を対象とし
て、夏休み期間に４日間開催して
いる。

新型コロナウイルス感染拡大防止の観
点から、市長とも相談の上、中止決定
した。
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部名： 市長公室 担当課： 秘書課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 市政功労等表彰式典 R2.12.22

長年にわたって市政の発展や教
育・文化・スポーツ、社会福祉、地
域経済などの振興に功績のあっ
た人・団体を毎年表彰している。

新型コロナウイルス感染症の全国的な
感染拡大を受け、令和2年12月11日
に開催された「新型コロナウイルス感
染対策本部」において中止が決定さ
れた。

式典当日に被表彰者に対して贈呈する
記念品等について、全数を宅配便等で
届けた。

2 後援・協賛・共催承認業務
Ｒ２．４．１３
～R2.5.31

船橋市以外の団体、法人が行う行
事の後援、協賛及び共催を承認す
ることにより、市民活動や地域活
動の活性化に寄与する。

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴
い、船橋市業務継続計画（BCP）【新
型インフルエンザ等編】に基づき、緊
急事態宣言期間中において業務の執
行体制を見直した。

4 市長賞交付業務
Ｒ２．４．１３
～R2.5.31

市の教育、文化、芸術、スポーツ、
地域経済等の振興又は地域コミュ
ニティーの活性化を図るため、法
人その他の団体が主催する大会、
催し、事業等に対し、市長賞を交
付する。

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴
い、船橋市業務継続計画（BCP）【新
型インフルエンザ等編】に基づき、緊
急事態宣言期間中において業務の執
行体制を見直した。

3 感謝状贈呈業務
Ｒ２．４．１３
～R2.5.31

市政の振興、公共の福祉増進等に
功労のあった者又は市民の模範
となる者に対し、感謝状を贈呈す
る。

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴
い、船橋市業務継続計画（BCP）【新
型インフルエンザ等編】に基づき、緊
急事態宣言期間中において業務の執
行体制を見直した。



 

 

8 

 

 

第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名： 市長公室 担当課： 国際交流課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
外国人住民施策庁内連絡
会議

R2.7～R5.5
外国人住民の状況や課題の共有
を行うため、年２回定期的に会議
を行っている。

緊急事態宣言の発令状況やまん延防
止等重点措置の発令状況と市内の新
型コロナウイルスの感染状況を考慮し
ながら実施の判断をするよう課での
方針が決められたため。

・令和2年度は開催回数を１回へ縮小
・令和３年度は書面開催にて２回実施
・令和４年度は開催回数を１回へ縮小
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新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 企画財政部 担当課： 政策企画課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

部名： 企画財政部 担当課： 財産管理課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

・ポータル掲示板への研修資料の掲載

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 公用自動車安全運転研修 R2.6～R3.6

主に新規採用職員を対象として、
公用自動車の使用方法や特性、事
故発生時の現場対応等の理解を
深めるための研修を年1回行って
いる。

・新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止のため。
・新型コロナウイルス感染症への対応
で人手不足の所属があるため。

・研修資料の配付
・ポータル掲示板への研修資料の掲載

2 事故処理担当者研修
R2.10～
R3.10

職場で事故処理を行う管理・監督
者を対象として、事故発生時の初
動対応、事故処理の流れ、交通事
故防止、市民賠償事故について理
解を深めるための研修を年1回
行っている。

・新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止のため。
・新型コロナウイルス感染症への対応
で人手不足の所属があるため。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
市政に係る重要な計画の
策定（１２計画）

R2.4～R3.3 令和２年度中の計画策定。

・計画策定にあたって、新型コロナウイ
ルスの影響を踏まえる必要があるた
め。
・計画策定に係る庁内外の会議体の開
催や基礎調査等の進捗に支障が生じ
ているため。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

6
市役所敷地内における
喫煙所の閉鎖

R3.8～
R3.11

市役所敷地内に特定屋外喫煙場
所を設けており、喫煙できる場所
を提供している。

第５波期にて３回目の緊急事態宣言が
発令され、新型コロナウイルス感染症
の感染状況等を考慮し、喫煙所を閉鎖
した。

5
公用自動車事故防止対策
委員会の会議

R3.2～R4.2
毎年2月に公用自動車事故防止
対策委員会の会議を開催してい
た。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため。

・交通安全年間標語の書面選考
・会議資料の配付
・会議開催時期の変更（R4年度の会議
はR4.4月に実施した）

4 自転車事故防止研修 R3.2～R4.2

自転車の事故防止を目的として、
警察官講師によるDVD上映や講
話を受講する研修を年1回行って
いる。

・新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止のため。
・新型コロナウイルス感染症への対応
で人手不足の所属があるため。

3 教習所派遣研修
R2.11～
R3.11

事故の再発防止と運転技能向上
を目的として、公用自動車で事故
を起こした職員及び運転に不慣
れな職員が、教習所講師による路
上実習等を受講する研修を年1回
行っている。

・新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止のため。
・新型コロナウイルス感染症への対応
で人手不足の所属があるため。



 

 

11 

 

 

第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 総務部 担当課： 総務法制課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 平和式典派遣事業 R2、R3

広島市、長崎市で原爆投下日に合
わせて開催される平和式典に、公
募で決定する市内の学生を派遣
している。

新型コロナウイルス感染症対策の「密
の回避」等により、開催市が式典への
一般参加を不可としたため。R2年度、
R３年度とも事業中止。

2 平和の集い R2、R3

毎年１０月に市民文化ホールにて
平和に関する講演や上記派遣事
業の報告を行うイベントを開催し
ている。

新型コロナウイルス感染症対策によ
り、R２年度は市の方針でイベントが原
則中止となったため、本事業を中止。
R３年度は開催したが例年の実施方法
では密の回避が困難なため縮小開
催。

R3の開催方法：客席を間引いて会場収
容数を半数に縮小し、参加方法につい
ても事前申込制に変更した。（例年は当
日自由参加の形式で実施）

4 行政資料室運営業務
R2.4.13～
R2.6.29

行政資料等の閲覧、有償頒布刊行
物の販売、開示請求等に伴う手続
等を行っている。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、外出自粛を要請、図書館も閉鎖
している中で、新聞・行政資料等の閲
覧を許可すること、有償頒布刊行物を
販売することが妥当ではないと判断
し、当該業務は休止し、開示請求等に
伴う手続のみ対応を行った。

3
市税滞納者に対する行政
サービスの制限

R2.４～

市税納付に係る公平性を保ち、受
益と負担の適正化を図るため、補
助、助成、利子補給及び融資など
の事業について、全庁的に行政
サービスの制限を行っている。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴
い経済的に困窮し、市税の納付が困難
になる方が見込まれていることから、
従来どおり市税滞納者に対し行政
サービスを制限することは、より一層
市民生活を厳しいものとすることが想
定されるため。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名： 総務部 担当課： 職員課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

5 健康相談 R2.3～R4.3

希望制。枠が空いているときは、
カウンセリングは採用２～３年目
の職員や新任係長、栄養相談は健
康診断結果より勧奨している。

全庁的な事業中止・縮小の指示を受け
対応。

・R3.6～外部相談窓口「こころの相談
室」開設。対面、オンライン、電話（２回
目以降）で利用可能とする。

4 健康管理セミナー

中止：
R2年度
変更：
R3年度～Ｒ4
年度

各所属１名の参加
全庁的な事業中止・縮小の指示を受け
対応。

・中止した際、情報機器作業健康セミ
ナー、２年目職員健康管理セミナーにつ
いては、資料を配布
・希望制とした
・Ｆｕｎａ　Ｔｕｂｅによる動画研修

3 腰痛予防巡回指導

中止：
R2.7～R4.3
変更：
R4.7～

保育園等腰痛が起こりやすい職場
を巡回している。学校等が少人数
の職場職員については、近くの実
施する施設に参加していた。

全庁的な事業縮小の指示を受け、保
育園に外部業者や他所属職員が立ち
入ることを避けたため。

・資料配布
・R5年度より、学校等の職員について
は、本庁大会議室で実施

2 個別健康診断 R2.5～R3.2
５月中旬より健康診断を実施して
いる。

令和２年３月５日付事務連絡及び同年
３月13 日付総務省自治行政局公務員
部安全厚生推進室事務連絡にて、令
和２年６月末までの間実施時期を延期
してよいと示されたため。

・健康診断実施時期を変更して対応

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 集団健康診断等 R2.5～R3.1
5月に特定業務従事者健康診断と
石綿健康診断、B型肝炎抗原抗体
検査等を実施している。

令和２年３月５日付事務連絡及び同年
３月13 日付総務省自治行政局公務員
部安全厚生推進室事務連絡にて、令
和２年６月末までの間実施時期を延期
してよいと示されたため。

・特定業務従事者健康診断対象者に
は、１回目の健診を人間ドックや職員健
康診断を設定し、２回目の実施として１
月に実施した。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

部名： 総務部 担当課： 人事課人材育成室

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

3 職員研修（派遣研修） R2.4～R4.3

専門的で高度な知識と技術を習
得させるため、各研修機関へ派遣
し通所型又は宿泊型の研修を
行っている。

研修生の集団感染を防ぐため。
研修実施機関（派遣受入先）が研修生
の受入を中止したり、研修方法を変更
したりしたため。

・研修実施期間がオンライン型に切り替
えた研修については制限なく研修を実
施

2 職員研修（特別研修） R2.4～R5.3
職員研修計画に基づき、特定の能
力を養うための研修を公募制又
は指名制で行っている。

研修生の集団感染を防ぐため。
感染症対応により業務体制の維持が
困難となっている所属に、さらなる負
担を生じさせないため。
研修会場を感染症対応業務に提供す
るため。

・一部の研修は中止したが、他の研修は
時期を変更（感染拡大期を避ける）にし
て実施
・一部の科目について、実施方法を集
合型から研修事業者が提供するeラー
ニングに変更

1 職員研修（基本研修） R2.4～R5.3

職員研修計画に基づき、新規採用
職員、採用3年目職員、新任課長
等、階層別に、指名制の研修を
行っている。

研修生の集団感染を防ぐため。
感染症対応により業務体制の維持が
困難となっている所属に、さらなる負
担を生じさせないため。
研修会場を感染症対応業務に提供す
るため。

・一部の研修は中止したが、他の研修は
日数を縮小したり、時期を変更（感染拡
大期を避ける）にして実施
・一部の科目について、実施方法を集
合型から動画配信型に変更

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

6 安全衛生委員会の活動 R2.４～R2.9
労働安全衛生法第17 条に基づく
安全委員会等の開催、職場巡視等
の産業医活動等

国から、安全衛生委員会等の活動等
について「令和２年５月末までの間、
弾力的な運用を図ることとして差し支
えないこととする。」との通知があり、
当時の感染者が増加している状況を
考慮し、活動を見合わせることとし
た。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

8 職員採用試験全般
Ｒ2.7～
Ｒ4.12

筆記試験や面接試験の受付にお
いて、受験者に受験票や一次試験
合格通知を提示させて入場させ
る。

受験者の集団感染を防ぐため。

・感染の疑いや体調不良が無いこと等
を申告する「新型コロナウイルス感染症
に関する申出書」を提出させる
・受付時に体温測定を実施
・受付での密を防ぐため、受験番号ごと
に入場時間を指定（筆記試験のみ）

7 職員採用試験の面接試験
Ｒ2.7～
Ｒ4.12

パーテーション等を間に置かずに
面接を実施。

受験者と面接官や、受験者同士での
感染拡大を防ぐため。

・面接官の前方と面接官間に、クリア
パーテーションを設置
・集団討論では、上記に加え受験者間に
もクリアパーテーションを設置
・受験者及び面接官のマスク着用の義
務化

6 職員採用試験の筆記試験
Ｒ2.6～
Ｒ4.12

会場の収容可能人数とカンニング
防止を考慮して、座席配置を検
討。

受験者の集団感染を防ぐため。

・ソーシャルディスタンスも考慮して、座
席配置を検討
・座席数を収容可能人数の半分以下に
限定

5
職員採用試験の筆記試験
（6月実施試験）

Ｒ2.6、Ｒ3.6
上級一般行政Ａと上級一般行政Ｂ
を同日同時刻に実施（午前8時
30分入場開始）。

試験会場として日本大学を借用でき
ず船橋中学校で実施することになっ
たが、ソーシャルディスタンスを考慮し
た座席配置も必要であり、受験者数の
多い職種を同日同時刻で開催するこ
とが収容人数の都合上困難であった
ため。

・上級一般行政Ｂの実施時間を、上級一
般行政Ａの試験終了後に変更（午後3時
30分入場開始）

4 職員採用試験の筆記試験 Ｒ2.6～Ｒ3.9

受験者数が多い6月実施試験（上
級行政等）、7月実施試験（上級行
政の適性検査）、9月実施試験（初
級行政等）の会場として、日本大
学船橋キャンパスを借用し実施。

日本大学が休校及び感染防止を理由
に、令和２年度４月から外部への施設
貸出を停止したため。

・代替会場として、収容可能人数の多い
市立船橋高校、船橋中学校、葛飾中学
校の校舎を借用
・7月に日本大学でマークシート方式で
実施していた上級行政の適性検査を、
テストセンター方式に変更

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

11
採用予定者説明会（1月開
催）

Ｒ3.1
全職種（消防吏員は除く）の採用
予定者を対象として、1月中旬頃
に採用予定者説明会を実施。

採用予定者の集団感染を防ぐため。

・採用予定者を２グループに分け、２日
に分けて実施（例年は全員を１日で実
施）
・グループワークを中止し、先輩職員の
講話を実施

10
保育士採用予定者懇親会
（12月開催）

Ｒ2.12～Ｒ
3.12

保育士の採用予定者を対象とし
て、12月上旬頃に採用予定者懇
親会を実施。

採用予定者の集団感染を防ぐため。

・プログラムの１つであった「市立保育
園の見学」を中止し、代替として「先輩
保育士の講演」（令和２年）、「先輩職員
との座談会」（令和３年）を実施
・グループワークを中止（令和２年のみ）

9
採用予定者懇親会（9月開
催）

Ｒ2.9、Ｒ3.9

8月末に合格発表のある試験職種
（上級一般行政、社会福祉士、保
健師等）で、9月下旬頃に採用予
定者懇親会を実施。

令和２年及び３年の夏季に感染者数が
急増しており、感染拡大を防ぐために
開催中止とした。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 
  

新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 税務部 担当課： 税務課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

部名： 税務部 担当課： 市民税課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

・市ホームページにてYouTube動画
「給与支払報告書の提出について」を配
信
・R3年以降は年末調整説明会には上記
YouTube動画のDVDを貸し出して
放送してもらうこととした。

1
公益社団法人船橋法人会
の年末調整説明会への人
員派遣の中止

R3.11～

公益社団法人船橋法人会からの
依頼により、商工会議所での研修
会、市民文化ホールでの年末調整
説明会に出席し、給与支払報告書
の提出についての変更点や注意
点を周知していた。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
に伴い、不特定多数の人との接触を
避ける必要があると判断したため。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 税の無料相談の中止 R2.4～R2.8
千葉県税理士会船橋支部協力の
もと、税に関する無料相談を毎週
水曜日に実施している。

緊急事態宣言の発令、千葉県税理士
会からの要請、及び「イベント等の開催
は原則８月末日まで中止する」という
市の方針が示されたため。

2
市税滞納者に対する行政
サービスの制限

R2.4～

各課において各種行政サービス
の申請を受けた際に、申請者が市
税を滞納している場合、サービス
の提供を制限するもの。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴
い、経済的に困窮し市税の納付が困難
になる方が見込まれ、従来どおり市税
滞納者に対し行政サービスを制限す
ることは、より一層市民生活を厳しい
ものにすると考えられたため。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

部名： 税務部 担当課： 資産税課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

現況調査を行わなかったため、被災状
況が継続しているものとして、家屋評
価額の減額を継続適用した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

・郵送での申告を簡略化した
・申告の手引きの内容を、相談しなくて
も申告書が完成できるように修正し
た。

・郵送による申請（書類は原本コピーし
て郵送）の受付を開始

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

2
市民税県民税申告会の中
止（郵送申告の簡略化）

R3.2～

２月～３月にかけて公民館及び市
役所１１階にて申告会場を設け、
申告相談や申告書の提出の受付
を行っていた

新型コロナウイルスが感染拡大してい
る中、船橋市広報（令和２年12/1号）
にて感染リスクが高い場所や行動の
回避が広報された。例年、申告会場に
は短期間に大勢の人が集まり「密」に
なることから、感染拡大を避ける目的
で、公民館及び市役所１１階での申告
会を中止することとし、併せて、郵送
での申告を簡略化することにより、郵
送での申告を促すこととした。
上記を、令和３年1/15号及び2/1号
で順次広報した。

3
軽自動車税種別割減免申
請の受付方法

R3.1～

初めて減免申請をする場合や、現
年度から継続して翌年度分も減
免申請するが申請内容に変更が
ある場合は、申請書類に不備等が
ないか確認するため、書類の原本
をお持ちいただき市民税課窓口
で受付する。

感染症拡大防止のため受付方法につ
いて係内で検討を行った。

1
東日本大震災による被災家
屋の現況調査

Ｒ2.5～R3.1
東日本大震災による被災家屋の
現況調査を3年毎に行っている。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、被災家屋所有者と接することに
なる現況調査を中止した。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

部名： 税務部 担当課： 債権管理課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

3 給与差押 R2.4～R2.5
滞納者に対して、勤務先等へ給与
差押を実施。

「新型コロナウイルス感染症の影響に
よる徴収猶予の特例の取扱いについ
て」（令和2年4月30日付総税企第64
号総務省自治税務局企画課長通知）
等により、経済的負担軽減を考慮した
ため。

2 来庁による納税相談 R2.4～R4.3
必要に応じて、来庁による納税相
談を実施。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮したため。

1 臨場による差押・調査 R2.4～R4.3
差押や調査の際に、金融機関へ臨
場して実施。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮したため。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

・従来は来庁を指示していたケースも、
電話での納付相談を了承した。

・やむを得ない場合を除き、郵送や電
話での対応を実施

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

現況調査を行わなかったため、被災状
況が継続しているものとして、家屋評
価額の減額を継続適用した。

2
東日本大震災以外による被
災家屋等の現況調査

Ｒ3.7～
R3.11

東日本大震災以外(火災・水害等)
による被災家屋等の現況調査を3
年毎に行っている。No.1の現況
調査は棟数も多く、時間がかかる
ため、No.2の調査はNo.1の調査
の翌年度に行っている。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、被災家屋等所有者と接すること
になる現況調査を中止した。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

4 預金差押 R2.4～R2.8
滞納者に対して、金融機関等へ預
金差押を実施。

「新型コロナウイルス感染症の影響に
よる徴収猶予の特例の取扱いについ
て」（令和2年4月30日付総税企第64
号総務省自治税務局企画課長通知）
等により、経済的負担軽減を考慮した
ため。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 市民生活部 担当課： 戸籍住民課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

部名： 市民生活部 担当課： 自治振興課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 フェイス窓口業務 R2.4～R2.5
開館時間
平日：9時～20時
土日祝日：9時～17時

緊急事態宣言の発令に伴い、接触の
機会の低減を図り、感染症蔓延を防止
するため。

以下のとおり開庁時間の短縮を図っ
た。
平日：9時～17時
土日祝日：閉館

1 補助金受付業務 R2～

平成29年までは受付会場を設け
て対面での受付を原則としてい
た。郵送での申請希望があり、令
和元年度から郵送でも申請出来
ることとした。

新型コロナウイルス感染症の感染予防
の観点から、対面での対応を最小限
にするため。

原則郵送での申請とし、対面を希望の
場合は予約制とした。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

2 補助金受付業務 R2～ 受付期間を４～６月末に設定。
多くの町会・自治会が総会（申請に必
要な資料作成に必要）を開催すること
が困難となっていたため。

受付期間を延長（Ｒ２：４～７月末、Ｒ３
～：４～９月末）
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

3
市ホームページへの町会・
自治会情報の掲載

R2～
「町会・自治会活動」として、市
ホームページに各種情報を掲載

多くの町会・自治会から、総会開催が
出来ない等の相談が寄せられたた
め。

会議の開催方法（書面開催等）について
掲載

5 市民センター運営 R3～

市民センターの部屋等の貸し出し
については、単位使用時間毎に使
用料が定められており、一部の時
間使用しなくとも単位使用時間の
料金と同額としていた。

感染症の蔓延や館内の設備機器点検
等、使用者の責任ではない理由によ
り、あらかじめ単位使用時間の一部に
ついて使用できないことが判明して
いる場合、使用料を減額する必要があ
るとの考えから、船橋市市民センター
条例施行規則を改正した。

市民センターの部屋等の貸し出しにつ
いて、使用者の責任ではない理由によ
り単位使用時間の一部が使用できない
場合の使用料を一部減額出来ることと
した。

4
市ホームページへの認可地
縁団体に関する情報の掲載

R５～
「町会・自治会等の法人化（認可地
縁団体）」として、市ホームページ
に各種情報を掲載

地方自治法の一部改正による。また、
認可地縁団体として登録している町
会・自治会からも総会開催方法につい
て相談が寄せられたため。

条件を満たせば、認可地縁団体が総会
を開催せずに書面または電磁的方法に
より決議することが出来る様になった
ことを掲載

7
船橋市自治会連合協議会
事務局

Ｒ２～Ｒ４ 定期総会を毎年６月に開催 コロナウィルス感染症感染拡大防止 定期総会の中止

6
市民センター
(展示ギャラリー)

R2.6～R5.5
展示ギャラリー部分について談話
スペースとして開放していた（椅
子20脚）。

感染症予防の観点から、談話スペース
の運用を変更した。

会話を伴わない自主学習スペースとし
て運用を変更し、席を減らしたり消毒
液を置くなどの対応をした。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

　 中止

〇 縮小

　 変更

その他（　　　　　　　）

部名： 市民生活部 担当課： 市民協働課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

9
船橋市自治会連合協議会
事務局

Ｒ２～Ｒ４ 部会、委員会活動 コロナウィルス感染症感染拡大防止 必要最小限の活動とした。

8
船橋市自治会連合協議会
事務局

Ｒ２～Ｒ４
執行部会を各月、常任理事会を偶
数月に開催

コロナウィルス感染症感染拡大防止
状況に合わせ、執行部会、常任理事会
の会議を開催中止または書面開催とし
た。

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

2 ふなばし市民活動フェア R3.2
市民活動団体がパネル・ブース・
パフォーマンス実演などにより日
頃の活動を紹介する。

上記(No.1)と同じ

1 夏のボランティア体験事業 R2.６～8

ボランティア体験を希望する学生
と団体が一堂に会するマッチング
会を開催し、その後各団体が夏休
み期間中に学生を受け入れる。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

・マッチング会の省略
・受入団体には可能な範囲でリモート対
応可能なメニューを依頼
・実施時に感染症対策徹底の依頼。
・分散の目的で期間を10月まで延長

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

4 ふなばし市民活動フェア R4.2
市民活動団体がパネル・ブース・
パフォーマンス実演などにより日
頃の活動を紹介する。

上記(No.1)と同じ
・会場開催は行わず、オンライン交流会
やWEB上での活動紹介などを実施

3 夏のボランティア体験事業 Ｒ３．６～１０

ボランティア体験を希望する学生
と団体が一堂に会するマッチング
会を開催し、その後各団体が夏休
み期間中に学生を受け入れる。

上記(No.1)と同じ

6
船橋市市民活動サポートセ
ンター運営協議会

R2.4～R4.6

市民活動サポートセンターにおけ
る市民公益活動の促進のための
方策や運営に関する協議および
事業を実施する

上記(No.1)と同じ

・各部会月次打合わせ中止
・書面またはオンライン開催への変更
・新任委員の委嘱を2か月後ろ倒し
・学び合い交流会の中止
・何でも相談事業の中止

5
船橋市市民公益活動公募
型支援事業

R２.8～R4.8
市民から提案のあった事業で、審
査にて公益性や必要性の認めら
れたものに支援金を交付する

上記(No.1)と同じ
・公開報告会の中止
・募集期間の1ヶ月後ろ倒し
・審査会の書面開催

7 各種講座開催 R2.3～R3.9
男女共同参画に関する講座の開
催

上記(No.1)と同じ

・一部講座は中止（代替なし）
・一部講座は縮小（定員数を引き下げ）
・一部講座は変更（オンライン講座へ変
更）
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 
  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分

8
男女共同参画フェスティバ
ル

R2.11～
R2.12

広く市民に男女共同参画に関す
る意識啓発を図ることを目的と
し、フェスティバルを１日間開催

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

・1日間開催（講座・展示）から2週間開
催（展示のみ）に変更

見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

10 男女共同参画講演会 R2.12
広く市民に男女共同参画に関す
る意識啓発を図ることを目的と
し、講演会を開催

上記(No.8)と同じ
・定員数を250名から80名に引き下
げ

9 性的少数者交流会 R3.1
若年層の性的少数者当事者の孤
独感を払しょくすることを目的と
し、交流会を開催

上記(No.8)と同じ

12 女性のための法律相談 R2.4～R3.9
毎月、第1木、第3月、第4水曜日
に面談で実施。

上記(No.8)と同じ ・面談方式から電話相談方式に変更

11
男女共同参画センター
図書貸し出し

R2.12～R3.9
男女共同参画に関する図書の貸
し出し

上記(No.8)と同じ ・貸し出し可能時間を短縮
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名： 市民生活部 担当課： 市民安全推進課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

・教室を中止するのではなく、延期で対
応できる園については、新型コロナウイ
ルス感染症の感染状況が落ち着いたタ
イミングで教室を実施した。
・年長のみの参加など、人数を減らすこ
とにより密を回避し、教室を実施した。
・着ぐるみの派遣は中止し、感染状況が
落ち着いたタイミングで教室を実施し
た。

4
船橋市交通安全基本条例
第6条に基づく船橋市交通
安全対策会議

R2.3～R5.3

年に１度、交通安全計画に関する
事項について調査・審議を行い、
交通安全計画を作成し、その計画
実施を推進する。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮したため。

・書面により開催した。

2
交通安全教室（小学校）
※法典小学校以外

R2.4～R3.3
市内小学校に交通安全指導員が
出向き、交通安全教室を実施して
いる。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮したため。

1 交通安全教室（幼児） R2.6～R4.3

実施希望のあった市内保育園・幼
稚園・認定こども園に交通安全指
導員が出向き、交通安全教室を実
施している。
また、希望する園については着ぐ
るみを派遣した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮したため。

スケアードストレイト自転車
交通安全教室（中学校）

R2.4～R3.3

スタントマンによるリアルな交通
事故再現を取り入れた自転車交
通安全教室を年間９校で実施し、
３年間で市内の全中学校２７校で
実施する。
※現在は金杉台中学校が廃校に
なり、２６校

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

・令和２年度中に実施できなかった学
校については令和３年度に実施した。

3
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

8

6
全国交通安全運動にともな
う交通安全啓発イベント、そ
の他街頭啓発活動

R2.４～Ｒ4.8

・交通安全運動期間中に市内管轄
警察署とともに交通安全啓発イベ
ントを実施している。
・市内管轄警察署とともに街頭で
自転車等の交通安全啓発活動を
実施している。

・研修に代わり、交通安全に関するリー
フレットを送付した。
・委嘱状は郵送にて交付した。

7
第１１次船橋市交通安全計
画策定

R2.4～R3.9

交通安全対策基本法（昭和４５年
法律第１１０号）第２６条第１項に基
づき、陸上交通の安全に関する総
合的な施策の大綱を定めたもの
で、令和3年度から令和7年度ま
でを計画期間とした「第11次船橋
市交通安全計画」を策定した。

新型コロナウイルス感染症の影響等に
より、国の計画の中間案の公表時期が
遅れたこと、また、県の計画のたたき
台が昨年12月になって示されたた
め。

・当初の計画策定予定時期から約３か
月遅らせ、令和３年９月に策定した

安全で安心な
まちづくり旬間

R2.10～
R4.10

県条例で定められた期間に、自連
協と共催で防犯キャンペーンを実
施している。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮したため。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮したため。

5
船橋市老人クラブ交通安全
指導員の委嘱状交付式・研
修会

R2.8～R4.8

２年に1度、市内の老人クラブ交
通安全指導員の委嘱状交付式と
交通安全に関する研修会を実施
している。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮したため。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 福祉サービス部 担当課： 福祉政策課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

船橋市地域福祉計画策定
委員会

R2.8～R4.2
「第４次船橋市地域福祉計画」策
定について、協議を行う。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を考慮した結果、書面開催・ハイブ
リッド開催とした。

書面会議・ハイブリッド会議を実施

2
船橋市福祉サービス第三者
委員連絡協議会

R3.2～R4.12
船橋市福祉サービス第三者委員
連絡協議会を開催する。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を考慮した結果、書面開催とした。

書面会議を実施

3

1
船橋市社会福祉審議会（総
会）

R3.2～R4.2

社会福祉に関する事項を調査審
議するため、年1回（委員の一斉改
選年は2回）船橋市社会福祉審議
会を開催する。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を考慮した結果、書面開催とした。

書面会議を実施

5 人権啓発活動地方委託事業 R4

船橋市と八千代市が毎年交代で、
県より人権啓発活動地方委託事
業を受託し、集客型の人権イベン
トを実施している。

共催している法務局船橋支局及び船
橋人権擁護委員会と協議のうえ、人を
集めない人権啓発を行うこととした。
なお令和2、3年度は八千代市が委託
を受けたが中止している。

京成本線及び東葉高速鉄道の市内各
駅、船橋市及び八千代市の庁舎で人権
ポスターを掲示。

4 福祉ガイドコーナー研修 R2.4

出張所・連絡所に設けている福祉
ガイドコーナーにて取り扱う業務
について、年１回各事業所管課か
ら説明する研修を行っている。

研修を受ける出張所に意見聴取した
うえで、新型コロナウイルス感染症の
感染状況等を考慮した結果中止とし
た。

研修資料の配布
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名： 福祉サービス部 担当課： 地域福祉課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

2 戦没者追悼式
R2.10
R3.10
R4.10

戦没者の冥福を祈るとともに、遺
族の労苦をねぎらうことを目的と
して、戦没者追悼式を毎年1回
（10⽉）開催している。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため。

追悼式の実施に代えて、船橋大神宮内
の戦没者慰霊塔に生花を供え、黙とう、
献花を実施した。

3 民生委員・児童委員大会
R2.5
R3.5
R4.5

船橋市の民生委員・児童委員が１
年に１度、一堂に会して式典及び
講演会等を行う。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
地区社会福祉協議会による
ミニデイサービス等各種事
業

R2.2～R5.3

市内24地区社会福祉協議会で
は、地域福祉の推進を図るため、
公民館等において地域住民を対
象にミニデイサービスやサロンと
いった各種事業を開催している。

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴
い、市社会福祉協議会は地区社会福
祉協議会に対し、令和２年２月２０日付
けで各種事業の中止及び延期を要請
したため。さらに緊急事態宣言による
公民館閉館に伴う事務所閉鎖期間を
経て、令和２年６月１日以降は段階的
に事業を再開することとしたが、感染
拡大時は事業を中止する取り扱いを
継続した。

・集合型の事業を実施できない時期は
参加者に向けて、工作キットや塗り絵、
室内体操のチラシ等を送付する取り組
みを行い、つながりが途切れないよう
に、孤独防止や見守りに努めた。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名： 福祉サービス部 担当課： 障害福祉課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

5年に1度、指定管理を行ってい
る北総育成園について指定管理
者の選定を行う。

令和2年4月10日付船職員第172号
にて、附属機関等の会議の臨時的取
扱いについて方針が示されたため。

・新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を鑑みながら、書面会議または従来
通りの対面会議にて実施

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 船橋市自立支援協議会 R2.6～R4.3

地域における障害者等への支援
体制に関する課題について情報
を共有し、連携の緊密化を図ると
ともに、地域の実情に応じた体制
の整備について、年2～3回協議
を行う。

令和2年4月10日付船職員第172号
に
より、書面会議が差し支えないとされ
たため。

・一部会議を書面会議にて開催
・令和3年度第3回の会議を中止

2
第4次船橋市障害者施策に
関する計画策定委員会

R3.2～R3.8

障害者のための施策に関する基
本的な計画である「第４次船橋市
障害者施策に関する計画」策定に
ついて、協議を行う。

令和2年4月10日付船職員第172号
に
より、書面会議が差し支えないとされ
たため。

・一部会議を書面会議にて開催

3 障害者週間記念事業
①R2.11
②R3.11

障害者の福祉についての関心と
理解を深めるとともに、障害者が
社会、経済、文化その他あらゆる
分野の活動に積極的に参加する
意欲を高めることを目的にイベン
トを開催している。

緊急事態宣言、まん延防止等重点措置
が示されたため。

①障害者就労施設等による合同販売会
や体験型の企画を中止
②障害者就労施設等による合同販売会
を中止

4
船橋市身体障害者福祉ホー
ム若葉指定管理者選定業務

R2.4～R3.3
5年に1度、指定管理を行ってい
る福祉ホーム若葉について指定管
理者の選定を行う。

令和2年4月10日付船職員第172号
にて、附属機関等の会議の臨時的取
扱いについて方針が示されたため。

・新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を鑑みながら、書面会議または従来
通りの対面会議にて実施

5
船橋市障害者支援施設北
総育成園指定管理者選定
業務

R3.4～R4.3



 

 

30 

 

 

第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

9 身体障害者手帳交付事務
R2.6～
R2.11

身体障害者手帳の再認定期限が
ついている対象者に対し、期限が
到来する3か月前を目安に再認定
通知を送付している。

令和２年4月24日付厚生労働省社会・
援護局障害保健福祉部企画課発事務
連絡及び、令和2年5月1日付千葉県
健康福祉部障害者福祉推進課長発障
推第288号にて身体障害者手帳の再
認定等の取扱いについて新型コロナ
ウイルス感染状況等を考慮し、再認定
期限を1年間延長するよう方針が示さ
れたため。

・再認定期限が令和2年3月から令和3
年2月までの対象者に期限延長の通知
を送付

10 身体障害者手帳交付事務 R2.3～
身体障害者手帳新規交付者に対
し、市会議室にて福祉サービス等
の説明会を行っている。

保健所からの緊急事態宣言に伴う市
公共施設の一部休館 ・利用制限及び
市主催（共催）のイベント ・事業の中止
等における通知に基づき、中止とし
た。

・身体障害者手帳は簡易書留で郵送も
しくは窓口にて個別交付

7
精神障害者保健福祉手帳
の申請受付および交付業
務

（申請受付）
R2.4～

（交付業務）
R2.4～R2.５

精神障害者保健福祉手帳の申請
受付および交付業務を主に窓口
にて行っている。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、対面での対応を減らすよう検討
を行ったため。

（申請受付）
一部で行っていた、郵送による申請受
付を促進することとした。
（交付業務）
一部で行っていた、郵送による交付業
務を原則全件で実施した。

8
自立支援医療（精神通院）
の申請受付業務

R2.4～
自立支援医療（精神通院）の申請
受付業務を主に窓口にて行って
いる。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、対面での対応を減らすよう検討
を行ったため。

一部で行っていた、郵送による申請受
付を促進することとした。

6
船橋市障害者支援施設北
総育成園の指定管理者の
指定の期間の変更

R3.4～R4.3
平成２８年４月１日から平成３３年
（令和３年）３月３１日までの５年間
を指定期間としていた。

新型コロナウイルス感染症の集団感染
が発生し、終息の判断がされるまで、
長期間の園内療養生活となった。
日常に戻るには一定の期間を要する
ものと考えられ、この段階で、来期の
選定を行うことは、運営事業者の新規
参入が期待できないため。

令和３年４月１日から令和４年３月３１日
の１年間について指定期間を延長した

代替で行ったこと見直した理由（経緯）見直しの区分
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

14
中途失聴者・難聴者手話講
習事業

R2.4～R4.3

身体障害者手帳を持たない中途
失聴者・難聴者に対し手話講習会
を開催し、手話の習得を促し、社
会参加を促進する。例年、初級・中
級共に各15回実施。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、感染防止対策のため変更した。

・令和２年度は開催なし。
・令和３年度は、初級・中級共に各７回
と、規模を縮小し実施。

15 更生医療給付費
R2.3.1～
R3.2.28

更生医療受給者証の有効期間が
到来する2か月前を目安に再認定
申請案内を送付している。

令和２年４月３０日付児童福祉法施行
規則等の一部を改正する省令にて、更
生医療支給認定の有効期間の取扱い
について新型コロナウイルス感染症の
感染状況等を考慮し、支給認定の有効
期間を１年間延長するよう省令改正が
行われたため。

有効期間が令和2年3月1日から令和3
年2月28日までの対象者に有効期間
延長の通知及び有効期間を延長した受
給者証を送付

12
船橋市身体障害者福祉専
門分科会

R2.5～R5.3

年１回、市会議室にて委員出席の
もと身体障害者の福祉に関する
事項を審議している（審議事項が
ない場合は開催なし）。

令和2年4月10日付船職員第172号
にて、附属機関等の会議の臨時的取
扱いについて方針が示されたため。

・新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を鑑みながら、書面会議または従来
通りの対面会議にて実施

13
船橋市身体障害者手帳認
定嘱託医

R3.2～

市より委嘱した嘱託医のもとに来
院し、身体障害者手帳の交付に係
る専門的審査及び指導をしてもら
う。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、感染防止対策のため変更した。

・郵送にて審査及び指導を依頼

11
船橋市身体障害者福祉専
門分科会審査部会

R2.5～R5.3
年4回、市会議室にて委員出席の
もと身体障害者手帳に係る事項
を審議している。

令和2年4月10日付船職員第172号
にて、附属機関等の会議の臨時的取
扱いについて方針が示されたため。

・新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を鑑みながら、書面会議または従来
通りの対面会議にて実施

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

20
療育手帳（18歳以上）の新
規・再判定

R2.3～R5.7

18歳以上の者からの療育手帳の
新規交付申請、再判定申請書の受
理をし、面談を実施後、所定の書
類を添えて千葉県中央障害者相
談センターに判定を依頼する。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を考慮し、感染防止対策のため、千
葉県中央障害者相談センター所長発
依頼通知により対応が示されたため。

窓口における面談を電話聞き取りに変
更して実施。
※千葉県中央障害者相談センターにお
いて以下の変更を行ったため、変更後
の内容で案内を実施。
・「次の判定年月」の延長
・同センターにおける判定方法を（時期
によって一部）面談から書類＋電話聞
き取りに変更。

18
障害者虐待防止対応連絡
会議

R2.5.27

障害者虐待の予防及び早期発見、
虐待を受けた障害者の保護及び
自立の支援並びに養護者に対す
る支援等を適切に実施するため、
対応ケースについて諮り、助言等
を支援へ反映させる。

緊急事態宣言、まん延防止等重点措置
が示されたため。

中止となった令和2年度第1回で諮る予
定だった案件については、その次に予
定していた会議に諮った。

19
障害者差別解消支援地域
協議会

R2.3～R4.3

参加関係機関の相互理解、ネット
ワークの構築等を通じ差別解消の
取組が推進されるよう、障害者差
別に係る相談事例の共有及び意
見交換等を行う。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を考慮し、感染防止対策のため。

令和元年度第3回は中止としたが、令
和２，３年度については対面から書面に
変更して開催した。

16 市民後見人養成講座
①R３.3.12
②R3.3.17

成年後見人等の担い手を補う為、
一般市民が成年後見人等となる
「市民後見人」の養成講座を委託
により年1回（例年全2回）開催す
る。

緊急事態宣言、まん延防止等重点措置
が示されたため。

17 障害者理解啓発ポスター R2.4～R3.2

市内小学生を対象に、「障害と障
害のある人への理解」をテーマと
したポスター作品を公募し、入選
作品を使用した障害者週間の啓
発ポスターを作成・公共施設等へ
の掲示、応募作品を掲載した作品
集の作成・配布を行う。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を考慮し、感染防止対策のため。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

障害があるご本人及びその家族
から、障害者の日常生活全般にお
ける相談に、市から委嘱を受けた
身体障害者相談員もしくは知的障
害者相談員が電話・対面で相談に
応じる。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を考慮し、感染防止対策のため。

対面による相談窓口のみ中止し、電話
相談は実施

23
障害者介護給付認定審査
会
全体会

R5年度以降

認定審査会委員全員が集まる全
体会を年１回開催し、介護給付費
等障害福祉サービスに関する会議
を行っている。

新型コロナウイルス感染症の流行によ
り令和２年度は書面開催とした。その
後近隣市の全体会開催状況を調べた
ところ、本市のように全員が一堂に会
する会議を行っている市がなかった
事から、委員全員の全体会への意向
を確認し、令和５年度からは全体会を
開催しない事とした。

年１回の研修を書面開催に変更した。

21
障害者就労支援事業所等
合同説明会

Ｒ2.12
～Ｒ4.12

市内の特別支援学校・特別支援学
級に在籍する生徒の保護者に対
し合同説明会を開催し、施設が設
けたブースを来場者が自由に回
り、作業成果物の閲覧、パンフレッ
トの配布や活動内容の説明を受け
ることで各施設での活動内容等
を紹介し卒業後の進路の参考とし
てもらうとともに、障害福祉施設
等が利用希望者のニーズを把握
する機会を提供する。

新型コロナウイルス感染症の拡大の影
響で会場の確保が困難であること、事
業の実施目的の達成が困難であるこ
とに加え、説明会会場で集団クラス
ターが発生した場合に、生徒への感染
は重症化や死亡に繋がる可能性があ
るため。

代替案として卒業後の進路の参考に事
業所のパンフレットを事務局で取りまと
め、各学校への配布を行った。

22
身体障害者相談員、知的障
害者相談員による相談

R2.5
～R2.10
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名： 福祉サービス部 担当課： 生活支援課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

部名： 福祉サービス部 担当課： 指導監査課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

2
生活保護の申請相談時の
面接時間の短縮

Ｒ2.4～Ｒ4.6

生活保護の申請相談時に面接を
行い、保護の要否判定に必要な情
報の聴取や必要書類の記入等を
行っている。

令和2年4月7日厚生労働省社会・援
護局保護課事務連絡にて、申請相談
時の面接時間が長時間にならないよ
う、対応方針が示されたため。

・一部書類については、申請相談時に
記載するのではなく、申請者へ配付し、
後日回収することとした。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
生活保護受給者宅への訪
問自粛

Ｒ2.3～Ｒ4.6
生活保護受給者宅へ定期的な訪
問を行っている。

令和2年2月27日厚生労働省社会・援
護局保護課事務連絡、令和2年4月7
日厚生労働省社会・援護局保護課事
務連絡等により、訪問時間が長時間に
ならないよう対応方針が示されたた
め、本市の感染状況等も考慮し、訪問
の自粛を断続的に行った。

・電話等により生活状況の把握を行っ
た。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
老人福祉法第18条に基づ
く社会福祉法人等指導監査
（特別養護老人ホーム）

R2.3～
R3.10

市内特別養護老人ホームに対し年
1回定期的に、書面もしくは実地
にて指導監査を行っている。
※R2.4～7は元から実施予定が
なかった

市内の感染状況や近隣自治体の実施
状況を参考に見直しを行った。

・実地による指導監査を中止（延期）
・書面による指導監査は予定通り実施
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

市内の感染状況や近隣自治体の実施
状況を参考に見直しを行った。

中止（延期）

市内の感染状況や近隣自治体の実施
状況を参考に見直しを行った。

中止（延期）

市内有料老人ホームに対し4年に
1回定期的に実地にて立入検査を
行っている。
※R2.4～9は元から実施予定が
なかった

市内の感染状況や近隣自治体の実施
状況を参考に見直しを行った。

中止（延期）

6
介護保険法第23条に基づ
く運営指導（介護事業所・
居宅系）

R2.3～R3.5
市内介護事業所（居宅系）に対し4
年に1回定期的に実地にて運営指
導を行っている。

4
高齢者住まい法第24条に
基づく立入検査（サービス
付き高齢者向け住宅）

R2.10～
R3.10

5
船橋市地域密着型サービス
運営委員会（附属機関に準
ずるもの）

R2.5～R4.8

船橋市が行う地域密着型サービ
ス事業所の指定等について、年3
回対面形式により、外部委員にて
構成される委員会を開催してい
る。

3

所管課である住宅政策課と共同
で、市内サービス付き高齢者向け
住宅に対し概ね5年に1回定期的
に実地にて立入検査を行ってい
る。
※R2.4～9は元から実施予定が
なかった

令和２年４月１０日付け、船職員第１７２
号「附属機関等の会議の臨時的取扱
いについて（通知）」にて、感染状況を
考慮して書面会議が可能と示された
ため。

感染状況に応じ書面会議を実施

介護保険法第23条に基づ
く運営指導（介護事業所・
施設系）

R2.3～
R3.10

市内介護事業所（施設系）に対し4
年に1回定期的に実地にて運営指
導を行っている。

市内の感染状況や近隣自治体の実施
状況を参考に見直しを行った。

中止（延期）

2
老人福祉法第29条第13項
に基づく立入検査（有料老
人ホーム）

R2.10～
R4.3
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

オンラインでの資料並びに動画を公開
し実施した。

市内の感染状況や近隣自治体の実施
状況を参考に見直しを行った。

中止（延期）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

7
オンラインでの資料並びに動画を公開
し実施した。

8

障害者の日常生活及び社
会生活を総合的に支援する
ための法律第10条に基づ
く実地指導

R2.3～R3.5
市内障害福祉サービス事業所に
対し3年に1回定期的に実地にて
指導を行っている。

市内の感染状況や近隣自治体の実施
状況を参考に見直しを行った。

中止（延期）

R2年度開催
R3年度開催

介護給付等対象サービスの取扱
い等について、サービス事業者等
に講習等の方法により指導を行っ
ている。

船橋市介護保険サービス事
業者等指導監査要綱5条に
基づく集団指導

R2年度開催
R3年度開催

介護給付等対象サービスの取扱
い等について、サービス事業者等
に講習等の方法により指導を行っ
ている。

市内の感染状況及び市内での船橋市
主催のイベントの制限があったため見
直しを行った。

市内の感染状況及び市内での船橋市
主催のイベントの制限があったため見
直しを行った。

11
船橋市指定障害児通所支
援事業者等指導監査要綱
第5条に基づく集団指導

R2年度開催
R3年度開催

介護給付等対象サービスの取扱
い等について、サービス事業者等
に講習等の方法により指導を行っ
ている。

市内の感染状況及び市内での船橋市
主催のイベントの制限があったため見
直しを行った。

10
児童福祉法第57条の3の
2に基づく実地指導

R2.3～R3.5
市内障害児通所支援事業所に対
し3年に1回定期的に実地にて指
導を行っている。

9
船橋市指定障害福祉サービ
ス事業者等指導監査要綱
第5条に基づく集団指導

オンラインでの資料並びに動画を公開
し実施した。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止（延期）

16
老人福祉法第18条に基づ
く市内養護老人ホーム指導
監査

R4.1

市内養護老人ホーム（１施設）に対
し年1回定期的に、書面もしくは
実地にて指導監査を行っている。
※令和３年度は実地予定の周期と
なっていた。

市内の感染状況や近隣自治体の実施
状況を参考に見直しを行った。

中止（延期）

15
社会福祉法第70条に基づ
く市内障害者支援施設指導
監査

R2.4～R4.3
市内障害者支援施設に対し年1回
定期的に、書面もしくは実地にて
指導監査を行っている。

市内の感染状況や近隣自治体の実施
状況を参考に見直しを行った。

・実地による指導監査を中止（延期）
・書面による指導監査は予定通り実施
・一部実地による指導監査から書面に
よる指導監査に変更

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

市内軽費老人ホームへ年１回定期
的に、書面もしくは実地にて指導
監査を行っている。

市内の感染状況や近隣自治体の実施
状況を参考に見直しを行った。

・実地による指導監査を中止（延期）
・書面による指導監査は予定通り実施

13
児童福祉法第４６条に基づ
く市内認可保育所指導監査
（会計のみ）

R3.8～R3.9
市内認可保育所へ年１回実地にて
指導監査を行っている。

市内の感染状況や近隣自治体の実施
状況を参考に見直しを行った。

・一部実地による指導監査から書面に
よる指導監査に変更

12
社会福祉法第５６条に基づ
く社会福祉法人指導監査

R2.4～R4.3
市所管の社会福祉法人に対し原
則３年に１回実地監査を行ってい
る。

令和２年３月９日付厚生労働省社会・
援護局福祉基盤課発事務連絡にて、
新型コロナウイルス感染症の拡大抑制
を図る観点から、法人の状況等を踏ま
え、延期等の対応を検討することが示
されたため。

14
社会福祉法第７０条に基づ
く市内軽費老人ホーム指導
監査

R2.4～R4.3
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

17
社会福祉法第７０条に基づ
く市内無料低額宿泊所立入
調査

R2.4～R4.3
市内無料低額宿泊所へ年１回定期
的に立入調査を行っている。

市内の感染状況や近隣自治体の実施
状況を参考に見直しを行った。

中止（延期）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 高齢者福祉部 担当課： 高齢者福祉課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

2 敬老行事交付金 R2～R4
敬老会を開催する町会・自治会に
対し、開催費用の補助として交付
金を交付する

新型コロナウイルスの感染拡大防止対
策として、対面の機会を減らすため

1
百歳高齢者表彰
市長訪問

R1.9～

百歳高齢者のうち１～２名対話が
可能である者を選出し、市長が訪
問して対話を行う。
またその内容を広報ふなばしの9
月15日号に掲載する。

新型コロナウイルスの感染拡大防止対
策として、対面の機会を減らすため

表彰対象者のうち、希望のあった者の
顔写真を広報ふなばしの9月15日号に
掲載する。

高齢者いきいき健康教室

（中止）R2.2
～R2.11,

R2.12.26～
R3.3
（縮小）

R2.12.1～
R2.12.25

R3.4～R6.3

楽しく体を動かすことにより、高
齢者の閉じこもり解消、健康維持
と体力増進を図る。
14会場15教室にて開催する。

市の主催（共催）イベントの方針に合わ
せるため。

4 高齢者健やか活動支援事業

R2.4～
R2.10

R2.12～
R3.3

R3.8～R3.9

老人クラブ等の団体が高齢者を
対象とした健康増進等に関する
テーマの講演会を市の共催として
開催する。

市の主催（共催）イベントの方針に合わ
せるため。

3
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

部名： 高齢者福祉部 担当課： 地域包括ケア推進課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮し、令和３年度の開催方法をオン
ラインに変更した。

・オンラインで開催

見直しの区分

5
ひとり暮らし高齢者等見守
り活動支援事業　地域交流
会

R2～R4

ひとり暮らし高齢者等に対し、定
期的に訪問又は電話にて安否確
認を行っている地域の団体が、対
象のひとり暮らし高齢者等に対し
て交流会を継続的に行った場合
に、活動に要した費用に対して補
助金を交付する。

新型コロナウイルスの感染拡大防止対
策として、集団での飲食の機会を減ら
すため

見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
ひまわりネットワーク各委
員会・役員会

R2.2～R5.3
ひまわりネットワークの委員会・役
員会活動を対面で行っていた。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮し、開催を中止したほか、開催方
法をオンラインに変更した。

・オンラインで開催

2
ひまわりネットワーク市民
公開講座

R3.11
在宅医療の普及啓発に係る市民
公開講座を年１回行っていた。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

①一部開催を中止した

②参加人数を制限し開催した。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

・開催中止あるいはオンラインにより開
催

7 認知症初期集中支援チーム R2.4～R5.3

認知症の早期発見・早期対応のた
めに、医療と介護の専門職が認知
症の疑われる人又は認知症の人
やその家族を訪問して初期の支
援を包括的・集中的に行う。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

・利用者の希望等を考慮しながら、家庭
訪問をオンラインに変更して面接を実
施

4
自立支援ケアマネジメント
検討会議

①R2.３～
R2.9

②R3.８～
R3.10

介護予防ケアプランに対し、多職
種によりケアマネジャーに助言を
行う会議を行っている。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

標記期間開催を中止した。

3 家族のための介護教室

①R2.5～
R3.10

②R３.10～
R5.2

市民を対象に介護知識・技術の伝
達講習会を対面にて開催してい
る。

6
認知症高齢者徘徊模擬訓
練

R2.4～R5.3

認知症等の徘徊高齢者を隣近所
や地域で声かけ、見守り、保護し
ていく仕組みを考え整備すること
を目的とした訓練を、実行委員会
を組織して行っている。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

・開催中止あるいは規模を縮小、屋内へ
変更して訓練を開催

5
ひまわりネットワーク
ひまわりスタートアップ研
修他

R2.2～R4.3

地域の医療・介護関係者のスキル
アップや在宅医療・介護に関わる
仲間のすそのを広げるため、基礎
的な知識の習得を目的とする研
修を行っている。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

9
市民向け認知症サポーター
養成講座・成年後見制度講
演会

R2.11～R４.3

市民に向けた普及啓発のため公
民館にて毎年２回、認知症サポー
ター養成講座並びに成年後見制
度講演会を開催。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

令和２年度は開催を中止。令和３年度は
ガイドラインに基づき１回開催。

8 訪問看護事業推進業務 R2.12～R5.3

地域包括ケアシステムの構築に欠
かせない在宅療養する高齢者等
への訪問看護について、研修にて
普及・啓発を行う。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

・開催中止あるいはオンラインにより研
修を開催

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

住民への説明は動画配信にて行った。

11 地域ケア会議 R3.4～R5.3

地域の高齢者を支援するために
地域課題及びその解決のために、
地域関係者や介護や医療の専門
職が取り組む会議。なお、当会議
は各地区コミュニティ単位で開催
している。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

12
地域包括支援センター出張
相談窓口

R2.4～R2.7

働きながら介護に取り組む家族
や、仕事と介護の両立不安や悩み
に対する相談支援の充実強化を
図るため、月２回、土曜・日曜に
フェイスビル５階の相談室にて出
張相談窓口を開設している。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

令和２年4月～令和２年７月の開設を中
止とした。

10

船橋市成年後見制度利用
促進基本計画策定のパブ
リックコメントに係る住民
説明会

R3．12～R4.1
パブリックコメント実施に係る住
民説明会を実施

一部書面会議で実施した。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

・開催回数を減らして実施。
・休止、廃止。
・人数を制限して実施。

13
地域包括支援センター運営
協議会

R2.4～R4.8

地域包括支援センターの公正・中
立性の確保と円滑かつ適正な運
営を図るために協議を実施して
いる。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

令和２年度は３回とも全て書面会議と
した。
令和３年度は４回中３回書面会議とし
た。
令和４年度は３回中１回書面会議とし
た。

見直しの区分

相談協力員研修会 R3.2～R4.2

地域包括支援センター及び在宅介
護支援センターの相談協力員とし
ての役割を果たしている民生委
員等を対象に、在宅介護に関する
知識の普及を目的に実施してい
る研修会。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

令和２年度及び３年度の開催を中止と
した。

15
地域ケア会議推進会議及び
地域ケア会議推進会議研修
会

R２.４～R4.8
地域ケア会議の事務局機能平準
化などを図る会議

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

17 認知症カフェ R2.2～R5.3

認知症になってもできる限り住み
慣れた地域で暮らし続けることが
できるよう、認知症の人やその家
族、地域住民、専門職等の誰もが
気軽に集い交流できる場を市内
各地で自主的に開催している。

16
認知症家族交流会・若年性
認知症家族交流会

R2.4～R3.11

14

①地域ケア会議推進会議
　令和２年度は１回中止。
　令和３年度は２回中止。
　令和４年度は１回中止。
②地域ケア会議推進会議研修会
　令和２年度は開催を中止。
　令和３年度はオンラインと対面のハイ
ブリット形式で実施。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

一部回数を中止とした。

在宅で認知症の方を介護してい
る家族を対象とし、介護者の不安
とストレスの軽減や地域における
認知症にたいする理解の促進を
図る。
認知症家族交流会　年５回開催
若年性認知症家族交流会　年１回
開催。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

18

高齢者虐待防止等ネット
ワーク運営委員会、担当者
会議、高齢者虐待防止研修
会

R2.4～R5.3

高齢者虐待の予防、早期発見・早
期対応、再発の防止を図り、高齢
者の平穏な生活を確保することを
目的として、高齢者虐待防止等
ネットワーク運営委員会と担当者
会議および研修会を開催する。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

一部回数を中止とした。

22
船橋・習志野心不全連携協
議会

R2.4～R5.3

心不全の地域連携と心不全手帳
の普及啓発のため、年3回、船橋・
習志野心不全連携協議会を対面
にて実施。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

・令和2年度は1回書面開催、2回は中
止
・令和3.4年度はそれぞれ1回書面開
催、2回はオンライン開催

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

・R2年度は中止とした。
・R3.4年度は会場人数を制限して実施

20
小・中学校向け認知症サ
ポーター養成講座

R2.4～R5.3

認知症の正しい理解と啓発のた
め、市内市立全小学校と任意で市
内市立中学校向けに毎年認知症
サポーター養成講座を実施。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

・令和2年度、3年度は一部中止
・R2～4年度で一部オンライン講座を
実施

21 認知症シンポジウム R2.4～R5.3

ひまわりネットワークの認知症の
人にやさしいまちづくり委員会主
催にて、毎年12月に市民等へ認
知症の正しい知識の普及と認知
症の方を地域で支え合う体制づ
くりを目指して「認知症シンポジ
ウム」を開催。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

19
職員向け認知症サポーター
養成講座

R2.4～R5.3

認知症を正しく理解し、適切な接
遇や職務を遂行するため、毎年未
受講者の市職員向けに認知症サ
ポーター養成講座を実施。

・令和2年度は中止
・令和3年度は録画配信にて実施
・令和4年度は人数を制限して実施

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

26
在宅医慮支援拠点ふな
ぽーと運営連絡調整会議

R2.6～R5.6

在宅医療支援拠点ふなぽーとに
おける取組や実績報告、事業計画
等を報告する会議を年2回行って
いる。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

令和2年度は講演会・相談会を3回のみ
開催し、他は中止
令和3年度は講演会5回、相談会６回開
催し、他は中止

25
在宅医療支援拠点ふな
ぽーと市民公開講座

R２.２～R5.3

在宅医療支援拠点ふなぽーとに
おいて在宅医療について市民に
普及啓発を行うため、年1回市民
公開講座を開催している。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

令和元年度～令和3年度まで開催を中
止。令和4年度に開催した。

27
在宅医療・介護の講演会・
相談会

R2.6～R4.2

在宅医療・介護連携推進を目的と
して、医療・介護関係者が在宅医
療・介護連携に関する講演会を年
上限7回、患者やその家族が、無
料で医師等専門職へ在宅医療・介
護の相談を行う相談会を年上限8
回実施している。

代替で行ったこと見直しの区分 見直した理由（経緯）

24
介護支援専門員・主任介護
支援専門員研修会

R２.５～
R４.12

船橋市介護支援専門員協議会と
の共催で行っている介護支援専
門員向けの研修。主任介護支援専
門員の更新の要件である法定外
研修に位置づけられている。

23
自立支援ケアマネジメント
研修会

R２.５～
R４.10

自立支援型介護予防ケアマネジメ
ント事業にかかる研修会の開催。
市内サービス提供事業者、介護支
援専門員等を対象に行う研修

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

R２年度は書面で1回のみ開催
R3年度～R４年度はオンライン開催

研修会を中止した。

緊急事態宣言の発令や感染状況等を
考慮したため。

・令和2年度2回　　参加人数を制限
・令和3年度2回　　参加人数を制限
・令和4年度2回
　　ハイブリット（参集・オンライン）開催
　　完全オンラインで開催
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名： 高齢者福祉部 担当課： 介護保険課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

・書面による船橋市高齢者保健福祉計
画・介護保険事業計画作成委員会を開
催

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 介護保険事業運営協議会

R2.7
R3.2～R3.3
R3.8～R3.9
R4.8～R4.9

船橋市介護保険条例第１２条及び
船橋市介護保険施行規則第２４条
に基づき、「高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画」の策定や市の
介護保険に関する施策の実施状
況等について、調査審議を行う。

新型コロナウイルスの感染拡大を予防
するため。

・書面による介護保険事業運営協議会
を開催

4 介護に関する入門的研修 Ｒ3.2
介護未経験者が介護の業務に携
わる上で知っておくべき基本的な
知識や技術を学べる研修の実施。

新型コロナウイルスの感染拡大を予防
するため。

3
高齢者保健福祉計画・介護
保険事業計画に関する住民
説明会

R3.1

３か年を計画期間とする「高齢者
保健福祉計画・介護保険事業計
画」の策定にあたり、市民にその
概要について説明するもの。

新型コロナウイルスの感染拡大を予防
するため。

・市Youｔubeチャンネルによる説明動
画を配信

2
高齢者保健福祉計画・介護
保険事業計画作成委員会

R2.8
R2.9～
R2.10

R3.1～R3.2

「高齢者保健福祉計画・介護保険
事業計画」案の作成やその他の必
要事項について調査審議を行う。

新型コロナウイルスの感染拡大を予防
するため。

5 介護人材確保対策懇談会 Ｒ2.9

本市の介護人材確保対策を進め
ていくうえで、介護事業者との連
携・協働が欠かせないことから、
関係団体からの意見聴取及び情
報交換の場として設置し、効果的
な事業の推進を図る。

新型コロナウイルスの感染拡大を予防
するため。

・書面による介護人材確保対策懇談会
を開催
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

6
介護・福祉の合同就職説明
会「PORT」

Ｒ2.2
Ｒ3.2
Ｒ4.2

介護・福祉の仕事に興味のある方
を対象に、船橋市主催で、市内の
介護保険・障害福祉サービスの事
業所と合同で開催する就職説明
会。例年対面形式で行われてい
た。

新型コロナウイルスの感染拡大を予防
するため。

・開催中止（Ｒ2.2、Ｒ3.2）
・就職者と出展法人をWEB会議ツール
で繋ぎ、実施（R4.2）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

8
住宅改修受領委任登録更
新研修会

R2.12～
R3.3

R3.12～
R4.3

毎年１月に住宅改修の受領委任払
い登録をしている施工事業者を
対象に、大会議室にて「受領委任
払い登録更新研修会」を開催して
いた。
※現在は2年に1回の開催に変更

新型コロナウイルスの感染拡大を予防
するため。

Zoomを活用したオンライン研修会を
実施。
外部の委託講師は例年と変更なかった
ため、講義内容も概ね変更なし。

7
臨戸徴収（個別訪問による
納付依頼）

R2.4.1～
介護保険料滞納者の自宅を訪問
し、納付に係る折衝を行う。

新型コロナウイルスの感染拡大を予防
するため。

書面による納付依頼

10 ケアプラン点検 R2.4～
介護支援専門員が作成したケアプ
ランの記載内容について、市職員
が点検及び支援を行う。

新型コロナウイルスの感染拡大を予防
するため。

・事業所訪問は中止
・市役所内での対面形式または書面確
認による実施方法に変更（どちらの形
式にするかは事業所希望による）

9
住宅改修・福祉用具の現地
調査（介護給付適正化業
務）

R2.4～

住宅改修や福祉用具のサービス
を利用された被保険者の自宅を
訪問し、工事内容等に問題がな
かったか現地調査を行う。

新型コロナウイルスの感染拡大を予防
するため。

書面によるアンケート方式に変更
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

11
介護保険制度改正　事業所
向け説明会

R3.3

3年に1度行われる介護保険制度
改正・報酬改定について、各サー
ビス事業所に対し、説明会を行
う。

新型コロナウイルスの感染拡大を予防
するため。

市ホームページに、厚生労働省が作成し
た資料・動画を整理して掲載し、問い合
わせ等は別途受け付けることで対応。

13 介護認定調査 R2.4～

要介護認定の有効期間を迎える、
要介護認定者からの継続申請に
対して、認定調査員が自宅等を訪
問して、心身の状況などの概況調
査、基本調査、特記事項につい
て、認定調査を行う。

令和２年４月７日付、厚生労働省老健
局老人保健課発事務連絡にて、新型コ
ロナウイルス感染症への感染拡大防
止を図る観点から、面会が困難な場合
においては、要介護認定及び要支援
認定の有効期間を、従来の期間に新
たに12ヶ月までの範囲内で、市町村
が定める期間を合算できると示され
たため。

・認定調査員による訪問調査を実施せ
ず、従来の有効期間に、新たに12ヶ月
を合算する、延長申請で対応した
（R2.4～)

12 介護認定審査会 R2.5～

介護保険被保険者の認定調査の
結果および主治医意見書をもと
に、介護の必要性や程度について
審査・判定を行う。

令和２年2月28日付け厚生労働省老
健局老人保健課発事務連絡にて、介
護認定審査会の開催に当たっては、必
ずしも特定の会場に集まって実施する
必要はないと示されたため。

・書面による審査会を開催（R2.5～
R5.3)
・オンラインによる審査会を開催（R3.7
～）
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 健康部 担当課： 健康政策課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

1 R2.4～

4
船橋市献血推進協議会の
開催

Ｒ2.8～Ｒ４．2
年２回（8月・2月）、集合形式の会
議を開催。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため。

・書面会議にて開催

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

保健福祉センター１階裏口横にあ
る駐輪場を、保健福祉センター通
勤用自転車駐輪場として利用。

令和２年２月に船橋市新型コロナウイ
ルス感染症対策保健所本部を設立し
たことにより、保健福祉センターに勤
務する職員が増加し、通勤用自転車駐
輪場の需要が増加したため。

・拡充のため、保健福祉センター１階正
面にある来庁者用駐輪場の一部を、保
健福祉センター通勤用自転車駐輪場と
して利用

保健福祉センター通勤用自
転車駐輪場の運用につい
て

献血キャンペーン（本庁舎
献血）の実施

Ｒ2.8～Ｒ5.3

年２回（8月・3月）、市役所本庁舎
１階ロビーにて献血を実施し、船
橋市献血推進協議会にて献血協
力の呼びかけやティッシュ配布を
実施。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため。

・呼びかけは実施せず、献血のみの実施

・保健福祉センター１階の共用車両駐車
場を、来庁者用駐車場として利用

R2.2～

令和２年２月に船橋市新型コロナウイ
ルス感染症対策保健所本部を設立し
たことにより、保健福祉センターに勤
務する職員が増加し、執務室を拡充す
る必要が生じたため。

・保健福祉センター２階大会議室等を執
務室として利用

2
保健福祉センター来庁者用
の自動車用駐車場の運用
について

R2.4～R5.5
保健福祉センター地下１階にある
駐車場を、来庁者用駐車場として
利用。

令和２年４月から、保健福祉センター
地下１階にて、PCR検査外来（ドライ
ブスルー方式）を開始したことにより、
来庁者用駐車場の場所を変更する必
要が生じたため。

3
保健福祉センター内におけ
る、会議室等の運用につい
て

5
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

Ｒ2.4～Ｒ5.3

年1回（市民まつり開催日）、
FACE・船橋駅周辺にて献血協力
の呼びかけやティッシュ配布を実
施。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止により市民まつりが中止になったた
め。

・令和2～4年度は中止。

ふなばし健やかプラン２１及び健
康づくりの啓発のため、市民向け
健康づくりをテーマとした講演会
を開催。

・令和２年度は中止
・令和3年度は実施方法を実施方法を
動画作成・市ホームページにて
YouTube公開に変更

・令和2年度は中止
・令和3年度から実施方法を動画作成・
市ホームページにてYouTube公開に
変更

献血キャンペーン（市民ま
つり街頭啓発活動）の実施

R2.9～R4.3

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

6

ふなばし健やかプラン２１
推進評価委員会

R3.3～R4.3
年２回（8月・1月）、集合形式の会
議を開催。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため。

・開催方法を書面開催に変更
・令和３年度は会議回数を１回に縮小

・開催方法を書面開催に変更

新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため。

ふなばし健やかプラン２１
推進講演会

R２.４～R5.3

自殺予防を目的とした市民向け
講演会を開催。

R3.3～R4.3
年１回（2～3月）、集合形式の会
議を開催。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため。

10 こころの市民講演会

7

9

新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため。

8 船橋市自殺対策連絡協議会
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

・書面による委員会の開催

・市役所本庁舎にて1回開催のみに縮
小

・実施方法を動画作成・市ホームページ
にてYouTube公開に変更

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

船橋市リハビリセンター運
営委員会

R3.11～
R4.3

・船橋市リハビリセンターの管理
の実績の評価等を行う。
・船橋市リハビリセンターの管理
に関する重要事項を審議する。

・書面による協議会の開催

健康フォーラム R３．３

実施予定の医療機関より、医療機関で
実施することは感染リスクが通常より
も高く、患者が発生した場合医療機
関・市双方にとって不利益が大きいた
め、実施は困難であるとの回答があっ
た。

R2.９～
R4.12

・船橋市立リハビリテーション病院
の管理の実績の評価等を行う。
・船橋市立リハビリテーション病院
の管理に関する重要事項を審議
する。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等、また
委員に医療従事者が含まれており、そ
の負担感を考慮し集合開催は適当で
はないと判断したため。

14

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等、また
委員に医療従事者が含まれており、そ
の負担感を考慮し集合開催は適当で
はないと判断したため。

11

年1回（3月）、市の健康増進計画
「ふなばし健やかプラン２１」及び
当計画を市民の立場から推進す
る「ふなばし健やかプラン２１市民
運動推進会議」の普及目的に講演
会を開催。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため。

13

12
船橋市看護職復職支援研
修会

R2.4～R3.3

未就業看護師の掘り起こし策とし
て、ブランクがあることにより復
職に際して生じる不安を解消する
ため、市内医療機関等で看護技術
の実習を行う研修会を年３回行
う。

15

船橋市地域リハビリテー
ション協議会

R3.3～
R4.3

地域リハビリテーション体制を構
築し、推進するために必要な事項
を協議する。

船橋市立リハビリテーショ
ン病院運営委員会

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等、また
委員に医療従事者が含まれており、そ
の負担感を考慮し集合開催は適当で
はないと判断したため。

・書面による委員会の開催
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No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

19

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

船橋市夜間休日急病診療
所事業

R2.3～
R5.12

インフルエンザ・溶連菌検査

18
船橋市夜間休日急病診療
所事業

17

16
船橋市歯科診療所運営委
員会

R2.9～R3.9

・船橋市歯科診療所の管理の実績
の評価等を行う。
・船橋市歯科診療所の管理に関す
る重要事項を審議する。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等、また
委員に医療従事者が含まれており、そ
の負担感を考慮し集合開催は適当で
はないと判断したため。

・書面による委員会の開催

R2.6～R4.9 深夜帯及び外科診療
新型コロナウイルス感染症拡大の影響
により患者数が減少しているため。

・書面による委員会の開催

令和２年３月１１日付け日本医師会通
知において、インフルエンザなどの場
合には検査をせずに臨床診断にて治
療薬を処方することを検討することと
いう所見が出されたため。

船橋市歯科診療所指定管
理者選定委員会

R2.7

・診療所の指定管理者候補者を選
定するに当たっての選定方法及
び指定管理者評価基準を決定す
ること。
・指定管理者評価基準に基づく事
業計画書等の提案内容について
の評価、及び指定管理者候補者の
選定に関すること。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等、また
委員に医療従事者が含まれており、そ
の負担感を考慮し集合開催は適当で
はないと判断したため。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

20

見直しの区分 見直した理由（経緯）

23

21

22

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等、また
委員に医療従事者が含まれており、そ
の負担感を考慮し集合開催は適当で
はないと判断したため。

・書面による委員会の開催
船橋市夜間休日急病診療
所指定管理者選定委員会

R3.8～
R3.10

・診療所の指定管理者候補者を選
定するに当たっての選定方法及
び指定管理者評価基準を決定す
ること
・指定管理者評価基準に基づく事
業計画書等の提案内容について
の評価、及び指定管理者候補者の
選定に関すること

（令和4年度）
・救急医療の周知（広報ふなばし、デジ
タルサイネージの活用）

・書面による懇談会の開催
船橋市保健・医療・福祉問
題懇談会

R2.3～R5.3

市の保健・医療・福祉に関する諸
問題について自由な意見交換を
行い、地域住民の健康と福祉の増
進に資することを目的に、年２～
３回の懇談会、２年に１回程度の先
進都市視察などを実施している。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等、また
委員に医療従事者が含まれており、そ
の負担感を考慮し開催は適当ではな
いと判断したため。

・20床を休床し、180床で入院診療を
実施

船橋市救急医療シンポジウ
ム

Ｒ2.9
Ｒ3.9
Ｒ4.9

市民に対する救急医療への意識
の高揚及び心肺蘇生法の普及・啓
発を図ることを目的に船橋市救
急医療シンポジウムを開催する。

市民が集まるイベントであり感染拡大
のリスクがあることや出演者や実行委
員に医療従事者（医師・看護師）が含
まれており、その負担感を考慮し開催
は適当ではないと判断したため。

代替で行ったこと

船橋市立リハビリテーショ
ン病院事業

R3.4～R6.3 病床数200床での入院診療

新型コロナウイルス感染症拡大の影響
により患者数が減少したこと、また、
医師看護師の配置を維持することが
困難な状況が生じたため。
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部名： 健康部 担当課： 地域保健課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

緊急事態宣言の発令状況や船橋市新
型コロナウイルス感染症対策本部での
協議に基づき、市主催（共催）のイベン
トや事業等の中止や延期が示された
ため。

・オンライン開催（R3年度）
・書面開催（R4年度）

見直しの区分 見直した理由（経緯）

R2.3～R5.3

令和2年4月24日厚生労働省子ども
家庭局事務連絡にて「母子保健事業
等の実施に係る自治体向けQ&A」に、
電話やオンラインの活用についての
見解が示されたため。

新型コロナウイルス感染症の感染対策
の一環として、産科医療機関で宿泊型
を利用する際、一部の医療機関でオプ
ションのサービスとして実施されてい
た長子の同伴は制限され、ケアの対象
となる母子のみの利用となった。

・一時保育の紹介2

令和2年4月10日付け厚生労働省子
ども家庭局発事務連絡にて、乳幼児
に対する健康診査において、原則とし
て集団での実施を延長する方針が示
されたため。

・問診票は郵送で回収し、必要に応じて
個別支援を実施
・集団健診後に手渡ししていた内科個
別健康診査受診票を問診票送付時に同
封
・内科個別健康診査受診票の有効期限
を延長
　1歳6か月児健康診査：2歳6か月まで
　3歳児健康診査：4歳3か月まで

代替で行ったこと

R2.3～R5.9
4か月児の時期に全数相談を実
施し、身体計測や育児の相談等を
行う。

令和2年4月24日厚生労働省子ども
家庭局事務連絡にて「母子保健事業
等の実施に係る自治体向けQ&A」に、
電話やオンラインの活用についての
見解が示されたため。

・問診票は窓口や訪問で回収し、必要に
応じて個別支援を実施
・むし歯予防に関する資料および離乳
食についての動画を作成し、市ホーム
ページで公開

産後ケア事業

生後1年以内の母子に対して、委
託医療機関に宿泊・通所、又は自
宅に訪問することにより、助産師
等による心身のケアや育児のサ
ポートを行う。

R2.3～R5.9

1歳6か月および3歳の時期に、総
合的な健康診査を行う。内科健診
は受診票を発行し、医療機関にて
実施している。

5

・沐浴方法等の動画を作成し、市ホーム
ページで公開1 パパ・ママ教室 R2.2～R3.2

出産を控えた夫婦を対象に、沐浴
実習や講話などを実施

地域保健推進協議会母子
保健部会

R3.4～R４.３
母子保健および母子保健事業に
関する事項について協議を行う。

3 4か月児健康相談

4
1歳6か月児健康診査
3歳児健康診査
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No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

令和２年５月26日付け厚生労働省医
政局歯科保健課発にて緊急事態宣言
の解除を踏まえた各種健診等におけ
る対応について、実施方法や実施時
期等を判断し、関係者や実施機関等と
適宜相談の上で実施することと示さ
れたため。

7 成人歯科健康診査
R2.５～
R2.6

２０、３０、４０、５０、６０、６５、７０
歳の市民が協力歯科医療機関に
て、年度内に1回歯科健康診査を
受診する。

令和２年５月26日付け厚生労働省医
政局歯科保健課発にて緊急事態宣言
の解除を踏まえた各種健診等におけ
る対応について、実施方法や実施時
期等を判断し、関係者や実施機関等と
適宜相談の上で実施することと示さ
れたため。

（緊急事態宣言解除後に再開）

令和２年５月26日付け厚生労働省医
政局歯科保健課発にて緊急事態宣言
の解除を踏まえた各種健診等におけ
る対応について、実施方法や実施時
期等を判断し、関係者や実施機関等と
適宜相談の上で実施することと示さ
れたため。

R2.３～
R４.３

（緊急事態宣言解除後に再開）

・大人向け、子ども向けにわけて歯・口
腔の情報ページを作成、市ホームページ
にて公開
・感染対策を施して、状況に合わせて実
施

8 2歳6か月児歯科健康診査
R2.３～
R３.３

2歳6か月～11か月児が地区の保
健センターにて、1回歯科健康診
査を受診する。

令和2年5月26日付け厚生労働省医
政局歯科保健課及び子ども家庭局発
にて母子保健法に基づく健康診査に
ついて別に機会を設けることと通知
があったことからフッ化物塗布実施の
際の飛沫感染対策を構築して再開に
いたった。（幼児の健診事業について
は、法定健診の再開を優先したため、
本事業は一旦中止としていた）

・中止期間の健診対象者に向けて、R3
年5～10月の間、開催日を増やして追
加健診として実施
・R3年4月～密を避けて時間短縮で実
施

6 妊婦歯科健康診査
R2.4.13～
R2.6.14

市民である妊婦が協力歯科医療
機関にて、妊娠中に1回歯科健康
診査を受診する。

9
歯科健診・歯科指導・啓発
等歯科保健事業

施設・団体等からの依頼及び国・
県からの通知を受け実施する歯
科健診・歯科指導及び啓発等イベ
ントも含む歯科保健事業全般。
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No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

変更

〇 その他（時限的措置）

中止

縮小

変更

○ その他（時限的措置）

12 特定不妊治療費助成事業
R2．4.1～
Ｒ5.3.31

治療開始時点で夫婦の妻の年齢
が『４３歳未満であること』が助成
要件とされている。

船橋市歯・口腔の健康推進
協議会

R2.11～
R3.11

歯・口腔に関する保健事業を総合
的かつ効果的に推進することを目
的として協議する。

見直しの区分

13 自立支援医療（育成医療） R2.3～R3.2

治療期間の延長（再認定）の申請
をするときは、申請者が医療機関
へ医師の意見書を取得しに行く
必要がある。

11

10 フッ化物洗口事業
R2.３～
R3.9

市立小学校において希望する児
童に週１回フッ化物洗口を実施す
る。

令和２年4月30日付け厚生労働省健
康局・社会援護局障害福祉部より、健
発0430第3号・障発0430第5号「児
童福祉法施行規則等の一部を改正す
る省令の公布及び施行について」のな
かで、自立支援医療の有効期間につ
いて延長措置を講ずる旨の通知が
あったため。

コロナウイルスの感染拡大により治療
の開始を延期したものは、『４４歳未満
であること』と読みかえて差し支えない
ものとされた。

緊急事態宣言及びまん延防止重点措
置、船橋市内の感染状況などを踏まえ
て判断したため。

・小学校の在校生全員に「正しく使おう
歯みがき剤！」としてフッ化物の応用方
法の周知啓発のリーフレットを配布
・小学校６年生向けに「中学生になるみ
なさんへ」としてフッ化物配合歯磨剤の
効果的な使用方法を掲載したリーフ
レットを配布

緊急事態宣言及びまん延防止重点措
置、船橋市内の感染状況などを踏まえ
て判断したため。

・該当者に手紙を送付し、電話連絡のみ
で有効期間の延長を行うものとし、受
給者証は有効期間を読み替えて引き続
き利用できるものとした。
・自己負担上限額管理票については延
長分を該当者に送付した。

・委員へ実施報告として書面で通知(令
和2年度）
・Weｂ会議形式（令和3年度）

厚労省から『新型コロナウイルスの感
染拡大に伴う令和２年度における
「不妊に悩む方への特定治療支援事
業」の取扱いについて』が発出され、
年齢制限についての見解が示された
ため。

見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

変更

〇 その他（時限的措置）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

自殺対策事業 Ｒ2.3～Ｒ5.3

市民や相談支援者の自殺予防の
意識を高め自殺対策を推進する
ため、ゲートキーパー研修等を実
施している。

緊急事態宣言の発令状況や船橋市新
型コロナウイルス感染症対策本部での
協議に基づき、市主催（共催）のイベン
トや事業等の中止や延期が示された
ため。

17

16 地域・職域連携推進協議会 Ｒ2.4～Ｒ4.9

緊急事態宣言の発令状況や船橋市新
型コロナウイルス感染症対策本部での
協議に基づき、市主催（共催）のイベン
トや事業等の中止や延期が示された
ため。

14 産婦健康診査事業

地域保健と職域保健の連携を図
り、地域の生活習慣病の予防及び
健康寿命の延伸を図るため、協議
会及び作業部会を開催し、生涯を
通じた継続的な保健サービスの
提供及び健康管理体制を整備・構
築するための取り組みを行ってい
る。

市内の産婦人科医からの要望と、厚労
省からの「母子保健事業等の実施に係
る自治体向けＱ＆A」に、オンライン診
療についての見解が示されたため。

産後の産婦への心身の状況の把
握のため、対面で健診やエジンバ
ラ産後うつ病質問票を実施して
いる。

R３．１.８～
Ｒ3.3.31

・市内医療機関について、電話・オンラ
インで実施した産婦健康診査であって
も対象とした。

・Ｒ2年3月～Ｒ5年3月は定員を少人数
に設定したり、グループワークの実施を
控える等、感染予防対策を講じた上で
実施した。

・Ｒ2年度の協議会は書面報告、R3の協
議会及び作業部会は書面にて実施、Ｒ4
年度は協議会を書面にて実施。

・Ｒ2年度に職員が協力団体の代表者へ
訪問及び電話をし、各協力団体の状況
把握を行い、モチベーションが維持でき
るよう努めた。

代替で行ったこと

15
公園を活用した健康づくり
事業

Ｒ2.3～Ｒ3.9

市民が身近な公園で手軽にでき
る運動習慣を身につけ、自主的な
健康づくりが推進されるよう、自
治会及び市民団体等の協力によ
り健康づくりメニューを実施して
いる。

緊急事態宣言の発令状況や船橋市新
型コロナウイルス感染症対策本部での
協議に基づき、市主催（共催）のイベン
トや事業等の中止や延期が示された
ため。
※R2年3月1日～11月14日、R2年
12月2６日～R3年3月31日、R3年8
月30日～9月30日まで事業を中止し
た。

見直しの区分 見直した理由（経緯）
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No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

代替で行ったこと見直しの区分 見直した理由（経緯）

体の接触がある体組成計について
は、感染症拡大防止の観点から利用
を停止した。

運動を習慣づけるきっかけとなる
よう、健康づくりを応援する。
健康に関する行動に対してポイン
トを獲得でき、貯まったポイントに
応じて景品が当たる。
体組成計を公民館等に設置し、参
加者が自分で体重や体脂肪等を
計測できるようにしている。

18 健康教育事業 Ｒ2.3～Ｒ5.５

各保健センターや公民館・町会・
自治会・児童ホーム等で、母子・成
人・高齢者を対象に健康教育事業
を実施している。

緊急事態宣言の発令状況や船橋市新
型コロナウイルス感染症対策本部での
協議に基づき、市主催（共催）のイベン
トや事業等の中止や延期が示された
こと、及び令和2年4月24日厚生労働
省子ども家庭局事務連絡「母子保健事
業等の実施に係る自治体向けQ&A」
に電話やオンラインの活用について
の見解が示されたため。

・チラシを作成し、周知啓発を実施
・実施回数や参加者の定員を縮小し実
施
・動画等を作成し市ホームページに掲載
・オンラインの活用

・訪問時は感染対策をとり、その他電話
や窓口面接にて対応

19 健康相談事業 Ｒ2.3～Ｒ5.５

各保健センターや船橋駅前総合窓
口センターや公民館・町会・自治
会・児童ホーム等で、母子・成人・
高齢者を対象に健康相談事業を
実施している。

緊急事態宣言の発令状況や船橋市新
型コロナウイルス感染症対策本部での
協議に基づき、市主催（共催）のイベン
トや事業等の中止や延期が示された
こと、及び令和2年4月24日厚生労働
省子ども家庭局事務連絡「母子保健事
業等の実施に係る自治体向けQ&A」
に電話やオンラインの活用について
の見解が示されたため。

・実施回数や参加者の定員を縮小し実
施

21 ふなばし健康ポイント R2.4～R6.3

20 訪問指導 Ｒ2.3～Ｒ5.５
各種福祉制度や社会資源の活用
を促し、状況に合わせて保健指導
や育児支援等を行う。

緊急事態宣言の発令状況や船橋市新
型コロナウイルス感染症対策本部での
協議に基づき、市主催（共催）のイベン
トや事業等の中止や延期が示された
ため、感染状況を鑑みながらの訪問
活動となった。
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No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

〇 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

○ 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

令和２年度、令和３年度はオンラインで
の配信。令和４年度は人数を縮小して
実施した。

船橋市運動公園にて毎年11月に
ふなばし健康まつりを開催してい
る。

緊急事態宣言の発令状況や船橋市新
型コロナウイルス感染症対策本部での
協議に基づき、市主催（共催）のイベン
トや事業等の中止や延期が示された
ため。

令和2年度、3年度は中止、4年度は規
模を縮小しイオンモール船橋で開催。

25 食生活改善推進事業 R2.4～R6.3

栄養・運動・休養のバランスのと
れた生活習慣を身につけた上で、
地域の中で活動する食生活サ
ポーターを育成し、食生活改善の
啓発活動を行政と協働で行い、健
康づくりの推進を図る。

緊急事態宣言の発令状況や船橋市新
型コロナウイルス感染症対策本部での
協議に基づき、市主催（共催）のイベン
トや事業等の中止や延期が示された
ため、食生活サポーター新規養成講
座、研修、活動内容等を中止、縮小、内
容の変更を行った。

新規養成講座はR2～3は中止、R4は
再開した。調理実習の代替としてデモ・
試食のみ行った。研修会はR2～４は縮
小して実施、活動は中止、縮小したほ
か、代替えとして各家庭への訪問資料
配布を実施した。

24 食育推進事業 Ｒ2.3～Ｒ5.３

乳幼児期から食べることに関心を
もち、一人ひとりが自分自身で健
康を守ることを考え、自立的に豊
かな食生活を営むことができる
能力を育てることや、家族のふれ
あいの中から、こころの健全育成
を図ることを目的に、関係機関と
連携の上、啓発事業を実施する。

緊急事態宣言の発令状況や船橋市新
型コロナウイルス感染症対策本部での
協議に基づき、市主催（共催）のイベン
トや事業等の中止や延期が示された
ため、乳幼児保護者向け食育ミニ講
座、食育講座、市民向け健康づくり公
開講座、食育展、シェフズクッキング等
のイベントについても中止、縮小、内
容の変更等見直しを行った。

食育講座はR２は中止、代替えとして離
乳食の動画を公開した。R３～４は縮小
して実施した。健康づくり公開講座はR
２は中止、R３～４年度はオンライン形式
で実施した。食育展はR２は中止、R3は
パネル展示のみの実施、R４はイベント
等も含めて実施した。シェフズクッキン
グはR2～３年度は中止、R4年度は動
画を公開した。

23 口腔保健支援事業 R2.4～R５.３
障害児向け、高齢者向け、医療や
介護に従事する専門職向けにそ
れぞれ講演会を行う。

緊急事態宣言の発令状況や船橋市新
型コロナウイルス感染症対策本部での
協議に基づき、市主催（共催）のイベン
トや事業等の中止や延期が示された
ため。

22 ふなばし健康まつり R2.4～R5.3
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部名： 健康部 担当課： 健康づくり課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

代替で行ったこと

・中止期間以外は、隔月１回の開催に縮
小し、かつ過密とならないよう２部制に
分けて実施
・自宅で効果的な体操を実践できるよ
う動画を作成し、専用URLを案内

特定健康診査を受診した結果、生
活習慣病の発症や重症化が疑わ
れる対象者に対して、面接や予約
なしでの訪問等を行い、保健指導
を実施。

令和２年4月8日付国通知にて緊急事
態宣言中の実施中止、令和２年５月
26日付にて感染状況等を考慮した実
施の判断が示されたことや、市主催イ
ベントの一律中止、まん延防止等重点
措置期間等を考慮したため。

・①予約なしでの訪問を中止
・②面接・訪問を中止
・③訪問のみ中止
・電話による保健指導を実施
・R3.9～オンラインでの面接を実施

1
一般介護予防事業
ふなばしシルバーリハビリ
体操推進事業（市主催）

【中止】
R2.2～R2.8

R2.12～
R3.3

R3.8～R3.9
R4.1～R4.3
R4.8～R4.9

市主催の体操教室を、全公民館等
で毎月１回実施。

市主催イベントの一律中止やまん延防
止重点措置期間等を考慮したため。

見直しの区分 見直した理由（経緯）

3 一般介護予防事業
足腰の衰えチェック事業

R2.3
R3.9

R4.1～R4.3

足腰の衰えをチェックする2つの
テスト及びロコモ25という質問票
により、リハビリテーション専門職
等が足腰の衰え具合を把握し、一
人一人に合わせて運動や日常生
活について助言を行う。

市主催イベントの一律中止やまん延防
止等重点措置期間等を考慮したため。

2
一般介護予防事業
ふなばしシルバーリハビリ
体操指導士養成講習会

R2.2～R5.7

ふなばしシルバーリハビリ体操を
普及する指導士を新たに育成す
るため、介護予防の知識や体操実
技を学ぶための養成講習会を実
施。

市主催イベントの一律中止やまん延防
止重点措置期間等を考慮したため。
緊急事態宣言の合間を縫って令和３
年度に１回開催したが、令和４年度で
再び中止した。

4
一般介護予防事業
介護予防教室

R2.2～R3.9

介護予防に資する基本的な知識
（運動機能の向上、栄養改善、口
腔機能向上、認知症予防）を普及
啓発し、要介護状態等になること
を予防するための事業（業務委
託）

市主催イベントの一律中止やまん延防
止等重点措置期間等を考慮したため。

実施した場合も過密を避けるため定員
を減らして実施

5
特定保健指導及びその他
の保健事業における面接・
訪問業務

①R2.4～
R5.5

②R2.４～５
R3.8～9
R4.1～3

③R2.6～7
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No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

8
特定健診・後期高齢者健
診・一般健診・がん検診・肝
炎ウイルス検診

R2.4～5
対象者へ受診案内を送付し、市内
協力医療機関で健（検）診を実施。

令和２年4月8日付国通知にて、緊急
事態宣言中の特定健康診査等の実施
中止が示されたため。

・受診機会確保のため、受診券の有効
期間が過ぎた場合でも手続き不要で年
度末まで受診可能とする措置を実施

7
特定健診協力医療機関と
の連携

R2.4～R5.5

特定健康診査協力医療機関との
連携体制構築のため、各医療機関
へ訪問して各保健事業の周知や
協力依頼を行うとともに、かかり
つけ医療機関へ連絡し、保健事業
対象者についての療養上の指示
を得て保健指導を実施。

令和２年4月8日付国通知にて緊急事
態宣言中の実施中止をはじめとした
通知や、まん延防止等重点措置期間等
を考慮したため。

・各医療機関への訪問を中止
・事業案内や各医療機関における事業
対象者数等を送付
・重症化リスクの高い者など優先順位
の高い保健事業対象者に限って、医療
機関への連絡を実施

6
特定保健指導等における集
団教室業務

【中止】
R1.3～R2.9

R2.12～
R3.3

R3.8～9、
R4.1～3

【縮小・変更】
R2.10～

R5.3

特定健康診査を受診した結果、生
活習慣病の発症や重症化が疑わ
れる対象者に対して、集団での運
動教室を行い、保健指導を実施。

令和２年4月8日付国通知にて緊急事
態宣言中の実施中止、令和２年５月
26日付にて感染状況等を考慮した実
施の判断が示されたことや、市主催イ
ベントの一律中止、まん延防止等重点
措置期間等を考慮したため。

・実施回数や定員を縮小して実施
・自宅で効果的な運動実技を実践でき
るよう動画を作成し、専用URLを案内
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部名： 健康部 担当課： 国保年金課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

2
国民健康保険料の臨戸徴
収

R2.4～R3.9
国民健康保険料の滞納者宅を訪
問し、納付勧奨を行う。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮したため、臨戸徴収の実施を見合わ
せた時期がある。

1
国民健康保険料の納付相
談

R2.3～
国民健康保険料の納付相談を国
保年金課窓口で行っている。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため、国保年金課窓口に加え
電話による納付相談も行うようにし
た。
現在も５類感染症ではあり、対面では
感染のリスクがあること、電話による
納付相談のニーズが一定数あること
から継続中。

従来から実施している窓口での対面に
よる相談に加えて、電話による相談も
実施。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

4
外国人収納対策（学校説
明）

R2～
日本語学校で国民健康保険につ
いて説明会を実施。

新型コロナウイルス感染症の拡大によ
る、日本語学校の入学減少及び対面
による感染リスクを考慮し方法を見直
した。

日本語学校へ、各言語に翻訳した国民
健康保険パンフレットを配布。

3
後期高齢者医療保険料の
臨戸徴収

R2.1～
後期高齢者医療保険料の滞納者
に対し、休日臨戸徴収を年１回
行っていた。

対面での接触機会を減らすことで、感
染拡大リスクを低減させるため

臨戸徴収の代わりに、電話での催告を
行っている。

5
船橋市国民健康保険運営
協議会

R3.1～Ｒ4.12
国民健康保険事業の運営に関す
る事項について、年に２～３回対
面で審議している。

新型コロナウイルス感染症の拡大を受
け、対面による感染リスクを考慮し、
開催方法を見直した。

対面から書面へ開催方法を変更した。
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No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

部名： 健康部 担当課： 看護専門学校

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

6
国民健康保険被保険者資
格証明書の取扱いについ
て

R2.3～

国民健康保険被保険者資格証明
書を交付されている国民健康保
険の被保険者が医療機関等を受
診したときは、全額自己負担とな
り、後日、本人の申請に基づき、特
別療養費を支給する。

令和2年2月28日付け保国発0228
第1号及び保医発0228第3号等で厚
生労働省保険局国民健康保険課長及
び同局医療課長から、新型コロナウイ
ルス感染症に係る被保険者資格証明
書の取扱いについて通知があったた
め。

国民健康保険被保険者資格証明書を交
付されている国民健康保険の被保険者
が医療機関等を受診した結果、新型コ
ロナウイルス感染症に罹患していた場
合（左記の通知に基づき、未罹患でも対
象としていた時期もあり）は、負担金の
割合を３割とする。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

2 講義 R2.5～R4.9 対面による講義の実施
臨時休業、分散登校により対面授業が
できなくなったため。

課題を提示して自宅学習、もしくはオン
ライン授業を行った。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

臨地実習指導1

臨地実習ができない期間は、校内で事
例学習、シミュレーション学習、ロールプ
レイ、動画視聴などを行って臨場感を
持たせた学習で補完した。

実習受入施設からの要請で臨地実習
が中止もしくは縮小となったため。

臨地実習指導において、学生に対
して看護師として必要な知識・技
術・態度が身につくように指導し
ている。

R2.5～
R4.10
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No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

4 入学式・卒業式 R2.5～R5.4
４月初旬の入学式、３月初旬の卒
業式の実施。出席者は該当学生、
来賓、教職員、在校生、保護者。

感染予防の観点から出席者の人数を
減らし、密を防ぐ必要があったため。

来賓、在校生の参加は中止とした。保護
者は徐々に出席を認め、令和５年度の
入学式は１世帯２名までを許可した。

3 入学試験 R2.11～R5.1 推薦入試・一般入試の実施
受験生および教職員の感染対策を講
じる必要があったため。

入校時の検温、アルコール消毒の励行、
健康観察票の提出を求めた。濃厚接触
者は体調不良者とは別の試験会場を設
けた。一会場毎の受験生は20名以下と
した（従来の教室は40名定員のため）。
受験生の電話番号とメールアドレスを
取得し、感染の追跡ができるようにし
た。

6 海外研修 R2.８～R４.８

2年生が授業の一環としてデン
マークのオーデンセ市に５泊７日
滞在し、現地の医療・福祉・社会保
障等を学ぶ。

世界的な感染拡大を受けて中止とし
た。感染状況が好転した現在も、社会
情勢の悪化、円安の継続、物価の高騰
などで再開の見通しは立っていない。

代替授業を行った。令和4年度からはカ
リキュラム上の位置づけも変更した。令
和６年度からはオンラインでオーデンセ
市の現状を講義してもらう予定。

5 オープンキャンパス R2.7～R４.８
開催時間内は自由に来校し、オー
プンキャンパスに参加できる

一度に大人数が来校することで校内
が密になり、校内での感染拡大が懸念
されたため。

事前申込制、人数制限ありとした。参加
者の電話番号とメールアドレスを取得
し、感染の追跡ができるようにした。学
生の手伝いは中止し、外来者との接触
を避けた（一部の学生のみオンラインで
手伝ってもらった）。

7 教育キャンプ R2.５～R４.５
１年生が授業の一環として、東京
YMCA山中湖センターに３泊４日
宿泊し、研修する。

貸し切りバスでの移動や宿泊により接
触時間が長くなり、感染者が発生した
時の対応が難しいため。

令和２年度は中止とした。令和３・４年
度は講師が来校し、現地で行うメニュー
を校内で実施した。令和４年度は校外
学習としてアンデルセン公園に行った。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

8 保護者会 R2.４～R３.４
入学式の後、保護者を対象に本校
の教育の概要、学校生活について
説明。

令和２年は緊急事態宣言、令和３年は
感染状況により中止した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

9 学校祭
R2.11～
R4.11

学生自治会の主催により、２日間
の学校祭を行う。一般公開をして
模擬店では食品の販売を行って
いた。

一般公開することで感染拡大が懸念
されたため。食品を販売することでマ
スクを外した会話の機会が増えるた
め。

令和２・３年は中止、令和４年は半日だ
け学生のみで学校祭を開催した。

Ｒ2.5～Ｒ3.5

前年度の授業評価、学校生活に関
する評価、学校運営評価につい
て、学校関係者および管理職で会
議を行う。

感染拡大による対面会議の見直しが
必要となったため。

令和２・３年は紙面配布のみで実施し
た。

Ｒ2.2～Ｒ4.2

10
千葉県看護学生研究発表
会

R2.11

例年であれば、２・３年生と大部分
の教員が、千葉県文化会館に赴
き、各学校の代表者の研究発表を
聴講する。

主催者の判断で中止となった。

卒業する３年生へのはなむけとし
て、外部から講師を招き、テーマ
に沿った講演会を実施する。

視聴覚室に全学生が着席すると密に
なるため。

令和元年度（令和２年２月）は中止、令
和２・３年度は３年生と教職員のみ、令
和４年度は３年生が対面、１・２年生はハ
イブリッド（教室からWeb視聴）で行っ
た。

12 学校関係者評価会議

11 卒業記念講演



 

 

66 

 

 

第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

16 校内の消毒 R2.4～R5.4 校内の清掃は業者が行っている。
清掃業務以外に、授業や校内実習で
学生が触れた箇所を消毒し、接触感染
を防ぐ必要があっため。

各部屋に「消毒セット」を設置し、授業終
了後に触れた箇所を消毒した。

15 感染者（学生）の情報共有 Ｒ2.4～Ｒ5.4
欠席者は氏名をホワイトボードに
記載する。

新型コロナウィルス関連の欠席（出席
停止扱い）か、通常の欠席かの区別を
つける必要があったため。

新型コロナウィルス感染者と濃厚接触
者は氏名を赤枠で囲み、他の欠席者と
区別した。欠席期間を記載し、療養機関
の把握を行った。

14
出席停止に伴う本試験の
実施

R2.5～R5.4
受験資格（授業時間数２／３以上
の出席をすること）のある学生に
対する試験の実施

新型コロナウィルス感染により療養を
行ったことで出席時間が足りない学
生や、試験日に欠席しなくてはならな
い学生が発生したため。

出席時間が足りない学生には課題を与
えて提出により出席とみなし、受験資
格を与えた。
試験当日に欠席した学生には後日試験
を実施した。

13
学生の課外活動（部活動、
新入生歓迎会、予餞会）の
指導

Ｒ2.4～Ｒ5.4
学生の部活動の指導。新入生歓迎
会、予餞会への参加。

他学年の交流による感染拡大を防止
するため。新入生歓迎会、予餞会は茶
話会時にマスクを外しての会話となる
ため。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 保健所 担当課： 保健総務課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

2 学生実習 R2.4～R5.3

主として公衆衛生を学習する学生
を対象とし、公衆衛生及び地域保
健の実務を学ぶとともに、保健所
事業等への理解を深めることによ
り、幅広い見識を持った保健医療
等関係職を育成するため、実習を
実施している。

新型コロナウイルス感染症の感染状
況、感染リスクを鑑み、保健所内で協
議を行った結果、中止及び一部縮小の
対応とし、大学等には文部科学省及び
厚生労働省発「新型コロナウイルス感
染症の発生に伴う医療関係職種等の
各学校、養成所及び養成施設等の対
応について」（令和２年６月１日付け事
務連絡）に基づき、実習に代えて学内
実習等を実施することでの対応を依
頼した。

・講義DVDの送付

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

4
その他施設（診療所、薬局、
毒物劇物販売業登録事業
所等）立入検査

R2.4～R5.3
市内診療所、薬局等に所管法令の
遵守状況を確認するため、定期的
に立入検査を実施している。

新型コロナウイルス感染症対策業務を
優先したこと及び医療機関等におけ
る感染防止のため。

3
医療法第２５条第１項に基
づく市内病院立入検査

R2.5～R5.3
市内病院へ保健所各課の協力の
もと年１回定期的に立入検査を
行っている。

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

・全病院に対して書面検査を実施
・一部病院に対して規模を縮小して立
入検査を実施

1
船橋市地域保健推進協議
会

R2.4～R5.3

母子・成人保健及び感染症対策等
に係る施策及び保健所の運営等
に関することを協議するために協
議会を開催している。

新型コロナウイルス感染症の感染状
況、感染リスク等を考慮し、書面開催、
一部書面報告等とした対面開催で協
議会を開催した。

・書面開催
・一部書面報告
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

R2.4～R5.3

給食施設における栄養管理の水
準の向上を図るため、個別巡回指
導を実施するとともに、集団指導
では、給食施設管理者及び従事者
を対象に研修会を開催している。

新型コロナウイルス感染症対策業務を
優先したこと及び給食施設内の感染
防止のため。

5
啓発事業（薬物乱用防止、
骨髄バンクの推進）

R2.4～R5.3
薬物乱用防止及び骨髄バンクの
推進を啓発するため、街頭等で啓
発物品を配布している。

不特定多数の人との接触を防ぐため。
・ショッピングモールにおけるパネル展
による啓発

6 給食施設指導

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

難病患者及びその家族が、地域の
中で安心して暮らすことが出来る
よう、医療・保健・福祉等関係機関
が連携して支援体制を整備する
ための課題について協議するた
めに協議会を開催している。

R2年度
新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を考慮し、開催方法について検討し
た結果、書面開催とした。
R３年度
事務局が新型コロナウイルス感染症対
応業務により人員が割かれ、開催が困
難であったため中止とした。

R2年度　書面会議にて開催
R３年度　中止

8
船橋市難病対策地域協議
会

R３．1～
R４．3

7
船橋市慢性疾病児童等地
域支援協議会

R３．1～
R４．3

慢性疾病児童等の健全育成を図
るとともに、慢性疾病児童等とそ
の家族が，安心して暮らせる地域
社会の実現を図るための課題に
ついて協議するために協議会を
開催している。

R2年度
新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を考慮し、開催方法について検討し
た結果、書面開催とした。
R３年度
事務局が新型コロナウイルス感染症対
応業務により人員が割かれ、開催が困
難であったため中止とした。

R2年度　書面会議にて開催
R３年度　中止
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No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

・令和2年度は中止。
・令和3年度はオンラインで開催した。

11

13 普及啓発講演会 R2～R3
精神障害者や精神保健福祉に関
する正しい知識の普及啓発のた
め講演会を実施している。

緊急事態宣言やまん延防止措置を踏
まえ、感染状況等を考慮した実施の判
断をするよう国の新型コロナウイルス
感染症対策の基本方針や新型コロナ
ウイルス感染症対策の基本的対処方
針が示されたため。

被爆者健康診断 R2.4～R4.3
年に２回、被爆者に対して、保健
所にて健康診断を実施している。

10
難病相談事業（講演会・医
療相談事業）

R2.4～R5.3
難病患者及びその家族に対し、講
演会医療相談事業を実施してい
る。

新型コロナウイルス感染症拡大防止及
び感染症対応業務により人員が割か
れ、開催が困難であったため。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため。

12 デイケアクラブ事業 R2.3～R5.4

回復途上の精神障害者を対象に
創作活動や料理、スポーツ等を通
じ、対人関係の改善や社会参加の
場を提供している。

新型コロナウイルス感染症拡大を踏ま
え、利用者や運営に携わるボランティ
アの意見、また緊急事態宣言やまん延
防止措置を踏まえ、実施回数を縮小し
たり3密回避のため参加者数を制限し
た。

9
小児慢性特定疾病児童等
自立支援事業（講演会・交
流会）

R2.4～R5.3
小児慢性特定疾病児童および家
族に対し、講演会及び交流会を実
施している。

新型コロナウイルス感染症拡大防止及
び感染症対応業務により人員が割か
れ、開催が困難であったため。

・利用人数を５人に制限し実施。
・料理等飲食を伴うプログラムから創
作活動を中心に実施した。

委託契約を結んだ医療機関における被
爆者健診の受診を案内した

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

精神障害者を抱える家族が、他の
家族と想いや悩みを共有すること
で家族自身の回復や社会復帰を
促進する。

緊急事態宣言やまん延防止措置を踏
まえ、感染状況等を考慮した実施の判
断をするよう国の新型コロナウイルス
感染症対策の基本方針や新型コロナ
ウイルス感染症対策の基本的対処方
針が示されたため。

緊急事態宣言やまん延防止措置を踏
まえ、感染状況等を考慮した実施の判
断をするよう国の新型コロナウイルス
感染症対策の基本方針や新型コロナ
ウイルス感染症対策の基本的対処方
針が示されたため。

15 家族のための交流会 R2～R3

17
船橋市精神保健福祉推進
協議会事業

R1～R4

精神障害者の社会復帰に関する
事業のほか、市民の精神健康増進
のための事業を推進しており、以
下の事業を実施している。
中止年度は以下のとおり。
①ボランティア養成講座【R2～
R4】
②スポーツ交流大会【R2～R4】
③こころの広場交流会【R2～R4】
④心の健康セミナー【R1～R3】
⑤小冊子刊行【中止なし】

緊急事態宣言やまん延防止措置を踏
まえ、感染状況等を考慮した実施の判
断をするよう国の新型コロナウイルス
感染症対策の基本方針や新型コロナ
ウイルス感染症対策の基本的対処方
針が示されたため。

16
市職員専門職向けスキル
アップ研修

R2～R3

自殺念慮者と接する機会が多い
市関係部署の相談窓口に従事す
る専門職向けに相談対応方法等
を学研修会を実施している。

緊急事態宣言やまん延防止措置を踏
まえ、感染状況等を考慮した実施の判
断をするよう国の新型コロナウイルス
感染症対策の基本方針や新型コロナ
ウイルス感染症対策の基本的対処方
針が示されたこと、また対象となる市
専門職がコロナ対応に優先的に従事
しており、研修実施が難しかったた
め。

14 家族学習会 R2～R3
精神障害者を抱える家族が正し
い知識を得るために家族学習会
を実施する。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

21 医療安全研修会 R2.3～R４．３

医療提供施設等に対し、医療安全
に関する制度や医療機関におけ
る安全確保、患者サービスの向上
等を目的に年１回開催している。

新型コロナウイルス感染症の感染状
況、感染リスク等を考慮したこと及び
新型コロナウイルス感染症の対応を優
先したため。

22
病院患者相談窓口担当者
連絡会議

R3.4～R5.3

市内病院の患者相談窓⼝担当者
間及び医療安全⽀援セン
ター職員間で情報交換を⾏うた
め年１回開催している。

新型コロナウイルス感染症の感染状
況、感染リスク等を考慮したこと及び
新型コロナウイルス感染症の対応を優
先したため。

・書面開催

19 医療安全推進協議会 R2.3～R5.3

船橋市医療安全支援センターの運
営方針、医療安全の推進のための
方策等を検討するため年２回実施
している。

新型コロナウイルス感染症の感染状
況、感染リスク等を考慮したこと及び
新型コロナウイルス感染症の対応を優
先したため。

・オンライン開催
・書面開催
・対面形式とオンライン形式によるハイ
ブリッド開催

20
医療安全推進協議会事例
検討部会

R４．２

医療安全相談窓口に寄せられた
相談事例について専門的な立場
より意見をもらうため年１回実施
している。

新型コロナウイルス感染症の感染状
況、感染リスク等を考慮したこと及び
新型コロナウイルス感染症の対応を優
先したため。

・オンライン開催

18
船橋市地域活動支援セン
ター管理運営事業

R1.4～R5.4

精神障害者の日中活動の場とし
て、料理や絵画、パソコン等のプ
ログラムを行ったり、社会交流等
を行う場（フリースペース）の提供
を行っている。市では指定管理者
制度を利用しNPO法人が管理運
営を行っている。

緊急事態宣言やまん延防止措置を踏
まえ、感染状況等を考慮した実施の判
断をするよう国の新型コロナウイルス
感染症対策の基本方針や新型コロナ
ウイルス感染症対策の基本的対処方
針が示されたため。

・利用者同士のフリースペース、パソコ
ンや絵画等のプログラムは時間短縮、
人数限定、予約制で実施。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名： 保健所 担当課： 健康危機対策課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

5 各種検査 R2.3～R5.3

・蚊媒介感染症検査
・原子爆弾被爆者健康診断
・HIV検査、梅毒抗体検査
・食品収去検査
・環境衛生検査

新型コロナウイルス感染症対応を優先
したため。

4
災害医療対策本部運営訓
練

Ｒ2～Ｒ3
災害医療医療対策本部の運営訓
練を年１回行う。

災害医療対策本部を運営する保健所
では新型コロナウイルス感染症の対応
を行っていたため。

2
船橋市地域災害医療対策
会議作業部会

Ｒ2.4～Ｒ4.8

医師会、歯科医師会、薬剤師会、
柔道整復師会に参加いただく船
橋市地域災害医療対策会議作業
部会を定期的に開催している。

新型コロナウイルス感染症対応を行う
医療関係者の委員が多かったため。

・令和２年度は中止
・令和３年度は、病院前救護所設置・運
営訓練時に聞き取りで短時間での実施
・令和４年度８月に、初めてオンライン
開催
・有用性が確認できたため、以後オンラ
インで実施

3
病院前救護所設置・運営訓
練

Ｒ2.6～Ｒ5.11
令和２・３年度の各年度３病院ず
つ、災害医療協力病院で病院前救
護所設置・運営訓練を実施する。

新型コロナウイルス感染症の対応を
行っている医療機関での訓練であり、
病院に負担をかけないため。

・令和２、３年度は中止
・令和４年度は２病院で実施
・令和５年度は４病院で実施
・以後、新型コロナウイルス感染症の流
行状況を確認しながら、訓練計画を見
直し、Ｒ5.11に当初予定の訓練を終了

1
船橋市地域災害医療対策
会議

Ｒ2.4～Ｒ4.3
災害時の医療対策会議について
年2、３回協議する。

新型コロナウイルス感染症対応を行う
医療関係者の委員が多かったため。

・令和２年度は中止
・令和３年度は書面開催
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

R2年度は県が中止したため。R３年度
から県は再開したが、入国制限が継続
している状況や県内の発生状況から、
新型コロナ対応を優先するため。

8 エイズ啓発活動 R2.4～R5.3
エイズの正しい知識の普及啓発の
ため、船橋駅前等で啓発活動を実
施している。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため及び新型コロナ対応等を
優先するため。

・R2年度は中止。
・R３、４年度は対面での啓発ができな
いため、市ホームページ上で市内高校
吹奏楽部の音楽演奏の映像を掲載。パ
ンフレット等啓発物品を市内学校や医
療機関に配布し啓発活動を実施。

9 蚊媒介感染症調査 R2.4～R5.3

感染症を媒介する蚊であるヒトス
ジシマカの生息状況を調査し、捕
獲した蚊のデングウイルス、チク
ングニアウイルス、ジカウイルス保
有調査を実施し、市ホームページ
上に公表している。

6
HIV検査、梅毒抗体検査・
クラミジア抗体検査

R2.2～R5.3

月２回HIV検査を実施し、併せて
希望者に対し、梅毒抗体検査・ク
ラミジア抗体検査を実施してい
る。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため及び新型コロナ対応等を
優先するため。

・R元年度は縮小して実施。
・R２年度は中止。
・R3、4年度は予約人数を縮小して実
施。一部中止期間あり。

7 肝炎ウイルス検査 R2.2～R5.3
月１回肝炎ウイルス検査を実施し
ている。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため及び新型コロナ対応等を
優先するため。

・R元年度は縮小して実施。
・R２年度は中止。
・R3、4年度は一部中止期間あり。

10 結核検診 R2.4～R4.3
年６回６５歳以上の市民を対象に
胸部エックス線検査を実施してい
る。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため及び新型コロナ対応を優
先するため。

・R２年度は中止。
・R3年度は年６回から年２回に縮小し
て実施。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

11 コホート検討会（結核） R3.4～R4.3

結核患者の治療終了後、治療成績
を評価し、治療の脱落・中断患者
の検討を行い支援の強化を図る
目的で年２回実施している。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため。

・書面開催

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

12 研修会（結核・感染症） R2.4～R5.3
結核や感染症に関する研修会を
医療機関や高齢者施設職員向け
に実施している。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため及び新型コロナ対応を優
先するため。また、講師及び受講者の
負担軽減のため。

・R2、３年度は中止。
・R4年度結核研修会を集合形式の研修
会ではなく、YouTubeでの限定公開
で実施した。

13
発生動向調査事業（病原体
定点）

R2.4～R5.3

病原体分離等の検査情報を収集
し、流行状況を把握するための検
体採取を病原体定点医療機関に
依頼し、採取した検体を千葉県衛
生研究所へ送付し検査を実施し
ている。

新型コロナ対応による病原体定点医
療機関、千葉県衛生研究所、保健所の
負担軽減のため、千葉県より縮小の通
知あり。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名： 保健所 担当課： 衛生指導課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

有害物質を含有する家庭用品の
規制に関する法律に基づき、一年
度内を夏季、冬季の2回に分けて
家庭用品を試買、検査を行ってい
る。

新型コロナウイルス感染症対応業務に
より人員が割かれ事業の実施が困難
であったため。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため。
新型コロナウイルス感染症対応業務に
より人員が割かれ事業の実施が困難
であったため。

・オンラインによる講習を開始

4
浴槽水のレジオネラ属菌検
査等の行政検査

R2.4～R5.3

浴槽を有する公衆浴場施設、医療
機関等を対象として、浴槽水等の
レジオネラ属菌検査を行ってい
る。

新型コロナウイルス感染症対応業務に
より人員が割かれ事業の実施が困難
であったため。
保健総務課検査係負担軽減のため。

5
理容業衛生講習会
美容業衛生講習会

R2.4～R5.3

理容業・美容業衛生講習会を隔年
で交互に開催。
令和2年度・4年度：理容業
令和3年度：美容業

新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため。
新型コロナウイルス感染症対応業務に
より人員が割かれ事業の実施が困難
であったため。

令和4年度の理容業衛生講習会は規模
の縮小及び方法を変更して、希望者に
講習会の資料を配布した。

3 家庭用品安全対策事業 R2.4～R5.3

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
食品営業施設への立入検
査及び収去（委託検査を含
む）

R2.3～R5.1
船橋市食品衛生監視指導計画に
基づき定期的に食品営業施設に
立入検査及び収去を行っている。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため。
新型コロナウイルス感染症対応業務に
より人員が割かれ事業の実施が困難
であったため。

2 食品衛生講習会
R2.3～
R4.10

実務講習会、新規講習会、模擬店
講習会等を実施している。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

6
レジオネラ症防止対策衛生
講習会

R2.4～R5.3

入浴施設のレジオネラ症対策につ
いて、公衆浴場営業許可施設等の
管理者を対象とした衛生講習会
を行っている。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため。
対策本部業務及び保健総務課検査係
への従事により、通常業務に人員不足
が生じたため。

7
生活衛生関係営業施設等
への立入検査

R2.3～R5.3

船橋市環境衛生監視指導計画に
基づき、定期的に生活衛生関係営
業施設等に立入検査を行ってい
る。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため。
新型コロナウイルス感染症対応業務に
より人員が割かれ事業の実施が困難
であったため。

10 動物愛護啓発事業 R2.3～R4.3

犬のしつけ方教室や猫の飼い方
教室・お悩み相談、親子向けイベ
ント等の動物愛護啓発事業を実施
している。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため。
新型コロナウイルス感染症対応業務に
より人員が割かれ事業の実施が困難
であったため。

8
なかよし動物愛護フェス
ティバル　ｉｎ　ふなばし

R2.3～R5.3

動物の愛護及び管理に関する法
律第４条に規定される動物愛護週
間行事を例年9月の後半に行って
いる。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため。
新型コロナウイルス感染症対応業務に
より人員が割かれ事業の実施が困難
であったため。

狂犬病予防接種の集合注射につ
いて、例年1月より案内ハガキの
送付や会場や獣医師会との調整
等の準備を行い、年度明け4月以
降に実施している。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため。
新型コロナウイルス感染症対応業務に
より人員が割かれ事業の実施が困難
であったため。

9 狂犬病予防注射（集合） R2.3～R5.3
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： こども家庭部 担当課： こども政策課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

4

子ども・子育て支援法第１４
条第１項及び第３０条の３に
基づく特定子ども・子育て
支援施設等への実地指導

R2.8～R4.2
特定子ども・子育て支援施設等に
3年に1回実地指導を行ってい
る。

認可保育所等の指導監査の実施状況
に合わせて見直しを行った。

・令和３年度の一部感染拡大時期にお
いて書面監査を実施（書面＋電話聞取
り）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

3

子ども・子育て支援法第14
条第1項に基づく特定教
育・保育施設等への実地指
導

R2.8～R4.2
特定教育保育施設及び特定地域
型保育事業に3年に1回実地指導
を行っている。

認可保育所等の指導監査の実施状況
に合わせて見直しを行った。

・一部を除いた全事業所に対し書面で
の実地指導

2
児童福祉法第59条第1項
に基づく認可外保育施設立
入調査

R2.8～R4.2
市内認可外保育施設に1年に1回
立入調査を行っている。

認可保育所等の指導監査の実施状況
に合わせて見直しを行った。

・一部施設に対して書面調査を実施

1
児童福祉法第４６条第１項
に基づく認可保育所指導監
査

R2.8～R4.3
市内認可保育所に１年に１回以上
実地により指導監査を行ってい
る。

社会福祉法人の指導監査について柔
軟に対応することとされた令和２年４
月１４日付け厚生労働省社会・援護局
福祉基盤課発務連絡に準じて保育所
の指導監査についても運用するよう、
厚生労働省子育て支援課から見解が
示されたため。

・令和２年度から監査方法を変更（時間
の短縮）
・令和３年度の一部感染拡大時期にお
いて書面監査を実施
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

変更

〇
その他（開催方法の変
更）

部名： こども家庭部 担当課： こども家庭支援課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
ひとり親家庭のための就職
準備・離転職セミナー

R2.10.17
ひとり親家庭等を対象に、就労に
役立つセミナーを無料で開催す
る。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を考慮し、中止の判断をした。

2
ひとり親家庭等のためのパ
ソコン技能習得講習

Ｒ2.4～Ｒ2.6

ひとり親家庭等を対象に、就労に
役立つパソコンスキルの習得を目
的とした講習会を３期に分けて実
施する。

新型コロナウイルス感染症の拡大を受
けて、当初３期の実施を予定していた
契約内容を２期に変更して契約を行っ
た。

見直しの区分

新型コロナウイルス感染症の影響の拡
大で、大きな影響を受けた非正規労
働者などに対する支援として、本給付
金の対象講座を６か月以上の短期訓
練まで広げるという国の通知を受け
て、対象を拡大した。

3 高等職業訓練促進給付金 Ｒ3.4～

児童扶養手当水準で、修業と就
業・育児の両立ができない者が、
養成機関において１年以上のカリ
キュラムを修業する場合に、給付
金を支給する。

5
船橋市社会福祉協議会児
童福祉専門分科会及び子
ども・子育て会議の開催

Ｒ2.8～Ｒ4.8
例年2～3回程度、外部の委員を
含んだ附属機関の会議を開催し
ている。

感染拡大防止の観点から集合形式で
開催することが困難なため、開催方法
を検討した。

令和２年４月１０日付け、船職員第１７２
号に基づき、令和2年8月～令和4年8
月の期間に開催した会議については書
面開催とした。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

6 学習支援事業

①Ｒ2.3.2～
Ｒ2.3.18（R

元年度）
②～R２.9（R

２年度）
③～R3.9
（R3年度）

生活困窮世帯の中学生を対象に
週２回学習支援を行う。

4 養育費に関するセミナー Ｒ3.4～Ｒ4.3

ひとり親家庭や別居親、離婚を考
えている方を対象に、養育費と親
子交流に関するセミナーを開催す
る。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を考慮し、中止の判断をした。

新型コロナウイルス感染症の拡大を受
け、各期間において下記対応を行っ
た。
①中止
②事業開始を半月遅らせた。週１回分
散開催。
③開催時間を３０分短縮。

5
ひとり親家庭等デイキャン
プ

Ｒ2.4～Ｒ4.3
ひとり親家庭を対象に、子どもと
親が一緒に楽しめるキャンプ事業
を開催する。

新型コロナウイルス感染症の拡大を受
け、飲食を伴う行事であるキャンプ事
業は実施が困難と考え、中止した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名： こども家庭部 担当課： 子育て給付課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

2 児童扶養手当 R2.2～

児童扶養手当の認定請求する際、
その請求事由が生じてから15日
以内に請求すると、手当の支給
を、認定請求した日の属する月の
翌月から始める。

新型コロナウイルス感染症等のやむを
得ない理由により、認定請求ができな
かった場合において、その理由がやん
だ後15日以内にその請求をしたとき
は、手当の支給を、認定請求することが
できなくなった日の属する月の翌月か
ら始める。

令和2年3月9日付け厚生労働省子ど
も家庭局家庭福祉課事務連絡にて、
新型コロナウイルス感染症の拡大防止
の観点から、認定請求書等の提出が
遅延した場合の事務手続が示された
ため。

新型コロナウイルス感染症等のやむを
得ない理由により、認定請求ができな
かった場合において、その理由がやん
だ後15日以内にその請求をしたとき
は、手当の支給を、認定請求することが
できなくなった日の属する月の翌月か
ら始める。

3 児童扶養手当 R2.4～

児童扶養手当の認定請求等に関
しては、ひとり親の抱える課題を
まとめて相談する機会になるとと
もに、児童扶養手当の適正な受給
を確保する観点から、申請窓口に
おいて対面での手続きを行う。

令和2年4月13日付け厚生労働省子
ども家庭局家庭福祉課事務連絡に
て、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止の観点から、児童扶養手当業務
の対応について必ずしも窓口での手
続きを前提とするのでなく、郵送での
受付もするよう示されたため。

必要最低限の情報については対面での
聴取も行うが、認定請求書等の提出に
関しては窓口のみでなく、郵送での受
付も行う。

4
ひとり親家庭等医療費助成
制度

R2.4～

ひとり親家庭等医療費助成制度
の認定請求等に関しては、ひとり
親の抱える課題をまとめて相談す
る機会になるとともに、ひとり親
家庭等医療費助成制度の適正な
受給を確保する観点から、申請窓
口において対面での手続きを行
う。

児童扶養手当に準拠し、新型コロナウ
イルス感染症の拡大防止の観点から、
必ずしも窓口での手続きを前提とす
るのでなく、郵送での受付もすべきと
判断したため。

必要最低限の情報については対面での
聴取も行うが、認定請求書等の提出に
関しては窓口のみでなく、郵送での受
付も行う。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 児童手当 R2.2～

児童手当の認定請求する際、その
請求事由が生じてから15日以内
に請求すると、手当の支給を、認
定請求した日の属する月の翌月
から始める。

令和２年3月10日付け内閣府子ども・
子育て本部児童手当管理室発事務連
絡にて、新型コロナウイルス感染症の
拡大防止の観点から、認定請求書等
の提出が遅延した場合の事務手続が
示されたため。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

部名：　　こども家庭部 担当課： 児童相談所開設準備課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

子育てのヒントを学ぼうの
実施

R２～R5

親支援グループ指導事業。子ども
への適切な言葉かけや行動を学
び、より良い親子関係を築くプロ
グラムを実施。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況を考慮
し、プログラム実施の中止、縮小（参加
人数・日数の変更）を行った。また、保
育は上記理由により中止とした。

・中止となった際は、参加希望者に次回
実施について案内。
・１歳未満のお子さんは同伴可能とし
た。

1
要保護児童及びＤＶ対策地
域協議会代表者会議開催

R2.4～R3.3

「船橋市要保護児童及びDV対策
地域協議会」における代表者会議
について、対面方式での開催を
行っている。

市のイベント開催や公共施設の利用制
限等の通知を基に、新型コロナウイル
ス感染症の拡大状況等を考慮したた
め。

・書面会議の開催

5 遺児手当 R2.4～

遺児手当の認定請求等に関して
は、ひとり親の抱える課題をまと
めて相談する機会になるととも
に、遺児手当の適正な受給を確保
する観点から、申請窓口において
対面での手続きを行う。

児童扶養手当に準拠し、新型コロナウ
イルス感染症の拡大防止の観点から、
必ずしも窓口での手続きを前提とす
るのでなく、郵送での受付もすべきと
判断したため。

必要最低限の情報については対面での
聴取も行うが、認定請求書等の提出に
関しては窓口のみでなく、郵送での受
付も行う。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

2

3
養育支援訪問事業の個別
支援会議

R3.1～R5.3

養育支援訪問事業で家庭に派遣
される前と継続で支援をする場
合はクール終了時に、助産師と対
面で個別支援会議を実施する。

新型コロナウイルス感染症の状況、ガ
イドライン等を考慮し、対面での個別
支援会議の実施を見直した。

事業導入前は対面での個別支援会議の
実施を継続した。クール終了時に次クー
ルも事業を継続する際、支援対象者の
状態像に変化がなく、支援内容に変更
が生じない場合は電話協議とした。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

部名： こども家庭部 担当課： 保育運営課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

Ｒ2.3～Ｒ5.3

公立保育園全園において、地域の
未就学児の子育て世帯を対象と
して、週1回程度の園庭開放と月1
回程度の育児講座を実施する。

感染拡大防止の観点から、第三者の
保育園の利用については可能な範囲
で制限することが適切であると判断し
たため。

3 研修・会議 Ｒ2.3～Ｒ5.3

保育の質向上のための研修の計
画・実施や、保育園を運営する上
で必要な各専門職種の会議等を
行う。

感染拡大防止の観点から、可能な範
囲で中止・縮小・変更することが適切
であると判断したため。

一部研修、会議について、密を避けるた
め参加人数を絞っての実施やオンライ
ンにて実施を行った。

4 個別支援会議の開催
R2.4～
R5.3

関係機関（平均3～4機関）と随時
で対面により会議を開催してい
た。

関係機関より、3密を回避するために
会議をオンライン開催にしてほしいと
の要望があり実施した。

・対面会議からオンライン会議に変更し
た。

2 各公立保育園における行事 Ｒ2.3～Ｒ5.3
各公立保育園にて遠足、プール、
運動会、卒園式、保護者参観、保
護者会等の行事を実施。

感染拡大防止の観点から、可能な範
囲で中止・縮小することが適切である
と判断したため。

一部行事について、保護者の参加人数
の制限や、プログラムの内容変更、時間
短縮等、可能な範囲での感染拡大防止
策を行った上で実施した。

1 地域交流事業
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

5

感染拡大防止の観点から、可能な範
囲で中止・縮小・変更することが適切
であると判断したため。

根拠法令にて義務付けられている年2
回の実施とした。

保育実習生の受け入れ Ｒ2.3～Ｒ5.3
保育士を目指す船橋市在住の学
生の保育実習の受け入れを行う。

感染拡大防止の観点から、第三者の
保育園の利用については、可能な範
囲で制限することが適切であると判
断したため。

流行期・拡大期は、受入れ中止または観
察実習のみの受入れを行った他、可能
な範囲で日程をずらし、感染状況が落
ち着いてから実施した。

6 家庭的保育事業 Ｒ2.4～Ｒ4.3

家庭的保育事業の利用者の月1回
程度の連携保育園での預かり業
務（定期代替）、家庭的保育事業者
への支援者の月1回程度の巡回業
務、現任研修

感染拡大防止の観点から、可能な範
囲で中止・縮小・変更することが適切
であると判断したため。

4
発達支援児の判定に係る
保育観察の実施

Ｒ2.3～Ｒ4.3

8 園児の健康診断 Ｒ2.4～Ｒ3.3

児童福祉施設の設備及び運営に
関する基準第12条に規定されて
いる健康診断について、年4回実
施する。

発達面が気になる児童等が保育
園の入園を希望する場合や保育
園に在園中の場合に、支援が必要
かどうか等について、保育園での
児童の様子を観察し（入園希望：5
日間、在園中：1日間）、発達支援
児かどうか判定を行う。

感染拡大防止の観点から、可能な範
囲で中止・縮小・変更することが適切
であると判断したため。

入園希望の児童の観察日数を5日間か
ら3日間へ変更した。流行期・拡大期
は、可能な範囲で日程をずらし、感染状
況が落ち着いてから実施した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

7 入園説明会 Ｒ2.4～Ｒ5.3

各公立保育園の新規入園児の保
護者に対し、入園前に入園にあ
たっての注意事項の説明や面談
等を実施する。

現任研修は書面にて実施した。

感染拡大防止の観点から、可能な範
囲で中止・縮小・変更することが適切
であると判断したため。

複数名の新規入園児がいる場合、一同
に会して説明会を行っていたが、個別
にて実施した。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

新型コロナウイルス感染症の流行を鑑
み、人の接触を必要最小限とするた
め。

各園より文書で施設の状況確認を行
い、必要に応じて電話連絡により詳細
を確認する。

保護者へ夜寝る前の歯磨きの大切さ、
かかりつけ歯科医を持ち定期的な健診
を受けることの大切さを今まで以上に
伝えるとともに、保育園給食後にお水
を飲むことで口腔内の清潔を保つよう
にした。

食育活動の一環として、親子クッ
キングや栄養士による食事の講
義、調理体験等を行っている。

感染拡大防止の観点から、可能な範
囲で中止・縮小・変更することが適切
であると判断したため。

9 歯磨き Ｒ2.4～Ｒ5.3
幼児クラスについては、食後に歯
磨きを行っている。

感染拡大防止の観点から、可能な範
囲で中止・縮小・変更することが適切
であると判断したため。

見直しの区分 見直した理由（経緯）

11 施設調査 R2.4～R4.3
年1回公立保育園27園を回り、施
設の状況を確認する。

10 食育活動 Ｒ2.4～Ｒ5.3

代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名： こども家庭部 担当課： 保育入園課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

部名： こども家庭部 担当課： 地域子育て支援課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

事業実施時の託児等は職員のみで行っ
た。

1
子育て支援センターにおけ
る事業開催

R2.2～
R5.5

調理や試食を伴う講座（離乳食講
座等）、親子ふれあいあそび、リフ
レッシュ講座（ヨガやバランスボー
ルエクササイズ等）、まつり事業等
を実施する。

マスク着用ができない、他者と接触を
伴う、人数制限ができない等の理由
で十分な感染対策を講じることがで
きなかったため。

・十分な感染対策を講じることができ
る事業の実施
・オンライン事業の実施

2
子育て支援センターにおけ
る保育サポーターの受け入
れ

R2.2～
R4.2

講座等を実施する際の託児及び
講座後の片づけのため、ボラン
ティアとして保育サポーターを受
け入れる。

講座の中止、縮小及び変更並びに感
染対策のため。

R2.4～R5.5

病気療養中で症状が軽度と判断
され入院を必要としない状態に
ある場合（病児保育）や病気の回
復期にある場合（病後児保育）に、
保育園などの集団保育や家庭で
の保育ができない間、医療機関や
保育所等に併設する専用スペース
にて一時的に児童を預かる事業

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

全国病児保育協議会においてコロナ
禍における児童の受け入れ基準の案
が複数示されたことで、実施事業者と
協議の上、安全な保育を行うための
基準を当該案の中から選定し、運用を
行った。

（R2.3.4～R2.4.5）接触感染、飛沫感
染対策を行い、病児保育施設を運営し、
ＣＯＶＩＤ １９確定者以外は
受け入れる。

（R2.4.6～R5.5.7）上気道炎症状を
示す病児でインフルエンザ、溶連菌、ＲＳ
ウイルス、ｈＭｐウイルス、ＡＤＶウイルス
等確定診断がついた患者は利用可能。
確定診断できていない病児は受け入れ
ない。

1 病児保育事業

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

3
児童ホーム・子育て支援セ
ンターの開館時間

R2.6～
R5.5

規則で定めている開館時間
（ホーム）
午前９時～午後５時
（センター）
午前９時～午後４時

・室内や備品の消毒時間を確保するた
め
・飛沫感染を防ぐため（ランチタイムの
中止）

開館時間の変更（ホーム）
R2.6～R3.11　→　午前９時～正午、
午後１時～午後4時30分
R3.12～R5.5.8　→　午前9時～正
午、午後１時～午後5時
（センター）
R2.6～R5.5.8　→　午前９時～正午、
午後１時～午後４時

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

5
児童ホームにおける事業開
催

R2.6～
R5.5

子どもたちが健全な遊びをとおし
て、健康を増進し、豊かな心を育
めるよう様々な事業を実施する.

マスク着用ができない、他者と接触を
伴う、人数制限ができない等の理由
で十分な感染対策を講じることがで
きなかったため。

十分な感染対策を講じることができる
事業の実施
（換気、人数制限、事前申込制、消毒が
できない遊具・玩具などを使用しない
等）

4
ランチタイム
（児童ホーム、子育て支援セ
ンター）

R2.6～
R5.5

正午～午後１時（センターは午前１
１時３０分～午後１時３０分）はラン
チタイムとして食事ができるス
ペース等の提供

飛沫感染を防ぐため
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名： こども家庭部 担当課： 療育支援課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

施設巡回 R2.2～R5.3
市内障害児通所支援事業所を訪
問し、療育内容について見学、聞
き取り、確認を行っている。

事業所での新型コロナウイルス感染状
況を考慮し、訪問による感染拡大を防
ぐため。

4 通所受給者証の更新申請 R2.4～
障害児通所支援のサービスを利
用するための通所受給者証の発
行を行っている。

令和２年４月３０日付け厚生労働省社
会・援護障害保健福祉部障害福祉課
発事務連絡にて、新型コロナウイルス
感染症の感染状況等を考慮し、郵送等
で柔軟に対応するよう方針が示され
たため。

3

申請書類の提出を郵送及び回送サービ
スで対応

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

2 市民のための講演会 R2.4～
発達障害等の啓発のため、市民向
けに講演会を行っている。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を考慮し、開催方法等について検討
したため。

・R2年度　中止
・R3年度～　オンラインにて開催
　（動画配信）

1
船橋市慢性疾病児童等地
域支援協議会

R3.1～R4.3 対面にて会議を実施している。

R2年度
新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を考慮し、開催方法について検討し
たため。
R３年度
事務局が新型コロナウイルス感染症対
応業務により人員が割かれ開催が困
難であったため。

R2年度　書面会議にて開催
R３年度　中止
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

6
巡回相談(こども発達相談
センター)

R2.５～R5.3

市内保育園、幼稚園の在園児で発
達や行動などの気になるお子さ
んについて、各園５名で9:30頃
〜16:00頃までの間で、こども発
達相談センター相談員が保育園幼
稚園に出向いて先生方に支援方
法などを一緒に考えていく。

令和２年に国より発出された「緊急事
態宣言が継続された場合の放課後等
デイサービス事業所の対応について」
において事業所への通所サービスを
縮小又は臨時休業する場合でも、事業
所が児童の健康管理や相談支援等を
行うことは、重要であることや、令和３
年に発出された　「緊急事態宣言後の
障害福祉サービス等事業所の対応に
ついて」において、各種サービスにつ
いては利用者の方々やその家族の生
活を継続する観点から利用者に各種
サービスが継続的に提供されること
が重要となっているとう方針が示さ
れたため。

・R2.5～R2.8までの前期は中止。
・R2.9～R5.3まで。
　市内保育園、幼稚園の在園児で発達
や行動などの気になるお子さんについ
て、各園３名で9:30頃〜14:00頃まで
と縮小した。

令和２年に国より発出された「緊急事
態宣言が継続された場合の放課後等
デイサービス事業所の対応について」
において事業所への通所サービスを
縮小又は臨時休業する場合でも、事業
所が児童の健康管理や相談支援等を
行うことは、重要であることや、令和３
年に発出された　「緊急事態宣言後の
障害福祉サービス等事業所の対応に
ついて」において、各種サービスにつ
いては利用者の方々やその家族の生
活を継続する観点から利用者に各種
サービスが継続的に提供されること
が重要となっているとう方針が示さ
れたため。

・来所が難しい保護者には電話相談で
対応。
・相談時間は１枠４５分。

5
来所相談(こども発達相談
センター)

R2.5～R5.3
就学前のお子さんの発達や行動
についての来所による相談。
相談時間は１枠６０分。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

・R2.5～R2.8までは中止。
・R2.9～R4.3
    13：30〜14:45
    各クラス３組（親子）
・R4.4～
　わいわいクラブ（SST）となかよしク
ラスを統合しにこにこクラスとなった。

11
外来グループ療育にこにこ
クラス(こども発達相談セン
ター)

R4.4～R5.3

SSTの要素を取り入れた活動を
通じて友達と協力する。
15:00〜16:15
上記クラス計6組（親子）

市の公共施設における感染症対策方
針に沿って参加定員の縮小及び事業
時間短縮したため。

・R4.4～R5.3
　わいわいクラブ（SST）となかよしク
ラスを統合しにこにこクラスとなった。
コロナ感染拡大防止対策中に開始した
事業のため、代替で行っていない。

外来グループ療育すくすく
あそび(こども発達相談セ
ンター)

R2.５～R5.3

ふれあい遊び、運動遊びを通じて
遊びの幅を広げ心身の発達を促
す。
・9:30〜10:30
・11:00〜12:00
・14：30〜15:30
上記各クラス10組（親子）

市の公共施設における感染症対策方
針に沿って参加定員の縮小及び事業
時間短縮したため。

・R2.5～R2.8まで中止
・R2.9～R5.3
　　・9:30〜10:20
　　・11:00〜11:50
　　・14：30〜15:20
　　上記各クラス10組（親子）

10
外来グループ療育わいわ
いクラブ（SST）(こども発
達相談センター)

R2.５～R4.3

SSTの要素を取り入れた活動を
通じて友達と協力する。
13:30〜15:00
上記クラス６組（親子）〜8組（親
子）

市の公共施設における感染症対策方
針に沿って参加定員の縮小及び事業
時間短縮したため。

7

9
外来グループ療育なかよし
クラス(こども発達相談セン
ター)

R2.５～R4.3

小グループの中で、集団参加がス
ムーズになるような取り組みを経
験する。
14:30〜15:30
上記クラス６組（親子）〜12組（親
子）

市の公共施設における感染症対策方
針に沿って参加定員の縮小及び事業
時間短縮したため。

・R2.5～R2.8までは中止。
・R2.9～R4.3
    14：40〜15:20
    各クラス３組（親子）
・R4.4～
　わいわいクラブ（SST）となかよしク
ラスを統合しにこにこクラスとなった。

8
外来グループ療育すてっぷ
クラス(こども発達相談セン
ター)

R2.５～R5.3

グループの中で、集団参加が可能
になるような取り組みを経験す
る。
14:30〜15:30
上記クラス５組（親子）

市の公共施設における感染症対策方
針に沿って参加定員の縮小及び事業
時間短縮したため。

・R2.5～R2.8までは中止。
・R2.9～R5.3
    14：40〜15:20
    各クラス３組（親子）
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

16
児童発達支援(西簡易マ
ザーズホーム)

R2.5～R２．
9

発達の遅れや身体障害の児に対
し療育を提供

集団により感染が広がるため、感染対
策をした上での実施方法の変更。

部屋を分けて、主として個別対応。職員
と親子。昼食は取らず。集団になる行事
は中止。

15
児童発達支援(東簡易マ
ザーズホーム)

R2.3～R5.3

親子通園で療育を実施している。
１枠４０分で集団療育、個別リハビ
リ、個別療育、昼食時に摂食指導
をしている。

市の公共施設における感染症対策に
基づき、当課より感染防止対策の方針
が示されたため。

・在宅でも療育を取り入れられるよう身
体遊びの動画を市ホームページにアッ
プし紹介した。
・人数や時間を縮小して療育を実施し
た。

14
発達支援のための講演会
(こども発達相談センター)

R2～R4

市内保育園、幼稚園、関係機関の
職員が対象で外部講師による発
達支援についての講演会
定員１３０名
10:00〜12:00

市の公共施設における感染症対策方
針に沿って参加定員の縮小をしたた
め。

・R2、R3は中止。
・R４は定員を100名に縮小して実施
　　参加者　６２名

13
ペアレント・トレーニング(こ
ども発達相談センター)

R2.５～R5.3

親が子どもとの正しい接し方を学
ぶ
5月〜6月（前期）
11月〜12月（後期）
10:00〜12:00（8名）

市の公共施設における感染症対策方
針に沿って参加定員の縮小をしたた
め。

・R2.5～R2.8までは中止。
・R2.9～R5.3
    10:00〜12:00（4名）

12
外来グループ療育わんぱく
クラブ（感覚統合）(こども
発達相談センター)

R2.５～R5.3

身体を使った遊びや感触遊びを
体験し感覚統合療法について知
り日常の遊びや生活の中で取り
組めるヒントを学ぶ
10:30〜12:00（6組）
14：00〜15:30 （６組）
上記クラス計１２組（親子）
（一般公募）

市の公共施設における感染症対策方
針に沿って参加定員の縮小及び事業
時間短縮したため。

・R2.5～R2.8までは中止。
・R2.9～R5.3
    10:30〜11:45（6組）
    14：00〜15:20 （6組）
上記クラス計１２組（親子）
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

21 運動会(たんぽぽ親子教室) R2～R4
人数制限はなく、家族や兄弟・祖
父母が参加可

ソーシャルディスタンスを保つのが難
しいため。

保護者は1家族2名までの参加

20
保護者向け講演会(たんぽ
ぽ親子教室)

R2.4～R3.3
講師を依頼し、保護者向けに講演
会を実施

密になるため。

19
秋の遠足(たんぽぽ親子教
室)

R2．9～R5
目的地まで電車を利用しての遠
足

電車は密になるため、またマスク着用
が難しい児が多いため。

長距離の移動は避け、場所を徒歩で行
ける近隣の公園に変更

18
春の遠足(たんぽぽ親子教
室)

R2.5
近隣の公園まで歩き、お弁当を食
べる。

緊急事態宣言が発令されたため。

17
児童発達支援(西簡易マ
ザーズホーム)

R2.１０～
R4.3

発達の遅れや身体障害の児に対
し療育を提供

集団により感染が広がるため、感染対
策をした上での実施方法の変更。

部屋の広さを見ながら、密集しない人
数を考慮し人数を制限し受け入れる。
集団療育を実施。感染対策を実施しな
がら療育を提供する。希望者は昼食も
再開。
行事は参加人数を制限しながら実施。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

23
歯科健診(たんぽぽ親子教
室)

R2～R4
歯科医師、歯科衛生士が来室し、
健診、歯磨き指導、フッ素塗布を
実施

保健センターからの依頼
・健診のみ実施
歯磨き指導、フッ素塗布は中止

22
親子教室合同行事(たんぽ
ぽ親子教室)

R2～R4
ひまわり親子教室と合同で在籍
の親子参加の歌あそびコンサート
を実施

ソーシャルディスタンスを保つのが難
しいため

・R2は中止
・R3.4は参加人数を制限して実施

25
食事指導(ひまわり親子教
室)

R2.6～

職員が、母子と一緒にテーブルを
囲んで一緒に食事をしながら、食
事の状態の把握をし、必要時に適
宜指導・介助をする。

緊急事態宣言後、令和２年５月までは
昼食前までの午前中の療育としてい
たが、同年６月から１日の療育を再開
するのに伴い、食事指導の仕方を変更
した。

・利用者母子１組で１台のテーブルを使
用し、テーブルごとに前後左右の間隔
をあけて設定し、同じ方向を向いて食
べるように変更した。
・職員は一緒に食事をせず、マスクと
フェイスシールドを付けてそれぞれの
テーブルをまわり、指導・介助等するよ
うに変更した。

24
お楽しみ会（年3回）(たん
ぽぽ親子教室)

R2～R4
他クラスと合同で集会、会食を実
施

３密になるため
集会のみ実施
会食の人数を減らして実施
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 環境部 担当課： 環境政策課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

5 地球温暖化に関する学習 R2、R３
学校等にて地球温暖化の講座を
行う。

小学校については休校等の影響から
令和２年度は４校予定したところ、１校
の実施となった。また、令和２、３年度
はオンラインでの実施となった。
その他、施設の開館状況に応じて、中
止、縮小等の対応をした。

4 緑のカーテン事業 R2～

身近にできる地球温暖化対策で
ある緑のカーテンの普及啓発を行
う。ゴーヤの苗・種を公共施設や
市民向けに配布する。

市民対象の配布について、ゴーヤの苗
の配布は不特定多数の市民が集まる
事業であることから中止とした。種の
配布は郵送で行うことから継続した。
なお、令和３年度以降、苗の配布を場
所・時間を分散して行っている。

3 環境パネル展 R2
環境問題の動向や環境フェアに参
加する環境団体等の活動をパネ
ルにて紹介する。

新型コロナウイルスの感染が拡大した
ため、令和２年度は中止した。

2
ふなばし三番瀬クリーン
アップ

R2
ふなばし三番瀬クリーンアップ実
行委員会の事務局として企画・運
営。

新型コロナウイルスの感染が拡大した
ため、令和２年度は中止した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 ふなばし環境フェア R2～３
船橋市環境フェア実行委員会の事
務局として企画・運営。

新型コロナウイルスの感染が拡大した
ため、令和２年度は中止した。
また、令和３年度は３部制に分け、完
全入れ替え制の事前申込制とし、定員
を定めて実施した。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

部名： 環境部 担当課： 資源循環課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

1 南部清掃工場の竣工式典 R2.3 新南部清掃工場の竣工式典

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

令和2年2月21日付厚生労働省健康
局結核感染症課から「新型コロナウイ
ルス感染の発生を踏まえたイベント開
催の取り扱い等について」事務連絡が
あり、イベントの開催の必要性につい
て、検討するよう要請があったため。

7
・開催場所を増やすこと（3回→4回）
で、各回の定員を減らした分の参加可
能人数を補うこととした。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

6 ファミリー環境講演会 R2、R3

船橋市ゼロカーボンシティ推進地
域協議会の事務局として実施。
環境問題について広く知ってもら
い、また、考える機会をつくること
を目的に、小学生を対象とした環
境に関する講演会を行う。

令和２年度は８月予定のところ１２月
に変更し、実施にあたり新型コロナウ
イルス感染症対策ガイドラインを作成
し、座席間隔の確保など対策を行った
うえで実施。
令和３年度もガイドラインを作成し実
施。

夏休みセミのぬけがら調査 R2～4

講師・リーダー（市民）よりセミの
ぬけがらの採取方法を学び、実際
に採取場所である公園内でセミ
の種類や生態を学びながらぬけ
がら採取を行う。集めたぬけがら
は種類ごとに分類・集計し標本づ
くりを行う。
環境政策課は、企画、講師・リー
ダーとの調整、参加者の募集等を
行う。

新型コロナウイルスの感染が拡大した
ため、令和２年度は中止した。
また、令和３年度は定員を減らし、密
を避けるとともに午前中開催として昼
食をなしとすることによって感染対策
を行った。なお、実施にあたっては、
新型コロナウイルス感染症対策ガイド
ラインを作成した。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

4
ごみ処理施設への自己搬
入自粛要請

R2.4～6
南部清掃工場、北部清掃工場、西
浦資源リサイクル施設への家庭系
一般廃棄物自己搬入。

R2.4～
R3.11

南部清掃工場、北部清掃工場、西
浦資源リサイクル施設のSPCによ
る見学受付。

2 夏休み親子見学会 R2.8～R4.8
小学4年生の親子を対象とした、
ごみ処理施設見学と、リサイクル
工作。

3
ごみ処理施設見学の受付
中止・受入れ人数の制限

事業活動に伴うごみ処理
手数料及び洗車料の納期
の延長

R2.4～9
事業活動に伴うごみ処理手数料
及び洗車料の毎月の許可業者等
への請求。

新型コロナウイルス感染症により、一
般廃棄物処理事業者が減収となった
ため。

緊急事態宣言の発令により不要不急
の外出を避けていただくことや、ごみ
処理施設職員の感染を避けるため（安
定運営のため）。

5

・ごみ処理施設紹介DVDの貸し出し

・北部清掃工場ではごみ搬入受付をド
ライブスルー方式に変更

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

緊急事態宣言の発令により不要不急
の外出を避けていただくことや、ごみ
処理施設職員の感染を避けるため（安
定運営のため）。

令和2年2月21日付厚生労働省健康
局結核感染症課から「新型コロナウイ
ルス感染の発生を踏まえたイベント開
催の取り扱い等について」事務連絡が
あり、イベントの開催の必要性につい
て、検討するよう要請があったため、
令和２年度は中止、令和3、4年度は定
員を減らし実施した。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名： 環境部 担当課： 廃棄物指導課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

新型コロナウイルスの感染が拡大した
ため、令和２年度は上半期の立入検査
を中止した。

令和２年度下半期以降は実施したが、
規模を縮小して行った。

3
廃棄物処理法第19条に基
づく廃棄物処理業者への立
入

R2.4～R5.3

廃棄物処理施設の維持管理状況
等を確認するため、市内許可業者
へ立入検査を行う。上半期と下半
期で１回ずつ実施し、年２回回る。

令和３年度以降は実施したが、規模を
縮小して行った。

4
自動車リサイクル法第131
条に基づく事業者への立入

R2.4～R5.3

新型コロナウイルス感染症の発生に伴
い、関連する通知が環境省から発信さ
れたため。

見直しの区分 見直した理由（経緯）

R2.4～R5.3

主に感染性廃棄物の処理状況を
確認するため、市内病院へ立入検
査を行う。１年で全病院の半分を
周り、２年で全病院を回る。

新型コロナウイルスの感染が拡大した
ため、令和２年度は立入検査を中止し
た。

令和３年度以降は実施したが、規模を
縮小して行った。

R2.2～R5.5

代替で行ったこと

5
建設リサイクル法に基づく
全国一斉パトロール

R2.10

建設リサイクル法に基づき、建築
指導課、環境保全課、労働基準監
督署とともに、解体工事等を行っ
ている現場に立入検査を行う。

新型コロナウイルスの感染が拡大した
ため、令和２年１０月は中止した。

2
廃棄物処理法第19条に基
づく病院への立入

1

新型コロナウイルス感染症
にかかる環境省からの通知
を市民や関係機関へお知
らせする

主に使用済自動車の取扱状況等
を確認するため、引取業者・フロ
ン類回収業者へ立入検査を行う。
１年で２０件程度を周り、５年程度
で全対象事業地を回る。

新型コロナウイルスの感染が拡大した
ため、令和２年度は立入検査を中止し
た。

環境省からの通知を内容に応じ
た関係先へお知らせする。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

部名： 環境部 担当課： クリーン推進課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

6 産廃車両検問調査 R3.10

産廃スクラム37の不法投棄撲滅
強化月間の取り組みとして、産廃
運搬車両の一斉路上調査を県、千
葉市、柏市と共同実施する。

新型コロナウイルスの緊急事態宣言が
出されたため、令和３年１０月は中止
した。

7
県内産業廃棄物処理業者
育成事業

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

新型コロナウイルス感染症対策のた
め。

①中止
②・③中央会場でのセレモニーを縮小し
て事業を実施

①R2.5
②R3.5
③R4.5

①中止
②中央会場でのセレモニーを中止して
事業を実施
③中央会場でのセレモニーを縮小して
事業を実施

①R2.11
②R3.11
③R4.11

市内全域において、市民等が道端
に落ちているごみを拾い、市立小
学校内の臨時集積所まで持って
行く事業を行っている。

R2.8～
R5.11

産業廃棄物処理業者の育成のた
めの講習会を千葉県、千葉市、柏
市との共催により実施する。会場
で、集合形式により年2回開催す
る。

新型コロナウイルスの感染が拡大した
ため、令和２年度は中止した。

令和3年度は会場開催ではなく、動画
配信を行った。
令和4年度、令和5年度は会場で1回開
催した後、その様子を動画配信した。

市内全域において、市民等が道端
に落ちているごみを拾い、市立小
学校内の臨時集積所まで持って
行く事業を行っている。

新型コロナウイルス感染症対策のた
め。

1 クリーン船橋５３０の日

2 船橋をきれいにする日

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

部名： 環境部 担当課： 清掃センター

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

家庭系可燃ごみ収集業務 R2.4～R5.6
家庭系可燃ごみの収集業務（業務
自体に変更はない）

約１１０名在籍する収集作業員が密集
する機会を避けるため

令和２年４月から早番・遅番の体制に分
けて作業を行いロッカーでの着替え時
や昼食時に密にならないようにした。

1

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

新型コロナウイルス感染症対策のた
め。

①中止
②各団体の参加納人数を縮小して事業
を実施

交通安全運転研修会
R3.1
R4.1

交通安全運転のマナー向上の一
環として、市内の廃棄物収集運搬
委託業者等を対象として、交通安
全運転研修会を行っている。

新型コロナウイルス感染症対策のた
め。

5

船橋市廃棄物の減量、資源
化及び適正処理に関する条
例第４３条に基づく事業用
大規模建築物立入調査

R2.9～R4.3
年１回定期的に立入調査を行って
いる。

新型コロナウイルス感染症対策のた
め。

3 ごみ減量啓発バス

①R2.2～
R4.3

②R4.4～
R5.3

市職員がごみ減量啓発バスを運
行し、市民団体等を対象に清掃工
場等ごみ処理施設の見学を行っ
ている。

・事業系一般廃棄物減量等計画書未提
出の専用大規模建築物所有者等に対し
て、再度提出を促す文書を発送

4



 

 

99 

 

 

第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 経済部 担当課： 商工振興課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

5
県ジョブサポートセンター
と近隣市との共催による再
就職支援セミナー

R2

県サポートセンターから講師を派
遣いただき、共催希望のある近隣
市と共催で女性向け再就職支援
セミナーを実施

感染拡大防止のため、人を集めるイベ
ントの実施を見直した

オンラインで実施

4
障害者雇用推進・啓発イベ
ント「はたらくということ」

R2～4

特別支援学校の在校生・卒業生に
よる実習・就労体験発表、障害者
雇用に取り組む事業者の事例発
表、障害者雇用優良事業所表彰の
表彰式、三者懇談会

感染症のリスクが高い障害者の参加
があるイベントであるため

R2:オンラインで実施
R3:オンラインで実施
R4:オンラインとリアル会場併用で実施

3
セブンイレブン共催のシニ
アのお仕事説明会

R2～R4
市とセブンイレブンで共催で、シ
ニアを対象としたセブンイレブン
の業務に関する説明会を実施

感染症のリスクが高い高齢者の参加
があるイベントであるため

定員を半分程度に縮小して実施

2
ダイバーシティ推進事業（千
葉県社会保険労務士会船
橋支部委託事業）

R2～R3
多様な人材活用推進を目的とし
た事業者向け3回連続セミナー開
催

R2:感染拡大防止のため、集客を図る
市主催イベントを中止にしたため。
R3:感染拡大防止のため、人を集めな
い形での実施に変更

R2:千葉県社会保険労務士会の主催事
業（市共催）としてオンラインセミナー1
回講座で実施
R3:オンラインで実施

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
ふなばし地域若者サポート
ステーション事業

R2.2～R5.3
①サポステブース内での個別相談
②合同就職説明会

感染拡大防止のため、ソーシャルディ
スタンスを確保

①公民館の会議室を使用して、ソーシャ
ルディスタンスを確保した形での個別
相談
②定員を減らして実施
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

令和2年の啓発講座（上期）は中止、そ
れ以外はオンラインで実施。※交流会
はR4年度より対面に戻している

9
ふなばしセレクションPR事
業

R2.4～R4.3

市場・消費者のニーズを把握する
ため、人が多く集まるイベント（ふ
なばし朝市等）に出店し「ふなばし
セレクション」認証品を販売。

緊急事態宣言等の発出により、催事の
開催が見送られるなど、イベント自体
の開催回数が減り、出店の引き合いが
ほとんどなかった。

地域工業団体連合会・臨海
工業地区連絡協議会（任意
団体）

R2～R3 総会・役員会、視察研修会の開催
感染拡大防止のため、人を集めるイベ
ントの実施を見直した

・総会、役員会を書面会議に変更
・令和２年度は視察研修会中止、令和3
年度は近場の施設で現地集合・現地解
散とした

8 創業支援推進事業 R2.7～
創業に関する啓発講座、知識取得
講座、交流会を対面にて実施

感染拡大防止のため、人を集めるイベ
ントの実施を見直した

7

10
ふなばし９路線鉄道スタン
プラリー事業

R2.4～R4.3

ふなばし９路線３５駅を活用した
スタンプラリーをとおして、新た
な観光客の集客、回遊性や賑わい
の創出する。

感染対策を施したイベント開催が困難
であったため。

6 経営相談 R2～R５ 中小企業診断士による経営相談
感染拡大防止のため、ソーシャルディ
スタンスを確保

アクリルパーテーションを設置し、また
手指消毒用アルコールを用意

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

部名： 経済部 担当課： 農水産課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分

2 農水産祭 R2.2～R4.11

船橋市地方卸売市場にて農水産
物のPRを行うため、出店やス
テージイベント即売等のイベントを
開催。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、事業の見直しや中止の判断にい
たった。

令和2年度：（変更）アンケートに答えて
農産物プレゼントキャンペーン
令和3年度：（縮小）市役所北側通路に
て即売会
令和4年度：（中止）

代替で行ったこと

1

見直した理由（経緯）

12
ふなばし市民まつり
（船橋港親水公園花火大会
含む）

R2.4～R5.3

市民参加型のイベントとして開催
しているジョイ＆ショッピングフェ
ア、ふれあいまつり及び花火大会
の開催。

感染拡大防止対策を施したうえでの
イベント開催が困難と判断したため。

R2.2～R4.11

参加者が市内の農家において収
穫体験を行い、その農産物を使っ
た調理体験を通じて市民が農業
に親しむ機会を創出する。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、イベント等の実施の判断をした
ため。

令和2年度：中止
令和3年度：中止
令和4年度：調理体験を含まない形で、
サツマイモの収穫体験を実施する親子
アグリツアーを代替で実施した。

親子アグリツアー

11
ふなばし銭湯スタンプラ
リー

R2.4～R4.3

市内にある一般公衆浴場を活用
したスタンプラリーをとおして、
一般公衆浴場のPR及び新たな観
光客の集客、回遊性や賑わいの創
出する。

感染対策を施したイベント開催が困難
であったため。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

部名： 経済部 担当課： 消費生活センター

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直した理由（経緯） 代替で行ったこと見直しの区分

民生委員・児童委員等消費生活研修会 R3.2～R5.3

民生委員・児童委員、介護支援事
業所等職員を対象に、最近の消費
者トラブルの事例やその対処法を
学んでいただき、地域全体で消費
生活における被害の未然防止を
目指す。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、会場での実施が困難となった。

・R2年度は介護支援事業所等職員研修
のみ実施
・R3年度は動画配信形式で実施
・R4年度は対面研修・動画配信の選択
制で実施

2

3

1 生き活き展
R2.10～
R4.10

消費者団体・企業・行政など各団
体が日頃研究した成果を一同に
発表する。
R元年10月まではららぽーとに
て開催。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、会場での実施が困難となった。
R2年度：中止
R3年度以降開催方法の変更

・R3年度は市ホームページ上でデジタ
ル開催
・R4年度以降はデジタル開催に加え
て、パネル展を実施

出張相談 R2.4～R5.3

地域の高齢者が集まる市内老人
福祉センター5ヶ所を月に1回訪
問し出張相談及び啓発活動を実
施。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、会場での実施が困難となった。

・R3年度はチラシ配布を中心に実施

3
農地を活用した地域防災訓
練

R2.2～R5.3

都市農地の様々な機能のうち、防
災機能を市民へ周知する目的で
農地における防災訓練(避難訓
練・防災講座・炊出し)を実施。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、事業の中止の判断にいたった。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと



 

 

103 

 

 

第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

消費者教育の推進を図るため記
念講演を開催。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、会場での実施が困難となった。

4

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

消費者月間記念講演 R2.5

7 商品量目立入検査 R2～R3

消費者が安心してお買い物でき
るよう、市内のスーパー等対象に
商品の内容量や表示について立
入検査を行う。

6 消費者講座 R2.3～R4.3

賢い消費者の育成を目指し、消費
生活に関する様々な問題を取り
上げ、専門講師による講座を開
催。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、会場での実施が困難となった。

・一部動画配信形式に変更して開催

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、実施が困難となった。

5 消費生活モニター事業 R2.4～R3.3

消費者としての意識を高めると共
に、消費者啓発のリーダーの育成
を目指し、市内在住者を対象とし
て公募により委嘱。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、実施が困難となった。
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新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 地方卸売市場 担当課： 総務課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

さばき方教室

中止
R2.3～R4.９

変更
R4.１０～現在

仲卸業者を講師として招き、魚の
さばき方を習得する教室を開催。

感染症の感染状況等を考慮し、市場内
でのイベント実施は適さないと判断し
中止とした。再開にあたっては市保健
所が提示した「公共施設再開に向けて
の基本的な基準」及び「イベントガイド
ライン」を基にイベント内容を見直し
た。

【中止】代替なし
【変更】・定員を１６名から８名に変更

3 活き活き料理教室

中止
R2.3～R4.5

変更
R4.6～現在

講師を招き、市場の食材を利用し
た料理教室を開催。

感染症の感染状況等を考慮し、市場内
でのイベント実施は適さないと判断し
中止とした。再開にあたっては市保健
所が提示した「公共施設再開に向けて
の基本的な基準」及び「イベントガイド
ライン」を基にイベント内容を見直し
た。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

4

2
ふなばし楽市～旬を探そ
う！スタンプラリー～の運
営

R2.4～R4.5

2ヵ月に一度、市場協力会の主催
で実施される市場一般開放日に
合わせ、抽選で景品をプレゼント
するスタンプラリーを開催。

【中止】代替なし
【変更】・定員を２４名から８名に変更
・試食を廃止。

1
市場見学ツアー～わくわく
市場探検隊～の運営

中止
R2.3～R4.4

変更
R4.5～現在

市民などに市場の役割や魅力を
知ってもらうための市場見学ツ
アーを月に1度開催。

感染症の感染状況等を考慮し、市場内
でのイベント実施は適さないと判断し
中止とした。再開にあたっては市保健
所が提示した「公共施設再開に向けて
の基本的な基準」及び「イベントガイド
ライン」を基にイベント内容を見直し
た。

【中止】代替なし
【変更】・定員を40名から１５名に変更
（その後段階的に定員を増やし、現在は
30名で実施）
・試食を廃止し、お土産配布を実施

感染症の感染状況等を考慮し、市場内
でのイベント実施は適さないと判断し
中止とした。
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新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 都市計画部 担当課： 都市政策課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

部名： 都市計画部 担当課： 技術管理課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

2

新型コロナウイルス感染症
（COVID-19)における船
橋市都市計画審議会の実
施に向けた感染拡大防止
ガイドラインの作成

R2.11～R5.5
感染対策の規定なく、都市計画審
議会を対面開催

令和２年9月15日開催の第38回船橋
市新型コロナウイルス感染症対策本部
会議にて、令和２年１１月１日以降の市
主催（共催）イベント・事業の実施につ
いては、所管課による「感染対策を定
めたガイドライン」の作成が必須と
なったため。

「新型コロナウイルス感染症（COVID-
19)における都市計画課事業の実施に
向けた感染拡大防止ガイドライン」を作
成し、これに沿って開催した。

1 各種会議 R2.3～R5.3
・会議出席者の縮小
・書面開催
・Web開催

各種会議は出席者を集って開催
している。

1
船橋市都市計画審議会の
開催

R2.5～R4.3
毎年度5月・8月・11月・2月に船
橋市都市計画審議会を集合形式
で開催

審議会内クラスター発生防止のため、
緊急事態宣言やまん延防止等重点措
置の発出期間中は、集合形式での開
催について慎重に検討したため。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

令和2年3月25日付け船職員第
5273号にて新型コロナウイルス感染
症の拡大防止の取り組みが周知され
たため。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

・開催の延期（６回）
・書面による開催（１回）
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部名： 都市計画部 担当課： 都市計画課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

「新型コロナウイルス感染症（COVID-
19)における都市計画課事業の実施に
向けた感染拡大防止ガイドライン」を作
成し、これに沿って開催した。

4
市民説明会・講習会・審議
会等の開催

R2.11～R5.5
市民説明会・講習会・審議会等を
対面により開催していた。

令和２年１１月１日以降の市主催（共
催）イベント・事業の実施については、
所管課による「感染対策を定めたガイ
ドライン」の作成が必須となったため。

郵送での届出を可とした3
都市計画法第５３条許可
申請受付

R2.4～ 窓口のみで受付

1
違反広告物に係る指導・啓
発合同パトロール

2 地区計画届出受付

不要不急の外出自粛

・苦情が入った違反広告物に対しては、
都市計画課にて個別に指導
・市ホームページでの啓発や、関係機関
の協力を得て、パンフレットや関係機関
ホームページでの啓発を実施

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

R2.5～R5.3

指導・啓発を目的に船橋警察署、
船橋東警察署、千葉県葛南土木事
務所、道路管理課と月に２回程度
違反広告物に係る合同パトロール
を実施している。

緊急事態宣言の発令や新型コロナウイ
ルス感染症の感染状況等を考慮し、複
数の役所の職員が集まること、指導対
象に飲食店が多いことから、感染を拡
大する危険性があると判断したため。

R2.4～ 窓口のみで受付 不要不急の外出自粛 郵送での届出を可とした
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新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 都市整備部 担当課： 都市整備課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

変更

〇 その他(感染症対策)

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

放置自転車等の移送。
新型コロナウイルス感染症（緊急事態
宣言）の影響により放置自転車の数が
大幅に減少したため。

・放置自転車等の移送を縮小

船橋市自転車等駐車対策
協議会

R2.4～R4.3
船橋市自転車等駐車対策協議会
を集合開催している。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため。

・船橋市自転車等駐車対策協議会を開
催中止した
・船橋市自転車等駐車対策協議会を書
面開催した

4
放置自転車等の街頭指導
業務

R2.1～R5.5
新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため、指導員のマスク着用など
感染症対策徹底を委託先に指示。

3

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

2 駐輪場・駐車場整理業務 R2.1～R5.5 駐輪場・駐車場整理。
新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため。

・整理員のマスク着用や手指消毒など
感染症対策徹底を委託先に指示
・自転車への接触や利用者への声掛け
を必要最低限に行うよう委託先に指示

1
自転車等駐車場定期利用
申請受付

R2.12～
自転車等駐車場の定期利用申請
を窓口、郵送及びインターネットに
て受付している。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため。

・郵送及びインターネットによる申請の
推奨
・窓口にビニルカーテン及びアルコール
を設置
・使用後のボールペン消毒を実施（新型
コロナウイルスが５類に移行した時点で
終了）

5 放置自転車等の移送業務 R2.4～R2.7
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部名： 都市整備部 担当課： 公園緑地課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止（閉園）

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止（閉館）

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止（閉園）

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

4 三番瀬海浜公園 R2.4～R2.5 通常開園
利用者及び従業員の安全対策のため
一時的に閉園した。

3 アンデルセン公園
R3.4～
R3.11

入場制限なし

安全に利用できる人数を5，000人と
限定したり、土日祝日は前売券の購入
を必要とするなど、混雑が予想される
日の来園者数を抑えた。

アンデルセン公園
R2.4～R2.5
R3.1～R3.1
R3.9～R3.9

通常開園
利用者及び従業員の安全対策のため
一時的に閉園した。

2

アンデルセン公園
（アンデルセンスタジオ）
（童話館）
(食のアトリエ)

スタジオ
R2.2～R2.3
R3.9～R3.9

童話館
R2.2～R2.5

アトリエ
R2.2～R2.7

通常開館
利用者及び従業員の密集が回避でき
ないことから、安全対策のため一時的
に閉館した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

変更

○ その他（感染症対策）

9 発注工事 R2.5～R5.5

三つの密を回避する対策の実施。
建設業における新型コロナウイルス感
染予防対策ガイドラインにより身体的
距離の確保、マスクの着用、手洗い、
換気、体温測定、消毒等の実施。

8 花苗サポーター事業 R2.3～R2.5
市役所本庁舎の会議室にて、苗の
育成や植え付け方法等について、
講習会を実施している。

対策本部会議により屋内イベントや事
業を原則中止が決定されたため。

・事業の概要や講習会の内容を収めた
動画を作成しYouTubeで公開

7 公園等団体利用 R2.4～R2.5
団体利用について、届出を提出の
上、利用いただいていた。

利用者の安全対策のため一時的に団
体利用を中止した。

6

天沼弁天池公園
薬円台公園
西船近隣公園
（噴水及び水景施設）

天沼
R2.4～R5.5

薬円台・西船
R2.4～

再開準備中

通常噴水等稼働
塩素消毒設備の無い噴水等からの飛
沫感染等の予防のため、稼働を停止し
た。

5
薬円台公園
（徒渉池）

R2.7～R2.9
R3.7～R3.9
R4.7～R4.9

毎年度、夏季の一部期間におい
て、薬円台公園内の便益施設であ
る徒渉池を一般利用できる形態
とし、水遊びの場を提供してい
る。

利用者及び従業員の安全対策のため
開催を中止した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

変更

〇 その他(感染症対策)

12
施設来訪者、事務従事者に
対するアルコール消毒

R2.12～

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため、窓口カウンターにアル
コールを設置し手指消毒を行ってい
る。

11 ふれあい花壇事業 R2.４

公園の清掃業務委託を受託して
いる町会等に公園の花壇を管理
していただける場合、春と秋に花
苗を配布している。

参加者の安全対策のため開催を中止
した。

10 緑と花のジャンボ市 R2.４～R３.3
緑化の普及を目的に年２回（春と
秋）イベントを開催している。

来園者及び参加者の安全対策のため
開催を中止した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名：都市整備部 担当課： 飯山満土地区画整理事務所

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

変更

〇 その他（感染症対策）

中止

縮小

変更

〇 その他（感染症対策）

4
施設来訪者、事務従事者に
対するアルコール消毒

R2.12～

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため、窓口カウンターにアル
コールを設置し手指消毒を行ってい
る。

3
飯山満土地区画整理事業
整備工事

R2.5～R5.5

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため。
マスクの着用、詰所内の換気、消毒
液、体温計の設置、トイレ、重機などの
消毒、少数での食事等を実施した。

2 土地区画整理審議会 R3.8.19
飯山満土地区画整理事務所別室
会議室にて開催。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため。

会長、副会長、事務局以外の委員は
WEB開催とした。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 地権者協議 R2.5～R5.5
地権者宅を訪問し協議を実施し
ている。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため。

地権者宅の訪問を控え、電話にて協議
を実施した。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 道路部 担当課： 道路計画課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

部名： 道路部 担当課： 道路管理課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

・書面で開催、対面とWeb参加併用で
開催

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

2
船橋市地域公共交通活性
化協議会の開催

R2.6～R５.1 対面で開催。
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮したため。

1
道路台帳等経年変化修正
業務

R2.5～R３.1
市が管理する道路台帳は年４回の
サイクルで委託により更新してい
る。

令和2年4月7日に発令された緊急事
態宣言に伴う外出自粛の要請にとも
ない委託業者の出勤者数が制限さ
れ、委託業者から現地調査やデータ更
新等の作業が進められないと申し出
を受けたため。

1
船橋市公共交通不便地域
解消事業

R4.1～

試験運行、本格運行とも指定の6
月間で運行経費の５０％を運賃収
入等により確保することが事業継
続の条件となっていた。

新型コロナウイルス感染症の影響によ
りバス乗車人数が大幅に減少したた
め、事業継続の条件を満たせない可
能性が出てきた。

・要綱を改正し、「ただし、災害その他や
むを得ない事情があると市長が認める
場合はこの限りではない。」との文言を
追加

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

・令和2年6月期・9月期（新規認定路線
の認定網図への反映を除く）での道路
台帳システム更新を令和3年1月に一括
実施
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

・書面で開催

3
道路占用工事の連絡・調整
に関する事務

R2.4～R4.3

道路法第34条により、ガス・水道
などの地下埋設工事等を計画的
に執行させるため、施工時期及び
施工方法について調整する道路
工事等連絡調整会議を、8月と1
月を除く毎月開催している。

緊急事態宣言やまん延防止等重点措
置の発令期間中は感染拡大を防止す
るため、集合形式による会議をとりや
めた。

・書面で開催

2
不法占用物の撤去指導業
務

R2.5～R5.3

4
船橋駅北口広場管理運営
委員会業務

R2.6
R3.6

船橋駅北口広場管理運営委員会
の会計報告等のため、年1回総会
を開催している。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染拡大を防止
するため、集合形式による会議をとり
やめた。

許可なく設置された屋台、看板等
に対して、苦情対応及びひと月に
4回船橋駅等の周辺で都市計画
課と共にパトロールを行って撤去
指導している。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
や感染拡大防止を考慮し、新型コロナ
ウイルス感染症の感染症法上の位置
付けが5類感染症になるまでパトロー
ルを中止した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 下水道部 担当課： 下水総務課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

部名： 下水道部 担当課： 下水道建設課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

・下水道展の規模を縮小し、パネル展示
のみを実施

1
「下水道の日」事業
（イベント事業）

R2.4～R5.3

・下水道展（パネル展示や実寸大
のマンホールパズル、微生物が汚
水をきれいにする実演など）
・下水処理場へのバス見学会
・市内小学生を対象とした、絵画・
書道コンクール

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、人が大勢集まるイベントは極力
避けるよう検討した。

1 下水道事業説明会 R2.4～R5.3

下水道工事の施工前に対象地域
の住民を集めて下水道事業の概
要、工事の流れ、費用に関するこ
とを説明する。

令和2年3月25日付け船職員第
5273号にて新型コロナウイルス感染
症の拡大防止の取り組みが周知され
たため。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

・戸別説明を実施
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名： 下水道部 担当課： 下水道施設課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

部名： 下水道部 担当課： 河川整備課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

1
準用河川駒込川改修事業
に伴う用地買収交渉

R3.7～R5.3

浸水被害を防ぐため準用河川駒
込川延長１，４５０ｍの川幅を広げ
時間５０ｍｍの雨に対応するよう
整備するための用地買収

a

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

下水道施設見学

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

土地地権者は高齢者の方も多くおり、
用地買収交渉のための訪問を拒否す
る地権者が多数見受けられたことや
地権者自身が新型コロナウイルスに感
染したため用地交渉ができなかった。
また、新型コロナウイルス感染対策に
職員が保健所応援に行ったため訪問
する職員が不足したため。

電話等で頻繁に連絡を取り今まで築い
てきた人間関係を保ちながら長期的な
交渉を行った。

R2.2～R4.4
下水処理について理解を深めて
いただくため、高瀬下水処理場の
見学を実施している。

船橋市新型コロナウイルス感染症対策
本部会議で市主催のイベントを中止す
る基本的な考え方について示された
ため
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 建築部 担当課： 住宅政策課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

3

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

一定期間相談を中止及び相談回数を減
らした

1
高齢者の居住の安定確保
に関する法律第２４条第１
項に基づく立入検査

Ｒ2.3～
Ｒ3.10

サービス付き高齢者向け住宅に
出向き立入検査を実施する

令和２年３月１０日付厚生労働省老健
局総務課介護保険指導室事務連絡に
て、介護保険施設等に対する指導監督
の延期等の対応について通知があっ
たため。

予定を延期して立入検査を実施した

2
建築住宅相談及びマンショ
ン管理無料相談

R2.４～R4.3

●建築住宅相談
船橋駅前総合窓口センター相談室
にて月に５回実施
●マンション管理無料相談
船橋駅前総合窓口センター相談室
にて月に１回実施（１月を除く）

令和２年４月１０日付駅前セ第１１号に
て船橋駅前総合窓口センター所長より
相談室使用自粛の依頼の通知があっ
たことや、各相談団体の意向を踏まえ
たため。

マンション管理セミナー Ｒ2.3～Ｒ4.3
毎年3、9月に中央公民館にて実
施

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う
公民館の利用休止や主催である千葉
県マンション管理士会の意向を踏まえ
たため。

○以下の日程のセミナーを中止した
・Ｒ2.3　・Ｒ3.3　・Ｒ3.9　・Ｒ4.3
○Ｒ2.9のセミナーについては、例年の
セミナーよりも募集人数を減らしたうえ
実施した。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 消防局 担当課： 消防局総務課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 船橋市消防出初式 R３．１～Ｒ５．１
新春恒例の防火・防災行事として
1月初旬に実施している。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため中止・縮小とした。

・令和３年は中止
・令和４年及び令和５年は縮小開催

3 在宅勤務 R2.4～R2.5
勤務場所に出勤して勤務を行っ
ていた。

令和２年４月１５日から市役所で交代
勤務制が開始されたため。

・各所属の毎日勤務者の勤務人員を通
常の５０％にするため、在宅勤務を行
い、２班編成とした。

2 分散勤務 R2.4～R3.10

各所属（消防局各課及び各消防
署）の係単位で事務室の席を配置
していた。

令和２年４月７日に緊急事態宣言が発
せられたことに伴い、「人と人との接
触を８割程度抑えることで感染拡大の
防止が図れる」という見込みが示され
たため。

・各所属の毎日勤務者の事務室を分散
した。
・事務室内の机の間に、飛散防止フィル
ムを設置した。
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部名： 消防局 担当課： 消防局予防課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
市民相談及び受付業務

R2.5～R5.5

市民や関係事業所の業者からの
各種消防法令関係手続に伴う相
談及び申請書等の対応は対面に
て行うことが主流である。

総務省消防庁発の令和２年５月１５日
付け消防予第124号にて押印の省
略、令和2年５月29日付け消防予第１
４２号にて各種受付業務にあたり、対
面による対応を減らすよう通知があっ
たため。

・消防法令関係手続における押印の省
略等
・申請書等は、可能な限り電子メールや
郵送等を活用し、対面による手続きを
極力減らした。

3
船橋市消防局音楽隊創立６
０周年記念演奏会

R４

令和４年度に船橋市消防局音楽
隊創立６０周年を迎えるにあた
り、市長、副市長及び市議会議員
並びに県内及び近隣都県市で音
楽隊を有する消防本部等の関係
者を招待し、各所属協力のもと、
船橋市消防局音楽隊の演奏を披
露する。

令和２年２月１９日付けで船橋市保健
所から報道関係へ「新型コロナウイル
スの影響によるイベントの中止・延期
について」が発出されたため。

令和４年度は延期とする。

2
船橋市消防局音楽隊定期
演奏会

Ｒ１～Ｒ３

例年２月頃、船橋市民文化ホール
にて、音楽を通じて市民に防火・
防災を呼びかけるとともに、市民
の防火意識の向上を図るために、
市職員及び市民音楽隊による演
奏会を行う。

令和２年２月１９日付けで船橋市保健
所から報道関係へ「新型コロナウイル
スの影響によるイベントの中止・延期
について」が発出されたため。

令和元年度、２年度及び３年度は中止と
する。

5
船橋市幼年少年婦人防火
委員会

R２～R3
幼年消防クラブ、少年消防クラブ
及び婦人クラブ員と、年１回定期
的に対面会議を行っている。

令和２年２月１９日付けで船橋市保健
所から報道関係へ「新型コロナウイル
スの影響によるイベントの中止・延期
について」が発出されたため。

書面にて実施

4 消防フェア R3～R4

市民と消防の「ふれあいの場」を
設けることにより、消防行政に対
する理解と協力を呼び掛け、市民
の火災及び災害に対する防火・防
災意識の啓発を図る。

令和２年２月１９日付けで船橋市保健
所から報道関係へ「新型コロナウイル
スの影響によるイベントの中止・延期
について」が発出されたため。

令和３、４年度に消防フェア実行委員会
が開催されるもいずれも中止となる。
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No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

部名： 消防局 担当課： 消防局警防指令課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
教育研修計画及び事業計
画に基づく警防・救助訓練

Ｒ２.５～
Ｒ４.１２

警防・救助体制の充実強化を目的
とし、教育研修計画及び事業計画
に基づき、集合形式にて各種警
防・救助訓練を実施している。

各訓練の実施時期において、緊急事
態宣言の発令状況や新型コロナウイル
ス感染症の感染状況等を考慮し、実施
を判断する。

・訓練実施時期の新型コロナウイルス感
染症の感染状況等を考慮し、一部を中
止、または規模を縮小して実施した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

7
新入社員防火教室（４月）
消防用設備等取扱研修会
（１０～１１月頃）

R2～R３

市内事業所の新入社員や代表者
を当市消防局に招待し、通報や消
火・警報・避難設備の取扱要領を
実践を交えて習得してもらう。

令和２年２月１９日付けで船橋市保健
所から報道関係へ「新型コロナウイル
スの影響によるイベントの中止・延期
について」が発出されたため。

令和２、３年度は中止とする。

6
船橋市自衛消防協会の総
会・理事会及び各行事

R2～R３

・他自治体の協会や船橋市自衛消
防協会の理事が集まり対面にて
年に数回定期的に会議を行う。
・各行事については防火思想の普
及啓発及び防火管理体制の強化
を促進するものや、協会加入の市
内事業所の協力のもと、発展と社
会公共の安全及び福祉の増進に
寄与するとともに、会員相互の融
和親睦を図ることを目的として行
うものなどがある。

令和２年２月１９日付けで船橋市保健
所から報道関係へ「新型コロナウイル
スの影響によるイベントの中止・延期
について」が発出されたため。

総会・理事会については書面にて実施
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No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

3
船橋市消防団ポンプ操法
大会

R2～R4

平素の消防団員の訓練成果を発
表し、消防機械器具の操作の基本
及び実践的技術の向上と士気の
高揚を図ることを目的とし実施し
ている。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、感染拡大防止を図り災害活動に
支障をきたさない様にするため。

2
消防車両による歳末警戒巡
回時の広報活動

Ｒ２.１２

船橋市消防警防規程第８４条（特
別警戒）に基づき、毎年度、消防
職員及び消防団員が、年末期の火
災等の発生を未然に防ぐことを
目的に実施している。

令和２年１２月２４日付け消第１４６３号
千葉県防災危機管理部消防課長から
の通知を受け、警察や消防による歳末
警戒といった取組と連携して実施する
ことが効果的と考えられたため。

警戒巡視の際、例年実施している広報
文に感染拡大防止についての内容を加
えて広報した。

5
救急体制の強化
（非常用救急体制の変更）

R3.8～
R5.3

平常時は消防隊として災害に対
応し、救急輻輳時には非常用救急
隊として救急出動に対応してい
る。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
に伴い、救急件数が増加傾向にあり、
救急輻輳事態が恒常的に発生してい
ることから、救急体制の強化が必要と
なった。

・救急件数の状況を考慮し、必要とした
期間に、非常用救急隊を常に災害出動
及び救急出動の両方に対応できる体制
となるよう、出動基準を見直した。
・令和４年１０月に、非常用救急車1台を
増車することで非常用救急隊を２隊体
制とした。また、県内の病床確保フェー
ズに応じ、非常用救急隊を専任運用と
する体制を整備した。

4 船橋市消防団の各種活動 R2.4～R5.3

各種災害対応訓練、町会や自治会
等における消防訓練及び防火パト
ロール並びに応急手当の普及活
動等

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、感染拡大防止を図り災害活動に
支障をきたさない様にするため。
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部名： 消防局 担当課： 消防局救急課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
令和２年度
救急隊員生涯教育

R2.６
指導救命士による救急隊員に必
要な知識・技術の教育訓練

船橋市新型コロナウイルス感染症対策
本部会議の方針により、密を避けて実
施するため。

・研修参加人数の分散化を図るため、研
修場所を変更

3
令和２年度
救急救命士再教育
（病院実習）

Ｒ２．１２～
Ｒ３．３

救急救命士の再教育に係る病院
実習の手引きに基づいた救急処
置

新型コロナウイルス感染症の感染
拡大に伴い、病院実習受入れ期間が
短縮されたため。

・対象者を制限して実施

2
令和２年度
救急活動想定訓練競技会

Ｒ２．１０ 救急現場に即した隊活動訓練
船橋市新型コロナウイルス感染症対策
本部会議の方針により、密を避けて実
施するため。

・入室人数を制限し、研修時間を午前及
び午後に分散して実施

5
令和３年度
救急活動想定訓練競技会

Ｒ３．１０ 救急現場に即した隊活動訓練
新型コロナウイルス感染症の拡大及び
市内の救急体制のひっ迫状況に鑑み
中止

4
令和２年度
救急実務研修

Ｒ３．２
救急業務に必要なシナリオトレー
ニング実習、救急関係法令、プロ
トコール、接遇等

新型コロナウイルス感染症の拡大及び
市内の救急体制のひっ迫状況に鑑み
中止
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No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

7
令和３年度
救急実務研修

Ｒ３．２
救急業務に必要なシナリオトレー
ニング実習、救急関係法令、プロ
トコール、接遇等

新型コロナウイルス感染症の拡大及び
市内の救急体制のひっ迫状況に鑑み
中止

6
令和３年度
救急救命士再教育
（病院実習）

Ｒ３．１１～
Ｒ４．２

救急救命士の再教育に係る病院
実習の手引きに基づいた救急処
置

新型コロナウイルス感染症の感染
拡大に伴い、病院実習受入れ期間が
短縮されたため。

・対象者を制限して実施

8 救命講習

①Ｒ２.２.２０
～R２.10.３１
②R2.12.26
～Ｒ３.3.31
③Ｒ３.5.30
～Ｒ３.6.30
④Ｒ3.8.30
～Ｒ3.9.30

定期的に市民に対して救命講習
を行っている。
①実施予定数　20回
②実施予定数　　6回
③実施予定数　　5回
④実施予定数　　6回

令和２年２月１９日に開催した船橋市
新型コロナウイルス感染症対策本部会
議において、イベントの実施に関する
基本的な考え方について方針が示さ
れたため。

①Ｒ2.11.5
～Ｒ2.12.21
②Ｒ3.4.23
～Ｒ3.5.25
③Ｒ3.7.5
～Ｒ3.8.24
④Ｒ3.10.1
～Ｒ4.11.15
⑤Ｒ4.11.20
～Ｒ5.3.31
⑥Ｒ5.4.1～
（現在継続中）

定員３０人で実施
（訓練人形は受講者で共有し、
人工呼吸も実施している）
①実施予定数　　　５回
②実施予定数　　　７回
③実施予定数　　　８回
④実施予定数　　６１回
⑤実施予定数　　１９回
⑥実施予定数　　４２回
　（令和５年１２月３１日現在）

①～④定員　９人で実施
訓練人形は１人１体、人工呼吸は中止
⑤定員　１５人で実施
訓練人形は共有、人工呼吸は中止
⑥定員　２０人で実施
訓練人形は共有、人工呼吸は中止
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No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

変更

〇 その他（　不足　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

10
船橋市ドクターカー連絡協
議会研修会及び会議

R2.3～R5.3
8月を除く第3火曜日に研修会及
び必要に応じて会議を行ってい
る。

令和２年２月２５日付け事務連絡にて、
総務省消防庁より新型コロナウイルス
感染症対策の基本方針の趣旨を踏ま
えて業務を遂行するよう示されたた
め。

・中止の場合は、委員（医師）に対して研
修会資料を電子メールにて送付
・変更の場合は、研修会の参加人数を3
分の１とし実施

9 救急フェア
Ｒ２.9

～Ｒ4.9
毎年９月の救急医療週間に伴い、
救急フェアを実施している。

令和２年２月１９日に開催した船橋市
新型コロナウイルス感染症対策本部会
議において、イベントの実施に関する
基本的な考え方について方針が示さ
れたため。

12
救急活動における個人防護
具

R2.5～
救急機器整備費で確保している
個人防護具を使用し、救急活動を
行っている。

新型コロナウイルス感染症の拡大と物
品の供給が滞っていたため。

・新型インフルエンザ対策として備蓄し
ていた個人防護具を使用した。

11
救急活動に使用する救急資
器材

R2.5～

傷病者が心肺停止等による自発
呼吸ができない場合は人工呼吸
を行うため、バックバルブマスク
を活用している。

令和２年４月２７日付け消防救第１０９
号にて、総務省消防庁より心肺停止の
新型コロナウイルス感染症患者等に係
る消防機関における救急資器材につ
いて示されたため。

・バックバルブマスクのバックとマスク
の間に回路用人工鼻フィルタを接続し、
人工呼吸を実施した。
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部名： 消防局 担当課： 中央消防署

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

○ その他（延期）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

部名： 消防局 担当課： 東消防署

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

1 立入検査 R2.４～R５.3
消防法第4条第１項及び年間計画
に基づき実施している。

令和２年４月９日付け、消防局予防課通知
「立入検査の対応について」にて方針が示
されたため。

・感染者が増加した期間は、中止した。
・感染者が減少した期間は、原則として
実施し、相手側から拒否された場合は、
延期もしくは中止した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 立入検査 R2.4～R5.3
消防法第4条第１項及び年間計画
に基づき実施している。

令和２年４月９日付け、消防局予防課
通知「立入検査の対応について」にて
方針が示されたため。

感染者が増加した間は実施を見合わ
せ、延期した。

見直しの区分

3 消防訓練 R2.２～R５.3
事業所等の要請に応じて、訓練内
容、人数に制限を掛けずに実施し
ている。

令和２年２月２１日付け船消予第１５５１号に
て消防局長から「新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策における消防訓練等に伴う職
員の指導要請について」が発出され、感染
状況等を考慮し、実施の判断をするよう方
針が示されたため。

・感染者が増加した期間は、中止した。
・感染者が減少した期間は、資機材の共
有は原則中止し、応急救護訓練は展示
のみ実施可能とした。

2 庁舎見学 R2.２～R５.3
事業所等の要請に応じて、見学内
容、人数に制限を掛けずに実施し
ている。

新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態
宣言を受けて、感染防止のため、庁舎見学
の実施を見合わせた。

・感染者が増加した期間は、中止した。
・感染者が減少した期間は、参加人数に
制限を掛け、庁舎内見学は中止、車両
見学、記念撮影は実施可能とした。

見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

部名： 消防局 担当課： 北消防署

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

令和２年２月２１日付け船消予第１５５１
号にて消防局長から「新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止対策における消
防訓練等に伴う職員の指導要請につ
いて」が発出され、感染状況等を考慮
し、実施の判断をするよう方針が示さ
れたため。

感染者が増加した間は中止し、事業所
等に対しては、自主的な消防訓練を実
施してもらうよう促した。
消防訓練の使用資機材を貸し出した。
応急救護訓練実施時は、展示のみとし
た。

新型コロナウイルス感染症に係る緊急
事態宣言を受けて、感染防止のため、
庁舎見学の実施を見合わせた。

・庁舎内の見学は行わず、各車両の説
明を実施する。
・参加人員の縮小

1 立入検査 R2.４～R5.3
消防法第4条第１項及び年間計画
に基づき実施している。

令和２年４月９日付け、消防局予防課
通知「立入検査の対応について」にて
方針が示されたため。

感染者が増加した間は実施を見合わ
せ、延期した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

3 消防訓練 R2.２～R5.3
事業所等の要請に応じて、訓練内
容、人数に制限を掛けずに実施し
ている。

2 庁舎見学 R2.２～R5.3
事業所等の要請に応じて、見学内
容、人数に制限を掛けずに実施し
ている。
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No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

・感染者が増加した期間は、自衛消防訓
練で実施するよう促した。
・資機材の共有は原則中止し、応急救護
訓練は展示のみ実施した。

2 庁舎見学 R2.2～R5.3
事業所等の要請に応じて、見学内
容、人数に制限を掛けずに実施し
ている。

新型コロナウイルス感染症に係る緊急
事態宣言を受けて、感染防止のため、
庁舎見学の実施を見合わせた。

・参加人員の縮小
・庁舎内の見学は行わず、車庫内で車
両見学のみ実施

3 消防訓練 R2.2～R5.3
事業所等の要請に応じて、訓練内
容、人数に制限を掛けずに実施し
ている。

令和２年２月２１日付け船消予第１５５１
号にて消防局長から「新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止対策における消
防訓練等に伴う職員の指導要請につ
いて」が発出され、感染状況等を考慮
し、実施の判断をするよう方針が示さ
れたため。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
担当課： 会計課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

・実地検査を書面検査に変更して実施

2 公金検査 R2.9～R5.3
窓口収納業務を行っている所属
について、収納状況の実地検査を
行っている。

緊急事態宣言の発令や新型コロナウイ
ルス感染症の感染状況等を考慮した
ため

・実地検査を書面検査に変更して実施

1
地方自治法施行令第168
条の4第1項に基づく金融
機関検査

R3.2～R5.3

市内指定金融機関（毎年）及び収
納代理金融機関（２年に１度）につ
いて、公金の収納等の実地検査を
行っている。

緊急事態宣言の発令や新型コロナウイ
ルス感染症の感染状況等を考慮した
ため
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新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 医療センター 担当課： 総務課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

5 公開医療講座 R2.3～R5.3
市民文化創造館にて1月、3月、7
月、10月に市民向けの公開医療
講座を開催している。

船橋市新型コロナウイルス感染症対策
本部会議「市主催（共催）のイベントや
施設事業を中止・延期する基本的な考
え方について」に基づき開催を中止、
又はコロナ禍前と比較し定員を制限し
て開催した。

4 病院出入口の制限 R2.3～R5.5

A館救急外来、B館正面、B館立体
駐車場側、E館出入口の全てを開
放していた。
（夜間はB館立体駐車場側閉鎖）

新型コロナウイルスの外部からの持込
みを予防するため、患者用出入口をA
館救急外来及びB館正面に限定し検
温を実施した。
また、B館立体駐車場側出入口を閉鎖
した。

3 面会制限 R2.3～R5.5

平日
　15時00分～20時00分
土・日・祝及び年末年始
　13時00分～20時00分

新型コロナウイルスの外部からの持込
みを予防するため、感染状況に応じて
面会の制限、面会の禁止を実施した。

国庫補助金を活用し、病棟ラウンジ等
にwi-fiを整備し、データ量を気にする
ことなくオンライン面会を実施できるよ
うにした。
(利用可能時間：毎日8：30～21：00)

2
（コロナ感染拡大に伴う）
入院制限、手術制限

感染拡大期 予定手術は平日毎日実施

感染拡大期、病棟への入院制限の実
施や医療従事者のマンパワー不足に
より、急を要さない手術の延期を行っ
た。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
（コロナ病床確保に伴う）
入院制限、手術制限

R2.3～
全449床での入院患者の受け入
れ

新型コロナウイルス感染症患者専用病
床を確保するため、その他の患者が入
院できる病床数が減少した。
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新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 管理部 担当課： 教育総務課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

5

3
第3回船橋市立金杉台中学
校・御滝中学校統合準備会

R3.2～3
金杉台中学校と御滝中学校との
統合を円滑に進めるため、必要事
項を検討、調整する。

・書面会議にて開催

1 令和元年度第4回校長会議 R2.3.26

教育委員会各部署及び小・中学
校、特別支援学校、市立船橋高校
の校長先生が総合教育センター視
聴覚ホールに集まり、連絡・調整
を行う。

新型コロナウイルス対策会議におい
て、臨時休館等の期間が3/31まで延
長されたことを受け、教育委員会で対
応を協議した結果。

・資料配布及び説明が必要であった学
務課のみの説明会として開催（通常1回
1時間程度の開催を2回（小学校／中学
校ほか）に分け各20分程度で開催）

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
観点（緊急事態宣言下）から教育委員
会で対応を協議した結果。

・書面会議にて開催

2 令和2年度第1回校長会議 R2.4.15

教育委員会各部署及び小・中学
校、特別支援学校、市立船橋高校
の校長先生が総合教育センター視
聴覚ホールに集まり、連絡・調整
を行う。

臨時休館等の期間が4/12まで延長
されたこと、緊急事態宣言が発令され
たことを受け、教育委員会で対応を協
議した結果。

・学校教育部からの資料配布及び説明
のみの校長連絡会として開催（通常1回
1時間程度の開催を2回（小学校／中学
校ほか）に分け各30分程度で開催）

4
第6回船橋市立金杉台中学
校・御滝中学校統合準備会

R4.2～3
金杉台中学校と御滝中学校との
統合を円滑に進めるため、必要事
項を検討、調整する。

検討事項の進捗報告が中心となるこ
と及び新型コロナウイルス感染症拡大
防止の観点（まん延防止等重点措置
下）から教育委員会で対応を協議した
結果。

第5回金杉台中学校に関す
る地域説明会

R2.3.28
統合に向けて課題等を整理し、統
合時期も踏まえた統合方針を説
明する。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
観点から延期を検討していたが、その
後も緊急事態宣言やまん延防止等重
点措置が発令されるなどにより開催
できなかった。
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No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

・一部の職種は対面から自校でのオン
ライン研修に変更

7 仕事納め・仕事始めの式 R2～R4
業務に支障のない係長以上を対
象として、教育委員会において仕
事納め・仕事始めの式を開催。

8 市費負担職員研修会 R2～R3
学校の市費負担職員を対象とし
て、職種ごとに年に１回研修会を
開催。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
観点（緊急事態宣言・まん延防止等重
点措置の発令等）から教育委員会で対
応を協議した結果。

6 教育行政運営会議 R2.4

教育行政の運営に関する基本方
針及び重要施策を審議するととも
に、部間相互の総合調整を行うこ
と並びに各部及び課の事務事業
の報告等を行う。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
観点（緊急事態宣言下）から教育委員
会で対応を協議した結果。

9 後援・協賛・共催承認業務
Ｒ２．４．１３
～R2.5.6

船橋市教育委員会以外の団体、法
人が行う行事の共催、後援及び協
賛を承認する。

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴
い、船橋市業務継続計画（BCP）【新
型インフルエンザ等編】に基づき、緊
急事態宣言期間中において業務の執
行体制を見直した。

10 教育長賞申請受付
Ｒ２．４．１３
～R2.5.6

市の教育、文化、芸術、スポーツ、
地域経済等の振興又は地域コミュ
ニティの活性化を図るため、法人
その他の団体が主催する大会、催
し、事業等に対し、教育長賞を交
付する。

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴
い、船橋市業務継続計画（BCP）【新
型インフルエンザ等編】に基づき、緊
急事態宣言期間中において業務の執
行体制を見直した。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
観点（緊急事態宣言・まん延防止等重
点措置の発令等）から教育委員会で対
応を協議した結果。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 学校教育部 担当課： 学務課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 所長学校訪問 Ｒ２.４～Ｒ４.3
県教育委員会に随行し、市内外小
中学校への訪問を行う。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を鑑み、訪問の中止、規模の縮小等
の見直しが行われた。

・訪問の中止（令和2年度）
・他市への訪問の中止（令和２、３年度）
・随行人数などの規模を縮小して訪問
（令和３年度）

3 辞令の受け渡し R2.5～
新たに県から発令された辞令を
当該教職員が所属する校長に対
面にて受け渡しを行う。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を鑑み、受け渡し方法の見直しを
行った。

・対面での受け渡しを取りやめ、
集配を利用した受け渡しを行うことと
した。（令和2年度より）

2
永年勤続者への感謝状贈
呈式

Ｒ２.４～Ｒ５.3
勤続年数が３０年以上となる
県費負担教職員に対し、感謝状の
贈呈を行う。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を鑑み、開催の中止、規模の縮小等
の見直しが行われた。

・開催の中止（令和２、３年度）
・規模を縮小して開催（令和4年度）

5 講師辞令交付式 Ｒ２.5～Ｒ5.3
毎年4月、１０月の年2回、臨時的
任用講師に対面での辞令の交付
を行う。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を鑑み、課内での協議を行い、開催
中止の判断を行った。

・開催の中止（令和２～４年度）

4 身分証明書への押印 Ｒ２.5～

県費負担教職員が携帯する身分
証明書へのシールプレスでの押印
を、各学校の事務職員を本庁舎に
迎え、対面にて行う。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を鑑み、押印方法の見直しを行っ
た。

・対面での押印を取りやめ、市教育委員
会にて押印したものを集配にて受け渡
すこととした。（令和２年度より）
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No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

10 学区審議会 令和３年８月

市内の小中学校の通学区域の設
定に関して必要な事項を調査・審
議するため、委嘱を受けた委員に
よる会議を行っている。

・点検に参加する課、係の数を縮小し
た。

令和３年８月６日に開催を予定してい
たが、船橋市役所庁舎内でのクラス
ター発生を受け、課内で協議の上、会
議形式の変更を行った。

通常は対面で会議を開催しているが書
面での会議に変更した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

8

9 諸表簿点検 Ｒ２.5～
各学校にて処理されている法定
諸表簿などについて、適切に処理
が行われているか確認を行う。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を鑑み、規模の縮小等の見直しが行
われた。

7 不祥事根絶研修 R2.5～
各学校へ学務課職員が訪問し、
不祥事根絶に関する研修を行う。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を鑑み、課内で協議を行い、研修方
法の見直しを行った。

・研修を2回に分ける、オンライン機能
を用いるなど、人が密集する空間が
生まれない研修方法を採用した。

6

管理職選考・市教育委員会
事前面接

Ｒ２.5～R3.3

管理職（校長・教頭・主幹教諭）選
考の受験を志願する教職員に対
し、市教育委員会において事前の
面接を行う。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
に伴い発生した休校期間を補うため
の授業が同時期に行われていたた
め、従来の会場から変更を行った。

・会場を湊町小学校から総合教育セン
ターへと変更した。

各種資料の提出方法 R2.5～
学校から市教委への各種資料の
提出について、校長を本庁舎に迎
え入れて行う。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を鑑み、提出方法の見直しを行っ
た。

・集配やＣ４ｔｈを利用することで、
一部対面での提出方法を見直した。
・また、これまでは提出の時間指定を
行っていなかったが、数校ごとに時間
で区切る方法を採用した。
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部名： 学校教育部 担当課： 指導課

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

2 泊を要する校外学習 R2.7～R3.3
市立小・中・特別支援学校にて泊
を要する校外学習を行っている。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し中止した。

・泊を伴わない校外学習を行った。
・キャンセル料等について補助を行っ
た。

1
教科書・指導書等の取扱事
務打合せ会

R2.3～
教科書無償給与事務及び教師用
教科書・指導書等の貸与ついての
説明会を行っている。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し中止した。

・電話での問い合わせ及び回答

4 研究学校公開研究会 R２．１１
市内学校の教職員等が参加し、研
究課題に沿った公開授業や講演
会を行っている。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し縮小した。

・感染症拡大防止に鑑み、公開授業は
中止し、講演会のみ実施した。

3 泊を要する校外学習 R3.4～R5.3
市立小・中・特別支援学校にて泊
を要する校外学習を行っている。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し中止・変更した。

・児童生徒の健康観察等の事前確認を
行い、場合によっては中止や延期を推
奨した。
キャンセル料等について補助を行っ
た。

5
船橋市小・中学校
技術家庭科作品展

（縮小）
R2.１０
（変更）
R3.10
R4.10

市内小中学校の技術・家庭科作品
を各校４点集約し、（１）船橋市総
合教育センターで３日間（２）次週
に船橋市庁舎で４日間の展示を
行っている。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し縮小した。

R2）各校代表１点のみを市庁舎展示

R3）作品搬入時間を時間差設定
R4）作品搬入時間を時間差設定

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

6 船橋市中学校英語発表会 R2～R４．３
船橋市内中学校の生徒が英語に
よる暗唱、スピーチ全4部門を行
い、１位は県大会に出場する。

感染症拡大防止のため、中止、規模を
縮小した。

R2）中止
R3)スピーチの部のみ実施
R4）暗唱の部１部門、スピーチの部１部
門実施

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

8 日本語指導協力員の派遣 R2～R４．３
船橋市内全小学校、中学校、特別
支援学校からの要請を受け、派遣
している。

学校休校期間で授業が行われなかっ
たため。

7 外国人助手（ALT）派遣 R2～R４．３
船橋市内全小学校、中学校、市立
船橋高等学校にALTを派遣して
いる。

学校休校期間で英語の授業が行われ
なかったため。

船橋市のホームページにALT作成の動
画を掲載し、学校に周知した。

10
船橋市小・中・特別支援学
校児童生徒書写展覧会

（縮小）
R２.２～
（変更）
R3、R4

市内小・中・特別支援学校の代表
作品、約４２０点の審査会を行い、
市民ギャラリーで一週間展示す
る。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し縮小・変更した。

R2）審査会のみ実施し、上位三賞のみ
市庁舎で展示
R3）感染症対策を施しながら実施
R4）感染症対策を施しながら実施

9 千葉県教育研究会船橋支会 R2～R４．３
市内学校の教職員等が参加し、各
教科等の研究を行っている。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し縮小した。

R2）自校研修及びオンライン研修
　　　人数を制限しての研修
R3）自校研修及びオンライン研修
　　　人数を制限しての研修



 

 

135 

 

 

第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

12
船橋市中学校演劇部の発
表会

（中止・変更）
R２.４

～R３.４
（縮小）
R３．８

～R４．１２

中学校演劇部による発表会を春・
夏・冬の年３回行っている。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し中止・縮小・変更した。

R2）春・夏の発表会は中止。冬はビデオ
審査で実施。
R３）春の発表会は交流会として実施。
夏・冬は観客制限など感染症対策を施
しながら実施。
R4）観客制限など、感染症対策を施し
ながら実施。

11 船橋市中学生弁論大会

（中止）
R２.１１
（変更）
R３.１１
R４.１１

市内中学校を北部地区と南部地
区に分け、隔年で開催する。各校
から選ばれた代表弁士が会場校
に集まり弁論を行う。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し中止・変更した。

R2）中止
R3）参加者を限定し、会場校生徒はオ
ンライン配信による視聴
R4）参加者を限定し、会場校生徒はオ
ンライン配信による視聴

14 学校音楽鑑賞教室 R2.6～R4.11

県との共催。千葉交響楽団を学校
に派遣し、全校児童生徒が演奏を
鑑賞したり体験活動を行ったりす
る。

国や県のガイドラインによるイベント
の制限（密を避ける）

国や県のガイドラインを受け、鑑賞する
児童生徒の人数を制限して実施を行っ
た。

13

各種教育委員会主催
（指導課所管）音楽行事
※サマーコンサート、合唱発
表会、演奏研究会、夢を育
む虹のコンサート

R2.３～R5.3

市内小・中学校の児童生徒が演奏
を発表する。出演校の児童・生徒
の保護者や一般市民が来場し、音
楽を鑑賞する。

国からの合唱、管楽器演奏の制限、国
や県のガイドライン、船橋市民文化
ホールの制限

R２.３～R3.3）行事を全て中止
R３.７～R５.３）行事の一部を中止。実
施したものは、保護者の来場制限等を
行う。

15 合唱演奏委託事業
R2.11～
R4.11

船橋市小・中学校合唱発表会での
招待演奏の委託。

合唱発表会の中止または縮小して実
施を行ったため。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

16 学校訪問 R2.５～R4.1
葛南教育事務所と合同で年間約２
０校の学校訪問を実施している。

感染症の状況を考慮し、R2年度は中
止、R3年度は規模を縮小して実施す
るよう葛南教育事務所から指示が
あったため。

・電話やメールによる指導案検討

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

18
生徒指導に関する小学校訪
問

R2.6～R2.7

各学校における長期欠席児童及
び問題行動状況等の把握や生徒
指導の一層の推進の支援のため、
前後期の年２回実施している。

R2年度の前期の訪問期間は学校再開
後すぐとなったため、中止した。後期
は状況を確認しながら実施した。

R2）前期訪問のみ中止

17
船橋市学校・警察連絡委員
会

R２～R4

市内小学校長、中・特別支援学校
長及び生徒指導主事、高等学校長
が参加し、生徒指導に関する事項
について、学校と警察が緊密な連
絡をとり、児童生徒の健全育成を
図ることを目的に年１回開催して
いる。

感染症の状況を考慮し、R2年度及び
R３年度は中止、R４年度は規模を縮
小して実施した。

・R2年度、R３年度は資料のみ配付
・R4年度は市内校長のみ参加（会の後
半の講演は中止）

20
船橋市長欠対策研究協議
会

R2.10～
R3.10

小・中学校の長期欠席者及び不登
校児童生徒の状況を把握し、その
減少と対策のために教職員の資
質向上を図る研修及び協議を年１
回開催している。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、対面からオンラインでの開催に
変更した。

・R2年度～　オンラインによる講演会の
実施

19
小･中･特別支援学校生徒
指導研修会

R3.1～R4.1

生徒指導上の諸問題についての
研究協議や情報交換を通じて、生
徒指導に関する取組の充実と小・
中学校間の連携の強化を図るこ
とを目的とする。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、R2年度及びR３年度は中止し
た。

R2年度）中止、課題提出及び資料配布
R3年度)中止、資料配布
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部名： 学校教育部 担当課： 保健体育課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

2 学校給食費の徴収
R2.3～
R2.5、
R2.8

小学校・特別支援学校は年５回に
分けて、中学校は原則給食実施の
２か月前の末日に徴収している。

令和２年３月２日から５月３１まで、新
型コロナウイルス感染症対策のため、
児童生徒の健康・安全と感染の拡大防
止を第一に考え、船橋市立小学校、中
学校及び特別支援学校を臨時休業し、
給食を提供しなかった。休業期間の徴
収済みの給食費を還付した。

夏休み期間であった令和２年８月１８日
から８月３１日まで給食を提供したた
め、その分の給食費を徴収した。

5 給食従事者研修会 R2.5～R5.3
直営校栄養士及び調理員対象に
夏休み中に1回実施。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

・令和2年は中止、令和3年はオンライ
ンで実施した。
・令和4年から対面で実施した。

1 調理業務委託 R2.４～R３.3 調理業務委託

令和2年3月～5月、市立小・中・特別
支援学校一斉臨時休業に伴い、予定し
ていた給食の実施がなかったことと、
令和2年8月に予定していなかった給
食の提供があったため。

委託料について協議を行い、令和３年３
月分の支払いにおいて調整をすること
とした

4
栄養教諭・学校栄養職員
研修会

R2.5～R5.3
栄養教諭・学校栄養職員の研修会
を年3回実施。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

・令和２年は書面で実施。令和３年は書
面とオンラインにて実施。令和４年から
例年通り実施した。
・例年4月初めに行っていた第一回研
修会を打合せ会とし、令和5年までオン
ラインで実施した。第一回は5月に実
施。

3 滞納者に対する臨戸訪問 R2.5～R5.3
一部の滞納者については、臨戸訪
問を実施している。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を考慮し、臨戸訪問を中止した。



 

 

138 

 

 

第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

　 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

　 縮小

　 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

6
委託校栄養教諭・
学校栄養職員研修会

R2.5～R5.3
委託校栄養士を対象に
夏休み中に1回実施。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

・令和2年は中止、令和3年は書面で実
施した。
・令和4年から対面で実施したが、集ま
る人数を考慮し、3部制で行った。

8
衛生管理を配慮した
献立の工夫研修会

R2.5～R4.３

６～８人の栄養士が会場となった
学校の給食室に入り、衛生的に作
業しているかを見る。
年に５会場で実施。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

・令和2年は中止、令和3年から例年通
り実施した。

7 夏の調理実習 R2.5～R5.3
夏休み中に2日間にわたって実
施。
6人グループで調理実習を行う。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

・令和2年は中止、令和3年はオンライ
ンで実施した。
・令和4年から一部調理する工程を取り
入れたが、1食分調理するまでは行って
いない。

10 保健所監視指導 R2.5～R5.3 全校年１回実施。
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

・令和２年は夏休み後半に1/3の学校
で実施。
・令和３年、4年は残り1/3ずつの学校
で実施。
・令和５年からも3年計画で進めてい
く。

9 食に関する指導研修会 R2.5～R5.3

１０人前後の栄養士が会場となっ
た学校の食に関する授業を参観
する。
年に５～８会場で実施。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

・令和2年はオンラインで開催、令和3
年は５会場で実施し、令和4年からは８
会場で実施した。
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No. 業務名 期間 元の業務内容

　 中止

　 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

　 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

　 縮小

　 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

〇 その他（　休会　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

12 食物アレルギー研修会 R2.5～R5.3 年1回実施。
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

・令和2年は中止、令和3年はオンライ
ンで実施した。
・令和4年は対面で実施したが、集まる
人数を考慮し、２部制で行った。

11 学校給食展 R2.5～R5.3
年１回実施。
管理職、給食主任、保護者等の代
表の他、市民が参加する。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

・令和２年から会場を借りての給食展は
中止。
・代わりに給食の様子がわかるパネル
展示やレシピ集の配付を行い、今後も
継続させていく。

14 学校給食会 R2.5～R4.3
年3回実施。
管理職、給食主任、保護者等の代
表が参加する。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

・令和2年は中止、3年は年2回実施、４
年は休会。
・令和５年からは例年通りに実施した。

13 給食主任研修会 R2.5～R4.3 年1回実施。
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

・令和2年、3年は中止。
・令和4年からは例年通りに実施した。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

16 秋の歯科健康相談 R2.5～R４.3 例年、秋に歯科健康相談を実施。
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮して歯科医師会と協議し決定した。

令和2、３年は、歯科健康相談は中止し
た。

15 児童生徒定期健康診断 R2.5～R5.3
例年、６月末までに健康診断を実
施。

令和2年は緊急事態宣言の発令によ
り、４月～５月の間、小中高特別支援
学校が休業、分散登校だった。千葉県
教育庁から、令和２年度及び令和3，4
年度も感染状況を考慮し、年度内の実
施という通知が示され、医師会、歯科
医師会とも協議し決定した。

・R２年度は、休業明けの6月から健康
診断（尿検査、心電図検査、脊柱側弯二
次検査、胸部エックス線撮影）を再開。
学校医学、校歯科医が行う定期健康診
断は、夏休み後の９月に時期を変更。
・眼科検診、耳鼻科検診は各学校医と相
談し実施学年と方法を変更。
・歯科健診は、学校歯科医と相談し歯式
は省略可と変更。
・検診時の感染対策物品を配付し、検査
方法を変更して実施。
・医師会が実施する二次検診の方法を
変更。

18 結核対策委員会 R2.5～R5.3

年１回結核対策委員会を開催。結
核健康診断の結果について報告
を行い、児童生徒の結核に関する
保健管理を行う。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況,医療機
関の逼迫状況等を考慮した。

書面開催。

17 環境衛生検査 R2.５～R3.３
学校薬剤師によって学校内の各
種環境衛生検査を通年で行う。

令和2年は、プールの実技授業自体中
止となった。

令和2年は、数ある環境衛生検査のう
ち、学校プール環境衛生検査のみ実施
しなかった。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

20 学校安全対策委員会 R2.5～R5.3
児童生徒の事故防止、救急体制の
確立のため、例年１－２回実施。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

令和２年度は1回開催、令和3年度は中
止、令和4年度は1回開催した。

19
口腔衛生優良校および作
品優秀者表彰式

R2.5～R５.３
例年、歯科保健活動優良校の表彰
式と、図画ポスター作品コンクー
ル入賞者の表彰式を行っている。

千葉県の図画ポスター作品コンクール
が、令和２年度中止だった。
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、歯科医師会と協議した。

・口腔衛生優良校の表彰については、
令和2年は、学校へ賞状等を送付して
式は実施せず。令和３年～令和４年は、
優良校の選出を中止。
・図画ポスター作品コンクール表彰式に
ついては、令和２年度は中止。令和３年
～令和４年は例年通り実施。

22 保健主事養護教諭研修会 R2.5～R5.3 年１回実施。
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

・令和２年は中止。令和３年は保健主事
のみオンライン研修会を実施。令和４年
から参加者はもとに戻し、実施方法は
オンライン研修を継続。

21 船橋市学校保健会 R2.5～R5.3 年２回実施。
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

・令和２年は書面で実施。令和３年～令
和４年は、オンラインにて実施。

23
児童・生徒防犯対策連絡協
議会

R2.3～R5.3

警察・地域・学校・ＰＴＡなどと行
政が連携して、児童・生徒が安心
して学び遊べる街づくりを推進す
るため、「児童・生徒防犯対策連絡
協議会」を開催する。

「船橋市附属機関等運営ガイドライン」
に基づき、新型コロナウイルス感染症
の感染状況に応じて、臨時的に書面
での開催が認められたため。

書面開催を実施
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

27 水泳授業 R2.5～R5.3
減免期間を設け、その期間内での
実施などしてもらえるよう呼び掛
けている。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

令和2年度は中止とし、令和３・４年度
は各校にガイドラインを通知し、3密を
避けながら実施した。

28 要請訪問 R2.5～R5.3
各校での体育・保健体育授業改善
のための訪問を実施。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

令和２・３・４年度は各校にガイドライン
を通知し、3密を避けながら実施した。

25 運動部活動指導者研修会 R2.5～R5.3

小・中学校の運動部活動指導者を
対象に、各学校における運動部
活動の充実を図るため年1回実
施。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

体育主任研修会において、安全に配慮
して部活動指導を実施していけるよう
話をしている。

26 心肺蘇生法講習会 R2.5～R5.3

校内の救急時に備えるとともに、
心肺蘇生法実技指導に携わる指
導者の指導力向上をねらいとし
年1回実施。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

令和2年度は中止とし、令和3・４年度
は、2部制とし密にならない環境を考慮
し実施した。

24 スクールガード事業 R2.3～R2.5
登下校の時間帯に合わせて、通学
路や近くの公園等をパトロールし
ながら、子供たちを見守る。

小学校の臨時休校に併せて、スクール
ガードの活動を中止したため。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

部名： 学校教育部 担当課： 総合教育センター

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

29 運動部活動 R2.5～R5.3
部活動の指針（部活動ガイドライ
ン)に則り活動していけるよう呼
び掛けている。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

令和２・３・４年度は各校にガイドライン
を通知し、3密を避けながら実施した。
令和2年度は一定期間、活動中止。

30 船橋市総合体育大会 R2.5～R5.3 大会を主催。
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮した。

令和2年度は中止。令和３・４年度は制
限を設けて実施した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 就学に関する説明会 R2

障害のあるまたは、発達に課題の
ある（あるかもしれない）就学前
（年長児）の保護者を対象にした、
就学に向けての説明会。

新型コロナウィルス感染症拡大防止の
ため

対象の保護者に行う個別の就学相談の
中で説明会の内容について伝えた。

2 船橋市特別支援連携協議会 R2

障害のある児童生徒の総合的支
援体制の整備に向け、関係諸機関
の情報交換・意見交換を行い、乳
幼児期から学校卒業後までの一
貫した支援体制の整備を図るた
めの会議。

新型コロナウィルス感染症拡大防止の
ため

書面開催を行った。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

3

船橋市特別支援教育振興
大会
・合同作品展
・ふなっこバザール
・合同発表会
・教育講演会

R2

船橋市の特別支援教育振興のた
めに行われる行事。
・作品展（市庁舎にて開催）
・ふなっこバザール（市内中学校
特別支援学級作業作品頒布会）
・発表会（市内の地域ごとに開催）
・教育講演会（文化ホールで開催）

新型コロナウィルス感染症拡大防止の
ため

・合同作品展（各学校のホームページ)に
掲載するオンライン形式で開催）
・ふなっこバザール（カタログ販売）
・合同発表会（各学校ごと動画開催）
・教育講演会（オンラインで開催）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

5 リフレッシュ講座 R２～R３
不登校についての講演や保護者
同士の情報交換等を行っている。

新型コロナウィルス感染症拡大防止の
ため

4
小・中特別支援学級宿泊学
習

R２～R3
知的障害特別支援学級が小・中に
分かれ合同で行う宿泊学習

新型コロナウィルス感染症拡大防止の
ため

7 適応指導教室推進委員会

R２.５中止
R3.２開催
R3.５開催

R4.２
zoomで開催

適応指導教室の運営に関する事
項を協議する。

新型コロナウィルス感染症拡大防止の
ため

中止に関しては、書面送付

6
新しい居場所づくり推進委
員会

R２～R３
５月は開催
２月は中止

新しい居場所づくり支援事業の運
営に関する事項を協議する。

新型コロナウィルス感染症拡大防止の
ため

中止にした２月に関しては、書面送付
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

10
教育関係職員研修の企画
運営

R３.８～R４.２
教職員の資質・能力の向上を目的
として、役職や経験年数に応じた
対面研修等を実施している。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の拡大防止のため。

・悉皆研修は、対面研修をオンラインへ
変更、また、対面研修を資料等配付にし
て課題提出に変更、及び日程を変更し
た。
・希望研修は、中止または対面研修をオ
ンラインへ変更、対面研修を資料等配
付に変更、及び日程を変更した。

9
教育関係職員研修の企画
運営

R2.４～R３.２
教職員の資質・能力の向上を目的
として、役職や経験年数に応じた
対面研修等を実施している。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の拡大防止のため。

・悉皆研修は、中止または研修時間を縮
小、対面研修をオンラインへ変更、対面
研修を資料等配付に変更、及び日程を
変更した。
・希望研修は、４月に申込をしていた研
修はすべて中止。新たに８研修をオンラ
インで実施した。

8 事例研究会

R２.９・1１月
開催、２月中

止
R3.６月開催、
9・2月中止

医療機関の見解が必要と思われ
る児童生徒の事例を研修する。

新型コロナウィルス感染症拡大防止の
ため

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名： 学校教育部 担当課： 市立船橋高等学校

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

2
オーストラリア海外語学留
学生派遣事業

R2.5～R4.3
海外語学研修として普通科留学
教育コースの生徒をオーストラリ
アに派遣する。

生徒の安全を考慮し、新型コロナウイ
ルスが収束するまで海外語学留学生
派遣事業を行うことを中止。

1 姉妹校等交流事業 R2.5～R4.3

国際理解を深めること、語学教育
発展のため、姉妹校であるヘイ
ワード市モロー高校との交換留学
事業を実施。

姉妹校同士、生徒の安全を考慮し、新
型コロナウイルスが収束するまで姉妹
校等交流事業を行うことを中止。
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 生涯学習部 担当課： 社会教育課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

3時間を単位使用時間とし、使用
料を定めていた。

令和3年4月20から8月29日までま
ん延防止等重点措置により、公民館の
利用は18時までとしていたが、施設
に関しては20時までの営業短縮を求
められており、他市調査を行った際も
20時まで使用を行っているとの回答
が多かった。

船橋市の公民館も20時まで利用でき
るよう使用料を一部減額できるよう改
正を行った。

4 社会教育委員会議 R2.４～ 年５回対面での会議を実施。
コロナウイルス感染拡大防止のため。
また、まん延防止等重点措置を実施す
る区域に指定されたため。

・対面での会議を中止し、書面による会
議を実施。（R2.４月 中止　R２．６月、
R3.４月、10月、2月 書面会議）
・会議の要綱を変更し、オンライン参加
を可能にした(R４.１１月～）。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

3
令和４年船橋市成人式
令和5年船橋市成人式

R4.1.10
R5.1.9

市民文化ホールにて、３部制で成
人式を実施。

「新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）における成人式の実施
に向けた感染拡大予防ガイドライン」
を策定し、遵守するため。

・入場の際に検温、手指消毒を実施し、
体調チェックシートの提出を求めた。
・会場の三密を避けるため、座席の間隔
が広くとれる船橋アリーナを会場とし
た。
・会場開催と同時にオンライン配信を
行った。

2 令和３年船橋市成人式 R3.1.9
市民文化ホールにて、３部制で成
人式を実施。

感染症の急激な拡大により、市内の医
療機関の病床及び軽症者受入れ施設
の部屋数は残りわずかとなり、救急医
療や一般の診療にも影響が出るなど、
市民の安全を確保する体制が危機的
な状況であったため。

・会場開催を中止し、オンライン開催と
したため、Ｒ４．１．９に「２１歳の集い～１
年越しの旧友との再会～」を船橋市総
合体育館　サブアリーナにて実施した。

1
公民館条例施行規則の一
部改正

R3.4～R3.8
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No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

9 社会教育バス R2.4～R4.3
市内の社会教育関係団体等が、社
会教育に関する事業を行うとき
に社会教育バスを使用するもの。

①長時間にわたり、②3密になり得る
状況下で、親睦や交流を目的として運
行することから、新型コロナウイルス
感染拡大防止の観点から中止とした。

8 生涯学習サポート事業
R２.5～R2.9
R3.1～R3.3

何かを学びたい人(利用者)と教
えたい人(登録者)を結びつける
事業。申込書が利用者から出され
たら、登録者へ連絡をし、日程調
整等を行う。

申込書が提出されたものの、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止の観点から
中止となった事例が３件ある。

・感染拡大予防ガイドラインを策定
（R2.11月）

7
令和３年度ふなばし市民大
学校

R3.4～R4.3

生涯をとおして自分らしく学び続
けるための場、地域活動の担い
手、支え手づくりの場、知識を共
有した縁でつながる仲間づくりの
場として開校している。

コロナウイルス感染拡大防止のため、
以下の内容を変更している。
・入学式…中止
・授業…市内での感染が拡大している
ことから、９月のみ中止
・修了式…中止

・感染拡大予防ガイドラインを策定
（R3.4月）
・代替可能な授業を10月以降に実施
・授業料の返金
・修了証書等を郵送で送付

6
令和２年度ふなばし市民大
学校

R2.4～R3.3

生涯をとおして自分らしく学び続
けるための場、地域活動の担い
手、支え手づくりの場、知識を共
有した縁でつながる仲間づくりの
場として開校している。

緊急事態宣言が令和2年4月7日に発
令され、船橋市新型コロナウイルス感
染症対策本部会議において、市主催
のイベントや事業について、8月末ま
で中止とする決定がなされた。ふなば
し市民大学校は年間を通して学ぶ場
であり、授業数が半減することでカリ
キュラムの目的が達成できないことか
ら、休校とした。

・ふなばし生涯学習チャンネルでの授業
内容等の配信

5
初心者のためのパソコン講
習会

R2.4～R4.3
年間複数回、R2視聴覚センター、
R3以降市民大学校にて開催。

コロナウイルス感染拡大防止のため。
また、まん延防止等重点措置を実施す
る区域に指定されたため。「初心者の
ためのパソコン講習会の実施に向け
た感染拡大予防ガイドライン」を策定
し、遵守するため。

・中止したコースもあるが、回数を減ら
して開催。（R2、R3)
・感染拡大予防ガイドラインを策定。
（R2.11月）
・新型コロナウイルス感染拡大防止対策
に伴う施設利用者カードを作成。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

令和3年1月8日に開催された船橋市
新型コロナウイルス感染症対策本部会
議にて、3月までのイベント中止が決
定したことに伴い、3月末までに開催
予定の講座を中止。

11 まちづくり出前講座（変更）
R2.9～
R2.10

市民が主催する集会に市職員等
を講師として派遣し、市政の説
明、市が取り組む事業の説明、専
門知識を活かした実習等を行う。

必要性・安全性をクリアできている団
体の申請のみを受付。

・感染拡大予防ガイドラインを策定
（R2.11月）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

10 まちづくり出前講座（中止） R2.4～R2.8

市民が主催する集会に市職員等
を講師として派遣し、市政の説
明、市が取り組む事業の説明、専
門知識を活かした実習等を行う。

令和2年4月21日に開催された船橋
市新型コロナウイルス感染症対策本部
会議にて、8月までのイベント中止が
決定したことに伴い、8月末までに開
催予定の講座を中止。

13 まちづくり出前講座（中止） R3.9

市民が主催する集会に市職員等
を講師として派遣し、市政の説
明、市が取り組む事業の説明、専
門知識を活かした実習等を行う。

令和3年8月25日に開催された船橋
市新型コロナウイルス感染症対策本部
会議にて、9月までのイベント中止が
決定したことに伴い、9月末までに開
催予定の講座を中止。

12 まちづくり出前講座（中止） R3.1～R3.3

面談予約がなかった場合、相談員は常
駐せず、電話で対応することとした。そ
れでも面談を希望される場合について
は、面談を実施した。

市民が主催する集会に市職員等
を講師として派遣し、市政の説
明、市が取り組む事業の説明、専
門知識を活かした実習等を行う。

14 家庭教育相談 R2.4～R3.3

子どもや家庭に関する相談を、電
話若しくは面談で行う。
電話相談は随時受け付けている
が、面談については予約制であ
り、予約が入っていない場合で
も、面談会場で相談員が待機し、
当日の面談対応を行う。

新型コロナウイルス感染症の流行状況
を鑑み、開催について状況を整理し
た。
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No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

子供の自習スペース提供事
業

R2.4.9～緊
急事態宣言等
による公民館
休館期間中

19
ふなばし市民大学校運営協
議会

R2.3～ 年3回対面での会議を実施

18

コロナウイルス感染拡大防止のため。
また、まん延防止等重点措置を実施す
る区域に指定されたため

協議会は、令和元年度1回、2年度2回、
3年度3回開催し、うち２回を書面によ
る報告に変更（R2.12月、 R3.8月）

映画会
R2.6～
R2.10、
R3.8

視聴覚センターで実施した映画鑑
賞会

イベントや施設事業の中止決定をうけ
たため

17 16ミリ映写機操作講習会

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

市立学校が休校となっている中、
子供たちに学習場所を提供する
ため、自習スペースとして臨時休
館中の公民館の集会室等を開放
する。

緊急事態宣言が令和2年4月7日に発
令されたため。

15 家庭教育セミナー

R2.6～
R2.10

視聴覚センターで実施した市・教
職員対象の16ミリ映写機操作講
習会

イベントや施設事業の中止決定をうけ
たため

R2.4～R5.4

「回数は3回以上かつ６時間以
上」、また、「人数は２０人以上」を
原則とした家庭教育セミナーを開
設した団体に対し、講師料等を支
払う。

新型コロナウイルス感染症の流行状況
を鑑み、開催について状況を整理し
た。

・「回数は3回以上かつ６時間以上」、ま
た、「人数は２０人以上」という基準を努
力義務とした。
・R3.4以降はオンライン開催を可能と
した。

16
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No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

21
船橋市生涯学習基本構想・
推進計画検討委員会

R2
R3

対面での会議を実施 コロナウイルス感染拡大防止のため。

・R2は延期し、計画の開始予定に合わ
せて次年度より再開した。
・R3はオンラインでの出席を可能とし
た。

20 生涯学習推進本部部会議
R2
R3

対面での会議を実施 コロナウイルス感染拡大防止のため。
・R2は中止とし、資料についての承認
を、文書で依頼し、対応した。
・R3は書面会議で実施した。

代替で行ったこと見直しの区分 見直した理由（経緯）

22
第二次船橋市生涯学習基
本構想・推進計画

R3 計画期間(H24～R2) R2.7.7の政策会議で決定。 ・計画期間延長(～R3)

23
第三次船橋市生涯学習基
本構想・推進計画

R4 計画開始(R3～) R2.7.7の政策会議で決定。 ・計画開始延長(R4～)
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部名： 生涯学習部 担当課： 文化課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

市内複数箇所でストリートライブ
を実施

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

（R2・R3）事前収録動画とライブ映像
を組み合わせてYouTubeでインター
ネット配信を実施
（R4）観覧座席数を制限して現地開催

3 船橋市文学賞授賞式
R2.3
R3.3

船橋市文学賞の受賞者に対し、賞
状の授与等を行う式典を開催

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

（R2年度)授賞式の中止で選者からの
講評が聞けない代わりとして、受賞者
から選者への質問を募集し、選者が書
面で回答する機会を設けた。

4 文化活動普及事業

R2
（10校実施予
定のうち3校

中止）

船橋市アーティストバンクに登録
のあるアーティストを学校へ派遣
し、授業を実施する。

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

2
音楽のまち・ふなばし　千
人の音楽祭

R3.3.7
（変更）

R4.3.13
（変更）
R5.2.5
（縮小）

船橋アリーナで市内小中学生・一
般団体・ゲストによる音楽祭を開
催

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

（R2年度）過去の音楽祭のダイジェスト
映像等をJ:COMチャンネル（地デジ１１
チャンネル）の特別番組として放映
（R3年度）船橋ゆかりのアーティストの
対談・演奏映像等をJ:COMチャンネル
（地デジ１１チャンネル）の特別番組とし
て放映したほか、令和４年３月１４日
（月）～３月３０日（水）の期間でJ:COM
公式YouTubeチャンネルにてアーカ
イブ配信を実施した。
（R4年度）出演団体を制限して現地開
催

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
ふなばしミュージックスト
リート

R2.10.18
（変更）

R3.10.17
（変更）

R4.10.15・
16（縮小）
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No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

（R3年度以降）中止・縮小・変更を主催
者の判断に従って実施した。

ロビーコンサート

R2
（年11回開催
予定のうち9

回中止）
R3

（年11回開催
予定のうち1

回中止）

船橋市役所1階ロビーでコンサー
トを開催する。

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

8
講師派遣・出前講座（文化
財関連）

R2.2～R5.3
要請があれば主催者が用意した
場所で講座などを行う。

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

7 取掛西貝塚講演会

R2.3.14、R
３.3.13、
R3.814、

R5.3.11・18

取掛西貝塚を広く市民に知って
いただくため、専門家を招いて講
演会を開催する。

（R3年度）市による見学会は中止した。
発掘現場の様子を現場フェンスなどに
掲示する方法等に変更した。受託業者
による見学会1件をガイドラインに従っ
て実施した。
（R4年度）見学会6件はガイドラインに
従って実施した。

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため、令和元・２年度は中止、令
和３・４年度は、新型コロナウイルス感染
症の感染拡大防止の対策を講じて実施
した。

5

6
遺跡見学会（発掘体験を含
む）

R2.2～R5.3

発掘調査現場に来場してもらい、
見学資料を配布したうえで、調査
現場見学と説明をおこなってい
る。

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。
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No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

船橋市美術展覧会
「市展」

R2
船橋市美術連盟との両主催で美
術展覧会を実施する。

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

市ホームページで公募作品を紹介する
「バーチャル市展」（10月28日(水)～
11月30日(月)）を開催した。

企画展示を翌年度以降に延期して行っ
た。

代替で行ったこと

10
吉澤野球博物館資料展示
室講演会

R2.3.22
R3.3

船橋総合体育館内で野球に係る
企画展示に合わせて講演会を実
施する。

令和元年度は、船橋総合体育館が休
館となり、実施できず。令和２年度は
令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため、講演会は中止を決定。

9

見直しの区分 見直した理由（経緯）

吉澤野球博物館資料展示
室企画展・常設展入れ替え

R２．3.4～
22

R3.3

船橋総合体育館内にある展示室
で年に１回、企画展示を行う。

令和元年度は、船橋総合体育館が休
館となり、実施できず。令和２年度は
令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため、企画展示を中止。

12

11 いけばな展
R2
R3

船橋市華道連盟との両主催でい
けばなの展覧会を実施する。

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。
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No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

17 船橋市合唱講習会
R2
R３

船橋市合唱連盟が主催、船橋市教
育委員会が共催で、参加者が専門
講師による合唱指導を受ける。

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

16 船橋市合唱祭 R2
船橋市合唱連盟との両主催で合
唱祭を開催する。

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

15 船橋市三曲祭
R2
R3

船橋市三曲協会との両主催で三
曲祭を開催する。

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

14 船橋市日舞祭 R2
船橋市日本舞踊連盟との両主催
で日舞祭を開催する。

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

13 船橋市写真展 R3.2～R4.3
船橋市写真連盟との両主催で写
真展覧会を実施する。

令和２年５月１２日付け厚生労働省医
政局地域医療計画課発事務連絡にて
緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、実施の判断をするよう方針が示
されたため。

（R2・3)Web展覧会、プリントコンテス
ト形式で開催した。入賞作品展を市役
所で実施した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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部名： 生涯学習部 担当課： 青少年課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

主催事業（青少年課） R2.7～R3.8
青少年を対象とした、青少年キャ
ンプ場におけるイベントの開催

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、感染拡大の防止を図るため。

2 主催事業（青少年会館） R2.5～R5.3
青少年を対象とした講座・イベン
トの開催

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、感染拡大の防止を図るため。

1

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

少年少女交歓大会 R2,3,4
少年少女交歓大会の実施に係る
事務局業務

3
主催事業（一宮少年自然の
家）

R2.10～R4.3
青少年等を対象とした講座・イベ
ントの開催

事業中の三密を避けるため、一部事業
では定員の縮小を行ったうえで実施し
た。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、感染拡大の防止を図るため。

宿泊利用を停止していた期間について
は、宿泊としていた事業を日帰りの事
業に変更して実施

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、感染拡大の防止を図るため。

令和２・３年度は中止としたが、新型コ
ロナウイルス感染症感染拡大防止の観
点から、令和４年度は来場者の把握等
を目的に時期および会場を変更し実施
・時期：５月→１1月
・会場：運動公園→青少年会館および若
松公園

4
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No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

部名： 生涯学習部 担当課： 生涯スポーツ課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

5 津別町青少年交流事業 R2,3,4
津別町青少年交流事業の実施に
係る事務局業務

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、感染拡大の防止を図るため。

6 青少年キャンプ事業 R2,3
青少年キャンプ事業の実施に係る
事務局業務

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、感染拡大の防止を図るため。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1 市民体育大会

(1)R2.2～
(2)R2.8～

(3)R3.8.30
～9.30

船橋市民を対象に各競技スポー
ツの大会を年２回開催している。

(1)令和2年4月3日付けで公共施設
の臨時休館及び屋外イベント中止等が
決定されたため
(2)緊急事態宣言の解除に伴い、制限
を段階的に解除したため。
(3)令和3年8月26日付けで9月30
日までの市主催イベント等の中止

(1)大会中止
(2)大会中止または縮小を検討するよ
う指示。実施の際にはマニュアル作成
等の感染拡大防止策の徹底を指示。
(3)大会中止
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No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

6
船橋市スポーツ推進委員協
議会

R3.1～R5.5

スポーツの推進のための事業の
実施に係る連絡調整並びに住民
に対するスポーツの実技の指導そ
の他スポーツに関する指導及び助
言を行う。

緊急事態宣言又は宣言の解除に伴う
段階的措置が解除されたため。

スポーツ関連事業の実施に向けた感染
拡大予防ガイドラインを送付し、ガイド
ラインに基づいた事業実施を促した。

5 小学生・女子駅伝競走大会 R2.4～R4.3

広く市民にマラソン競技を普及
し、併せて体力の向上とスポーツ
の振興を図るため、年１回小学生・
女子駅伝競走大会を開催してい
る。

日本陸上競技連盟から示された「陸上
競技活動再開についてのガイダンス
（競技会開催について）」等の感染拡
大防止策を徹底することが困難で
あったため。

・大会の中止

4
成人の日記念船橋市駅伝
競走大会

R2.4～R5.3

広く市民にマラソン競技を普及
し、併せて体力の向上とスポーツ
の振興を図るため、年１回成人の
日記念船橋市駅伝競走大会を開
催している。

日本陸上競技連盟から示された「陸上
競技活動再開についてのガイダンス
（競技会開催について）」等の感染拡
大防止策を徹底することが困難で
あったため。

・大会の中止

3 市民マラソン大会 R2.4～R4.3

広く市民にマラソン競技を普及
し、併せて体力の向上とスポーツ
の振興を図るため、年１回市民マ
ラソン大会を開催している。

日本陸上競技連盟から示された「陸上
競技活動再開についてのガイダンス
（競技会開催について）」等の感染拡
大防止策を徹底することが困難で
あったため。

・大会の中止

2 市民スポーツ教室
(1)R2

（２）R３※
船橋市民を対象に様々なスポー
ツ教室を開催している。

(1)緊急事態宣言のため。
(2)緊急事態宣言の解除に伴い、制限
を段階的に解除したため。

(1)教室中止
(2)実施の際には定員を減らす、マニュ
アル作成等の感染拡大防止策の徹底を
指示。
※ちびっこスイミング教室は感染拡大
防止策を徹底することが困難であるこ
とから中止
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No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

R2.１～R5.3

・天候や施設側の理由により使用
できない場合、支払い済の料金を
還付する
・無断キャンセル等があった場合、
施設の利用制限を行う

・施設の休館を実施したため、すでに
使用料を納付していた利用者へ料金
の還付を行う必要が生じた。
・新型コロナウイルス感染症対策のた
め施設利用を控えたいとの申し出が
あった。

・施設予約者が事前に支払いを行った
施設使用料の還付
・新型コロナウイルス感染症対策のため
に利用をキャンセルした方に対し、利用
制限を行わないよう運用の変更

8

7
地域スポーツ推進事業補助
金事業

(1)R2
（２）R３

地域スポーツの推進を図るととも
に、地域の健全な発展と住民の福
祉の増進を目的とした事業へ補
助金を交付する。

(1)船橋市新型コロナウイルス感染症
対策本部会議で事業実施は困難であ
ると判断し、中止を要請したため。
(2)緊急事態宣言の解除に伴い、制限
を段階的に解除したため。

(1)中止を要請
(2)市主催イベント実施時に使用する新
型コロナウイルス感染症感染拡大予防
ガイドライン（生涯スポーツ課作成）を
参考に実施を依頼

9

東京2020オリンピックホ
ストタウン事業（事前合宿）

(1)R２
(2)R３

東京2020オリンピックに参加す
るアメリカ男子体操チームの事前
合宿を受入れ、練習の一般公開や
体験会等により市民との交流を
図る。

令和２年３月２４日に大会の１年延期
が決定されたことに伴い、事前合宿受
入も延期となった。
令和３年度、選手の受入れにあたり、
移動及び滞在期間中の市民交流は制
限された。

(1)中止（次年度へ延期）
(2)選手受入れは行ったが市民との隔
離により、練習公開等は行えず、市内小
学校とのオンライン交流を実施

体育施設の利用に関する業
務
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部名： 生涯学習部 担当課： 公民館

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

R2.4～R4.3
年５回開催している公民館運営審
議会

1

新型コロナウイルス感染症対策とし
て、集合形式の会議の中止または変
更

感染拡大期は集合形式の実施から書面
会議に変更

3
各公民館の集会室の利用
定員数の変更

R2.6～R3.9 各公民館の集会室等の定員数

新型コロナウイルス感染症対策とし
て、船橋市における公共施設の基本的
な基準や全国公民館連合会のガイド
ラインにより、対人距離を確保するこ
との必要性による

対人距離を確保するため、定員を減ら
した

2
船橋市公民館条例第１５条
の規定基づく公民館運営審
議会の開催

公民館主催事業 R2.5～R5.3 集合形式による講座の実施

（公社）全国公民館連合会のガイドライ
ンに沿って、新型コロナウイルス感染
症対策を取り、公民館の運営について
方針が示されたため

対面で実施していた講座をオンライン
講座に変更し実施
また、規模を縮小し回数や定員を減ら
し講座を実施
全館で実施している文化祭を中止し、
（R2,R３)サークル活動の展示など縮小
して実施

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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部名： 生涯学習部 担当課： 西図書館

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

各図書館で課題解決に関する講
座や読書に関するイベントを実施
している。

2 おはなし会等の開催 R2.2～R5.3

おはなしや絵本の読み聞かせを
通して子供たちに本の素晴らしさ
を伝える「本とおはなしの会」や、
わらべうたや手遊び、絵本の読み
聞かせを通して親子の触れ合い
を深めながら絵本を楽しむ「えほ
んの会」を実施している。

新型コロナウイルス感染症拡大防止対
策として、令和2年2月から事業を中
止した。令和２年1０月に「市主催（共
催）のイベント・事業の実施及び施設利
用の基準等 について」が適用され、イ
ベント・事業ごとに感染対策を定めた
ガイドラインを作成したうえで実施す
ると判断したことから、令和2年11月
から縮小して再開した。

・わらべうたの動画配信を実施
・R2.12に児童書のアドベントカレン
ダーを作成し、本の展示を実施

・オンラインミーティングを活用した講
座を実施

1 図書館講座等の開催 R3.3～

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

令和２年10月に生涯学習部各施設に
おけるオンライン講座の方針が出さ
れ、新型コロナ感染症に伴い施設での
人数制限・接触制限が行われるなど、
利用や講座内容が制限されている
が、引き続き生涯学習を推進すること
で地域課題を解決するために、オンラ
インを活用した講座を各施設で実施し
ていくと示されたため。



 

 

162 

 

 

第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

部名： 生涯学習部 担当課： 市民文化ホール

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

1
市民文化ホール及び市民文
化創造館主催・共催事業

R2.2～R3.3

文化芸術ホール事業基金を活用
して、クラシック、ジャズ等の音
楽、古典芸能、映画等の鑑賞機会
を提供する。

令和2年2月25日発の政府の新型コ
ロナウイルス感染症対策の基本方針
を受けて令和2年2月28日開催第6
回船橋市新型コロナウイルス感染症対
策本部会議にて令和2年2月29日
（土）から令和2年3月15日（日）まで
市主催（共催）のイベント等の中止が決
定された。その後も船橋市新型コロナ
ウイルス感染症対策本部各会議にて
令和2年10月31日までは市主催（共
催）のイベント等は中止するよう方針
が出された。

（第38回の同会議で令和2年11月1
日以降は各所管課が実施の判断をす
るよう変更になる。）

緊急事態宣言をうけて令和2年12月
26日から休館及び市主催（共催）のイ
ベント等を中止する。第43回の同会
議で令和3月31日まで中止するよう
決定。

文化ホールでは令和２年７月３日～８月
２６日、市民文創造館では7月16日～8
月1日まで、中止となった事業日等を利
用して新型コロナウイルスの影響で活
動の機会が減っているアーティスト(プ
ロ・アマ問わず)に、広いステージで楽器
の演奏や練習等を楽しんでもらうた
め、ホールを無料で提供する事業を実
施した。



 

 

163 

 

 

第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

 

  

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

3
市民文化創造館
ちょっとよりみちライブ

R2.2～
R2.10（中止）

R2.11～
R2.12（縮小）
R3.1～R4.3

（中止）
R4.4～R4.9
（縮小・変更）

毎月第３木曜日に無料で様々な
ジャンルの音楽等をお届けする。
（当日先着２５０名）

No2同様。
R4.4.3以降は安全を考慮してR４．９
月まで延長。

当日先着順ではなく、電話による事前
申し込み制とし、定員を半数にして実
施。

定員を半数にして実施2
市民文化ホール及び市民文
化創造館主催・共催事業

R3.4～R4.3

文化芸術ホール事業基金を活用
して、クラシック、ジャズ等の音
楽、古典芸能、映画等の鑑賞機会
を提供する。

第47回船橋市新型コロナウイルス感
染症対策本部会議にて4月1日以降は
感染対策を徹底したうえで市主催事
業の実施が可能になる。
令和3年3月19日に「緊急事態宣言解
除後の1都3県における開催制限、施
設の使用制限等に係る留意事項につ
いて」を受け県より「新型インフルエン
ザ等対策特別措置法に基づく協力要
請等について」において令和3年4月
1日以降は人数上限が5000人または
収容定員50％以内のいずれか大きい
方となる。
しかし、令和2年9月19日から令和3
年11月19日までは国による「イベント
開催時の必要な感染防止策」に「区域
内の行動管理ができないものは開催
を慎重に検討」とあるため、定員の半
分で開催。
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部名： 生涯学習部 担当課： 郷土資料館

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

5 教育普及事業 R２.4～R5.3

歴史バス見学会（中止）・古文書講
座(中止)・地域史講座（中止）・歴
史散歩（中止）・ワークショップ（中
止)・文化講演会(縮小・人数制限)

船橋市新型コロナウイルス感染症対策
本部会議の決定に基づく市の方針

・折り紙ワークショップは11月～折り方
と折り紙を配布し、自宅での体験に変
更
・ふなばし生涯学習チャンネルによる
「Webで古文書講座」等の配信
・ザイタク（在宅）船橋調べ隊にてイン
ターネットを利用した学習支援プログラ
ムの実施

4 教育普及事業
R2.2.29～
R2.5.31

歴史散歩・古文書講座等
船橋市新型コロナウイルス感染症対策
本部会議の決定に基づく市の方針

3 展示事業 R4.4～R5.3 常設展示・企画展示の実施
船橋市新型コロナウイルス感染症対策
本部会議の決定に基づく市の方針

・タッチパネルを使用した展示の一部中
止や手指消毒を行ってからのハンズオ
ン展示（パズル）の実施
・ふなばし生涯学習チャンネルによる動
画配信

2 展示事業 R２.4～R4.3 常設展示・企画展示の実施
船橋市新型コロナウイルス感染症対策
本部会議の決定に基づく市の方針

・閉館期間中は中止、開館中も企画展は
会期を短縮。常設展・屋外展示、企画展
ともに展示室内の人数制限やハンズオ
ンの展示の中止等縮小して実施
・ふなばし生涯学習チャンネルによる動
画配信

1 展示事業
R2.2.29～
R2.5.31

常設展示・企画展示の実施
船橋市新型コロナウイルス感染症対策
本部会議の決定に基づく市の方針

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

部名： 生涯学習部 担当課： 青少年センター

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

7 教育普及事業 R４.4～R5.3
古文書講座（1回の人数を減らし、
午前・午後２回に分け実施）・講演
会（縮小・人数制限）

船橋市新型コロナウイルス感染症対策
本部会議の決定に基づく市の方針

・ふなばし生涯学習チャンネルによる
「Webで古文書講座」等の配信
・ザイタク（在宅）船橋調べ隊にてイン
ターネットを利用した学習支援プログラ
ムの実施

6 教育普及事業 R3.4～R4.3

古文書講座(４～11月中止・12月
～人数制限実施)・歴史散歩（中
止）・講演会（縮小・人数制限）・歴
史バス見学会（中止）・ワーク
ショップ（中止）

船橋市新型コロナウイルス感染症対策
本部会議の決定に基づく市の方針

・古文書講座を広い会場で実施できる
よう公民館で行った（5,10月）
・ふなばし生涯学習チャンネルによる
「Webで古文書講座」等の配信
・「マップで巡る下総三山の七年祭り」
を市ホームページにて配信

1 街頭補導活動（地区補導）
R2.4～R2.6
R3.1～R4.2

月に一度市内12地区で、補導委
員それぞれが居住する地区別に
補導活動を行っている。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
観点から、補導委員は児童や生徒の
保護者や高齢な方から構成されてい
るため、活動を自粛した。

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

8 縄文コンテンポラリー展 R2.７～８
夏休み期間中に館主催事業とし
て縄文時代をテーマにした現代
アート作品の展示等を実施する。

緊急事態宣言の発令状況を勘案し、来
館誘導によりいたずらに感染者を発
生させることを懸念し、中止とした。
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No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

〇 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

5 相談活動 R２．３～R２．５
青少年及びその保護者、学校職員
等の来所による相談を行う。

緊急事態宣言等の発令状況や新型コ
ロナウイルス感染症の感染状況を考
慮したため。

学校の休校措置等に合わせ、児童生徒
の通所による相談活動は中止した。

4
船橋市青少年センター条例
第４条に基づく船橋市青少
年センター運営協議会

R２.４～R４.３
青少年センターの適切な運営を図
るため、年３回青少年センター運
営協議会を行っている。

緊急事態宣言等の発令状況や新型コ
ロナウイルス感染症の感染状況を考
慮したため。

令和２年度第３回青少年センター運営
協議会及び、令和３年度青少年センター
運営協議会を書面開催とした。

3
街頭補導活動
（センター補導）

R2.4～R5.8

月に一度市内の繁華街や総合商
業施設など６か所で、補導活動を
行っている。
（センター職員が運営する）

コロナウイルス感染症拡大防止の観点
から、補導委員の活動地域を最小限
に抑えるため、活動を自粛した。

2 街頭補導活動（地区補導）
R2.7～
R2.12

R4.3～R5.8

月に一度市内12地区で、補導委
員それぞれが居住する地区別に
補導活動を行っている。
（各地区ごとに運営する）

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を考慮し、補導委員の活動地域を居住
する地区に限定したため。

・月二回活動を実施した。

6 一宮ふれあいキャンプ R2.４～R４.3

市立学校に通う小学校４年生から
中学３年生までの不登校及び不登
校傾向にある児童生徒を対象と
した２泊３日のキャンプ。

緊急事態宣言等の発令状況や新型コ
ロナウイルス感染症の感染状況を考
慮したため。
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新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
担当課： 監査委員会事務局

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

〇 縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

財政援助団体等監査 R2.9～R3.11

1 定期監査 R2.4～R3.6

2 決算審査 R2.6～R2.8

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

・Wｅｂ会議システムの導入（現在も継続
中）

4 工事監査 R2.11～R3.1 年1回、工事監査を実施 ・接触、密の回避

5 例月現金出納検査 R3.5～
所管部署（病院局、市場、下水道
総務課、会計課）が来庁の上、資
料に基づき説明、質疑

・接触、密の回避
・外職場の負担軽減

3
年１回、財政援助団体等監査を実
施

・接触、密の回避

・２年間（Ｒ2～3）、監査を中止
⇒監査の時期を逸するなど、後年への
影響が大きいため、中止ではなく方法
を工夫し継続すべきであった。

・対面での聞き取りから書面での質問、
回答に変更等
・事情聴取にリモート導入

・１期（中断～２期の時期に再開）
・２期（３期の時期に実施）
・３期（中止）
・対面での聞き取りから書面での質問、
回答に変更等

年に3回、定期監査を実施 ・接触、密の回避

年に１回、決算審査を実施 ・接触、密の回避
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新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
担当課： 農業委員会事務局

No. 業務名 期間 元の業務内容

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

〇 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

農業モニター事業 R2.4～R4.3

1 農水産祭　都市農業PR R2.4～R5.3

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

3 審査会 R2.4～R5.5

所有権移転や農地の転用の申請
のあった土地に、農業委員・農地
利用最適化推進委員・事務局職員
計4名1班となり現地調査を行っ
ている。

法定業務の遂行のため現地調査をす
る必要があり、中止することはできな
いが、農業委員・農地利用最適化推進
委員・事務局職員で自動車に乗車する
と、狭い車内で密となってしまうた
め。

・4名1班を密にならないよう、複数班・
複数台に分けて移動

4 農業者年金 R2.4～R5.3
農業者年金制度周知のため、対象
者向け戸別訪問をJA職員と合同
で実施

法定業務ではなく、感染症拡大防止の
観点から中止とした。

2

市内農家より農業モニターを募
り、農政に対する意見、要望等を
広く公正に聴取することで、農政
に反映させる。

法定業務ではなく、多数の人が集まる
事業であるため、中止とした。

毎年11月、東武鉄道船橋駅コン
コースにて、船橋産野菜の即売会
を行っている。

法定業務ではなく、多数の人が集まる
事業であるため、中止とした。
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新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し（中止・縮小・変更等）
部名： 議会事務局 担当課： 総務調査課

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

縮小

〇 変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分

2
・小学生議会見学会
・中学生高校生議会見学
会・意見交換会

R2.8～R4.8

議会の広報活動の一環として、小
学３年生から高校３年生までを対
象に、実際に議会に来てもらい、
議会の仕組みのレクチャーや議
場、議長室などの見学、児童・生
徒と議員との意見交換を対面で
行っている。

1
本会議及び予算決算委員
会傍聴受付

R2.5～R5.5
本会議及び予算決算委員会の傍
聴を受付している。

見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

対面（来場）形式を中止する代わりに、
web会議サービス「Ｚｏｏｍ」を使用し
て、議会の仕組みのレクチャーや議場、
議長室などの見学、議員との意見交換
をオンライン形式で実施した。

傍聴席が密にならないよう適宜空席を
設け、全105席のうち32席を利用可能
とした。

新型コロナウイルス感染症の新規感染
者数が急増したことにより、緊急事態
宣言やまん延防止等重点措置が発令
されたことに加え、会場が密になるこ
とから、感染防止対策を徹底すること
が難しい状況となったため。

新型コロナウイルス感染拡大による緊
急事態宣言やまん延防止等重点措置
が発令されたことを踏まえ、感染防止
対策の徹底を図るため。
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部名： 議会事務局 担当課： 議事課

No. 業務名 期間 元の業務内容

○ 中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

中止

○ 縮小

変更

その他（　　　　　　　）

・令和2年2月28日の本会議の開会を
中止
・令和2年2月28日以降の市政執行方
針及び議案に対する質疑について、質
疑予定であった議員の一部取りやめ、
または質疑予定時間の短縮を行った。
なお、それらの議員の質疑時間は、次回
以降の定例会に繰り越すこととした。
・委員会傍聴の中止（令和2年3月2日
から令和2年3月25日）

・会期日程の短縮

政府より、令和2年3月2日から学校
の一斉休校の要請があったため、その
対応をするにあたり、議会として配慮
することがあれば申し出て欲しいと議
長から執行部に伝えたところ、教育委
員会の各部長から同年2月28日の本
会議を欠席させてほしいと申入れが
あったため、議会運営委員会で協議を
行った。
なお、これに関連して自主的に質疑時
間を短縮し、または質疑を取りやめた
議員がいた。
また、各委員会の会議の運営につい
て、新型コロナウイルス感染症の感染
状況等を考慮し、感染症拡大防止に努
める必要があると各委員長同士で話
し合い判断された。

2
令和2年第2回船橋市議会
定例会

R2.5～R2.6
・本会議運営
・委員会運営

本会議及び各委員会の会議の運営に
ついて、緊急事態宣言の発令状況や
新型コロナウイルス感染症の感染状況
等を考慮し、感染症拡大防止に努める
必要があると議会運営委員会または
各委員会において判断された。
なお、具体的な対策についても協議・
決定し実施した。

1
令和2年第1回船橋市議会
定例会

R2.2～R2.3
・本会議運営
・委員会運営

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと
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第４章 新型コロナウイルス感染症発生に伴い行った業務の見直し 

 

No. 業務名 期間 元の業務内容

中止

縮小

○ 変更

その他（　　　　　　　）

○ 中止

縮小

変更

その他（　　　　　　　）

見直しの区分 見直した理由（経緯） 代替で行ったこと

・宿泊及び日帰りでの視察を行うかど
うかは、市内や視察先の感染状況等を
踏まえ、各委員会で判断することとし
た。その結果、令和2年度及び令和3年
度の宿泊を伴う視察は行われなかっ
た。

3 船橋市議会定例会・臨時会 R2.5～R5.3
・本会議運営
・委員会運営

No.2と同様

【本会議】
・本会議欠席基準の設定（令和2年第3
回定例会以降）
・議員及び理事者の出席者数の制限（令
和2年第2回定例会のみ）
・議場出席者・傍聴者のマスク着用
・演壇、質問席、答弁席にアルコール消
毒液の設置
・議長席、演壇、質問席及び答弁席にア
クリル板の設置（令和2年第3回定例会
以降）
・水差しの設置の取りやめ（議長席を除
く）
・ペットボトル等の持ち込みを許可（発
言予定者及び飲料はミネラルウォー
ターに限定）（令和2年第3回定例会以
降）
・議場出入口の開放、可能な限り窓を開
けて常時換気の徹底等

【委員会】
・委員席の間隔を広くとる
・傍聴者の制限
・マスクの着用
・委員会室の出入口を常時開放し、可能
な限り窓を開けて常時換気の徹底等

4 行政視察 R2.5～R5.3

委員会における宿泊を伴う視察
（毎年10月下旬～11月上旬）や日
帰りでの視察（提案があれば調整
してその都度）を行っている。

緊急事態宣言の発令状況や新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況等を考
慮し、感染症拡大防止に努めるため、
委員会ごとに協議を行い、中止等を
判断したため。


